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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき







　　　野ぢしゃ（ラプンツェル）




　昔々、夫婦がありました。二人は長いあいだ子供が欲しいと願っていましたが、思うようにいきません。しかしやっとのことで、神様が望みを叶かなえて下さることになりました。

　夫婦の住む家の裏うらには小さな窓があって、そこからはすばらしく美しい、いろいろな花や野菜が植えてある立派な畑が見えました。しかし畑は高い石壁に囲まれているうえにとても恐おそろしい魔ま法ほう使いの女の持ち物でしたから、この畑に入り込もうという勇気のある者は、一人もいませんでした。

　ある日、おかみさんが窓際に立って畑を見ていると、とてもすばらしい野ぢしゃが植えてある一角が見えました。その野ぢしゃはあまりにもおいしそうに見えたので、おかみさんはその野ぢしゃが食べたくて食べたくて、たまらなくなりました。

　食べたい思いは日に日に大きくなりましたが、無理なことは知っています。おかみさんはすっかりやせおとろえてしまい、だんなさんはびっくりしました。

「おまえ、いったいどうしたんだい」

　だんなさんはたずねました。

「ああどうしましょう！　私、あの畑にある野ぢしゃを食べられなきゃ死んでしまうわ！」

　おかみさんは答えました。だんなさんは、女によう房ぼうを死なせるくらいなら、どうなろうがかまわずに野ぢしゃを取ってきてやろうと考えました。だんなさんは暗くなってから石壁をのりこえて、魔ま法ほう使いの女の畑に入ると、大急ぎで野ぢしゃを一つかみ取って帰りました。おかみさんはそれをすぐにサラダにして、ぺろりと食べてしまいました。ところがその野ぢしゃはおいしくておいしくて、前の日の三倍くらい食べたくなりました。

　おかみさんの気持ちをしずめるためには、またあの畑に行かなければいけません。だんなさんは暗くなってからまた畑に入りましたが、石壁をのりこえてびっくりしました。目の前に魔法使いの女が立っていたのです。

「よくもお前、こんなことができるものだね」

　魔法使いはにらみつけました。

「人の畑に忍しのび込んで、野ぢしゃを盗ぬすむなんて。ひどい目にあわせてあげるよ」

「どうか許して下さい！　仕方がなかったのです。実は女によう房ぼうがあなたの野ぢしゃを見て、ほしがることほしがること、これが食べられないと死んでしまうと言うのです」

　だんなさんが答えるのを聞くと、魔法使いの女は少し怒いかりをやわらげました。

「そういうことなら、好きなだけ野ぢしゃを持って行ってもいい。だけど、かわりにあんたの女房が子供を産んだら、その子供をもらうよ。子供はしあわせにしてやるからね」

　だんなさんは怖こわくなって何もかも言うとおりに約束しました。そうして、おかみさんが子供を産むとたちまち魔法使いの女がやってきて、子供にラプンツェル（野ぢしゃ）と名前をつけて、連れていってしまいました。

　ラプンツェルは太陽の下にいる、一番美しい子供になりました。十二歳さいになると、魔法使いの女はラプンツェルを塔とうに閉じ込めました。その塔は森の中にあって、はしごも扉とびらもなく、てっぺんに小さな窓があるだけでした。魔法使いの女が入ろうとする時には、




「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪かみをおろしておくれ」




　と呼びます。ラプンツェルは金をつむいだような美しく輝く長い髪の毛を持っていて、声が聞こえると編んだ髪の毛を窓の鉤かぎに巻きつけ、すると髪は二十エレ（十二メートルくらい）もぶら下がって、魔法使いの女はそれを登って上へとあがってくるのでした。

　何年か経たったあと、王おう子じが馬で塔のそばを通りかかったことがありました。そのとき、王子の耳に歌が聞こえてきました。歌は聞くひとをうっとりさせるほど美しいもので、王子は立ち止まって夢中になりました。それはラプンツェルが一人ぼっちの寂さびしさをまぎらわせるために可愛かわいらしい声で歌っているのでした。

　王子はその女に会おうと塔の入口を探しましたが、どこにもありません。王子は仕方なく帰りましたが、すっかり歌声に心を乱されてしまい、それから毎日森へ出かけて、歌を聞いていました。

　ある時、王おう子じさまが歌を聞きながら木の後ろに立っていると、魔ま法ほう使いの女がやって来るのが見えました。女は上を向いて、




「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪かみをおろしておくれ」




　と呼びかけました。するとラプンツェルが編んだ髪を降ろして、魔法使いはラプンツェルのところにあがっていきました。

「なんと、こんなものが梯はし子ごになっていたのか。私も運だめしをしてみよう」

　次の日になって、そろそろ暗くなったころに、王子は塔とうへ行って、




「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪をおろしておくれ」




　と呼びかけてみました。

　すぐに髪の毛が降りてきました。王子は上に登っていきました。ラプンツェルは男の人を一度も見たことがなかったので、王子が入って来た時にはとても驚きました。けれども王子は優しく話しかけ、ラプンツェルの美しい歌に胸を乱されて、どうしてもラプンツェルの姿を見に来ずにはいられなかったと話をしたので、もう怖こわくはなくなりました。

　そして王子に、自分と結けつ婚こんする気はないかとたずねられたときには、この王子が若く美しいのを見て、この人はゴテルおばあさんよりも自分を可愛かわいがってくれるだろうと思いました。そして「はい」と答えて、王子の手に自分の手を重ねました。

「私、あなたといっしょに行きたいのですけど、どうすれば下に降りられるのか分からないのです。ここに来る時に、絹の紐ひもを一本ずつ持って来て下さい。それではしごを編みますから。できあがったら下に降りられます。その時、あなたのお馬に乗せてください」

　ラプンツェルは言いました。

　それではその時まで、昼はおばあさんがやって来るので、毎日暗くなってから王子がやって来ることにしようと二人は約束しました。魔法使いの女も、このことには少しも気づかなかったのですが、あるときラプンツェルが、

「ゴテルおばあさん、おばあさんを引っ張り上げるのは王子さまより重いのね。王子さまはあっという間に私のところまで上がって来てしまうのよ」

　と言ってしまいました。

「何だって！」と魔法使いの女は怒ど鳴なりました。

「おまえは世の中から離しておいたと思ったのに、よくも私をだましたな！」

　おばあさんは怒おこって、ラプンツェルの美しい髪かみの毛を摑つかんで左手に巻きつけると、右手に鋏はさみを持って、じょきじょきと切ってしまいました。それからおばあさんは、かわいそうなラプンツェルをどこかの荒れ野に連れて行きました。ラプンツェルはここで悲しみながら、誰も頼る人がいない、みじめな暮らしをしなければいけませんでした。

　ラプンツェルを追い出してしまうと、魔ま法ほう使いの女は切り落とした髪の毛を、窓の鉤かぎに結びつけました。そして王おう子じがやって来て、




「ラプンツェル、ラプンツェル、

　おまえの髪をおろしておくれ」




　と呼ぶと、その髪の毛を下に降ろしました。王子は登ってきましたが、上にいたのは可愛かわいらしいラプンツェルではなく、憎にくらしい目で睨にらみつける魔法使いの女でした。

「おやおや！」

　魔法使いの女はあざけりました。

「あんた、可愛い嫁よめさんを迎えに来たんだろう？　でも綺き麗れいな鳥は、もう籠かごの中にはいやしないよ。さえずりもしない。猫ねこがさらっていったんだ。猫はあんたの目玉もえぐり出すかもね。ラプンツェルはあんたのものじゃなくなって、二度と顔も見られないのさ」

　王子は悲しみのあまり、わけがわからなくなって、塔とうから飛び降りました。命は助かりましたが、カラタチの中に落ちてしまったので、棘とげが目に刺ささってつぶれてしまいました。こうして王子はめくらになって、森の中をさまよいました。食べるものは木の根、草の根、山ブドウやクワの実、草イチゴばかり。愛する奥さんをなくしたことを悲しんで、泣いて暮らすばかりでした。

　何年かの間ずっとさまよっていましたが、やがてそのうちに、とうとう王子はラプンツェルが、自分の産んだ双ふた子ごといっしょに貧しく暮らしている荒れ野にたどりつきました。人の声が聞こえ、その声が自分の知っている懐なつかしい声に思えたので、王子は声をたよりにそこまで歩いていきました。

　王子が近くに来ると、ラプンツェルはすぐにそれが王子とわかって、抱だきついて泣きだしました。ところがその涙なみだがふたしずく王子の目をぬらすと、目がたちまち元通りに開いて、元のようにものが見えるようになりました。

　王子はラプンツェルを自分の国につれて帰りました。国の人々は大歓迎し、ふたりはそれからずっと長く、何の不自由もなく、しあわせに暮らしたということです。





────グリム兄弟『子供と家庭のためのおとぎ話』









　　　間章　　オマエヲ離シテオイタノニ




　僕ぼくたち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙はるか奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐きよう怖ふを一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨きよ大だいな悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　気がつくと、葉は耶やが立っていた。




「……蒼あお衣いちゃん」

「え……」




　どことも知れない暗くら闇やみの中。浮かび上がるように白いワンピースを着た幼い葉耶は、顔を深く俯うつむかせて、蒼衣にそう語りかけた。

「ねえ、蒼衣ちゃん。蒼衣ちゃんは、はやく気がついたほうがいいとおもうの」

　葉耶は、言った。

　そう言う葉は耶やの、口の端はしは今日きようもまた腫はれて血がこびりつき、だらりと下げた手首にも、真新しい自傷の傷が赤く細く走っている。

「は、葉耶ちゃん……」

「気づいてる？　蒼あお衣いちゃん。そとの世界は、『敵』だらけだってこと」

「え……」

　蒼衣は戸と惑まどう。初めは彼女の傷に。それから次に、彼女の言葉に。

「て、敵？」

「そう、敵」

　低く、昏くらい声で、葉耶。

　葉耶はそんな感情のない声で、淡たん々たんと、淡々と、淡々と、昏い言葉を続ける。

「そとの世界のひとたち。わたしと蒼衣ちゃん以外の、みんな。みんな敵」

「え……」

「おとうさん。おかあさん。おじいちゃん。おばあちゃん」

「……」

「きょうだい。となりのひと。きんじょのひと。とおくのひと」

「……」

「しってるひと。しらないひと。おとこのひと。おんなのひと。おとなのひと。おとしより。こども。あかちゃん」

「……」

　それを聞いているうちに、蒼衣は、だんだんと、だんだんと、だんだんと、悲しい気持ちになっていった。

「まだうまれてないひと。これからうまれるはずのひと」

「葉耶ちゃん……」

　蒼衣は言った。

「外に敵なんてないよ。どこにも」

　悲しい気持ちで、蒼衣は言った。

「みんな、敵なんかじゃないよ」

「……」

「葉耶ちゃんの言ってるみんなと、僕ぼくはいつも暮らしてるけど、ひどいことされたことなんか、全然ないよ」

　しかし葉耶は低く、静かに、だが頑かたくなに、断言した。

「……敵だよ」

　言って、俯うつむいたまま、葉耶は首を横に振った。

「そ、そんなことないよ……」

「それは蒼あお衣いちゃんが気づいてないだけだよ。蒼衣ちゃんが敵だとおもってないひとは、みんな、みんな、まだ敵じゃないだけ」

　十歳さいにもならない少女の口から出るにはあまりにも痛つう烈れつで、絶望的な言葉。

「う……」

　それを否定したくて。何か言いたくて。

　しかし何も言葉が思いつかなくて、蒼衣はますます悲しい気持ちになって、ただ何も言えずに、口ごもるしかなかった。

「……」

「ほかのひとは、みんな敵」

　そんな蒼衣に、葉は耶やは続けて言う。

「いま敵じゃないひとは、まだ敵じゃないだけの、いつか敵になるひと」

　言い切る葉耶。俯うつむく蒼衣。

「そ、そんなこと……」

「そとのひとは、それだけだよ」

　俯いたままの葉耶は、俯いた蒼衣に言う。

「それだけしかいない。いないの。一生ともだちのひともいるけど、それは敵になるまえに死んじゃっただけで、なんびゃくねんも生きてたらいつかぜったい敵になるよ。蒼衣ちゃんはやさしくてにぶいから、そのことにまだ気づいてないだけ」

　そしてそう言うと葉耶は、下げた手を少しだけ前に出して、蒼衣のシャツの裾すそを、小さくつまんだ。

「蒼衣ちゃん。わたしはね、蒼衣ちゃんがしんぱいなの」

　葉耶は、その声に、不意に心細さのようなものを滲にじませた。

「は、葉耶ちゃん……？」

「蒼衣ちゃんは、まわりじゅう敵だらけのなかで、なんにも気づかずにくらしてる。それがすごく、しんぱいなの」

　そんな葉耶の言葉に、蒼衣はようやく、慰なぐさめるような言葉を口にする。

「だ、大丈夫だよ。何もないよ」

　必死に、蒼衣。

「みんな普通の人だよ。何もしないよ。何も……」

　だが、さらに言いかけた蒼衣の台詞せりふは、そこで葉耶によって、打ち切られた。




「そうだよ。ふつうのひと」

「！」




　葉は耶やは言ったのだ。急にほの暗い光を湛たたえる目を上げて、ぞっとするような低い声で。

「そのふつうのひとが、わたしがことばをはなしはじめた時から、ずっといままで、わたしの心を殺そうとしてきたんだよ？」

「……あ」

　その目とその言葉に蒼あお衣いは怯ひるんだ。

「蒼衣ちゃんのいう、そのふつうのひとが、敵。敵なの」

「ご、ごめん……」

「敵はみんなふつうのひと。ふつうのおかあさん、ふつうのおとうさん、ふつうのおばあちゃん、ふつうのせんせい、ふつうの────」

「も、もういいよ、ごめん！　葉耶ちゃん、ごめん！」

　まるで呪のろいのように数え上げ始めた葉耶を蒼衣は慌あわてて制止し、シャツの裾すそをつまんでいた手を握にぎって何度も上下に振った。

「ごめん……」

　ただ、その謝罪は蒼衣が葉耶の心を理解したからではなく、単に葉耶を宥なだめるためのものだという部分は否定できなかった。

　理解ではなく誤ご魔ま化かし。蒼衣は葉耶との間にずっとそれを繰くり返してきた。

　蒼衣が理解できていたことは、ただ彼女が、ずっと傷ついているということだけ。出会った時から葉耶という少女は、ずっと傷ついていたのだ。……美しく。

「……わたしは、へいき。ずっとそうだったから」

　葉耶は再び目を伏せて、言った。

「でも、蒼衣ちゃんはそうじゃない。しんぱいなの」

「だ、大丈夫だよ、心配しないで」

　蒼衣は葉耶の言葉を理解しないまま、ただ葉耶を安心させようという、必死な思いやりに満ちた、その場限りの言葉を紡つむぐ。

「ほんとに？　……ううん。やっぱり蒼衣ちゃんはわかってない」

　だが小さく、かぶりを振る葉耶。

「いや、そんなことないよ……」

「ううん。わかってない。わかってたら、蒼衣ちゃんみたいに外のせかいで、ふつうのひととたくさんおともだちになって、ふつうのひとにかこまれてくらしたりなんか、できないよ。できるわけない」

　そして葉耶は、言い聞かせるように、言った。

「だって、蒼衣ちゃん。蒼衣ちゃんはそんなたくさんのなかよしが、きゅうにみんな敵になったら、それにたえられるの？」

「え……？」

　想像すらできず、蒼あお衣いは言葉をなくした。

「なかよしがたくさんいるってことは、すごくちかくの敵が、それだけたくさんできるってことだよ？　ひとは、いつかぜったい敵になる。蒼衣ちゃんのたくさんいるおともだちがみんなきゅうに敵になって、だれも味方がいなくなって、みんなが蒼衣ちゃんを酷ひどいめにあわせようとしはじめたら、蒼衣ちゃんはへいきなの？」

「…………え……え……と……」

「まわりにたくさんひとがいるのに、だれも味方がいない。だれも信じられない。だれも信じてくれない。……へいき？」

「え……う……」

「だれも理解してくれない。だれも優しくしてくれない。みんなが責める。無視する。怒おこる。虐いじめる。裏うら切ぎる……ほんとにへいき？」

「…………」

　答えられなかった。

「へいきじゃ、ないよね」

「……」

　葉は耶やは沈しずんだ、しかしひどく確信めいた口く調ちようで、静かにそう結論した。

　そして何も言えない蒼衣の手を両手で握にぎり返すと、その手を引き寄せて、頰ほおに当てた。

　優しさのようでもあり、執しゆう着ちやくのようでもある。ただ、押し当てられた頰は、まるで死人のように、冷たかった。

「……ねえ、蒼衣ちゃん」

　しばしの沈ちん黙もくの後、葉耶は言った。

「わたしだけが、ずっと、最後の最後まで味方だよ？」

　蒼衣の手を頰に当てたまま、目を閉じて、葉耶はそう言葉を紡つむぐ。

「だから、蒼衣ちゃんも、ずっと最後まで、わたしの味方でいてね？」

「う、うん……」

「もしも蒼衣ちゃんのまわりがみんな敵になっても、わたしだけは味方だからね。いつでもここにかえってきてね？　ここだけは、蒼衣ちゃんの味方のばしょだから」

「うん……」

「ずっと、だからね」

「……」

　葉耶は目を閉じたまま、そう言って。

　頰に当てた蒼衣の手を、ぎゅっと押しつけて。

　幸福そうに、微笑ほほえんだ。

　まるで心を病んだ聖女のように、幸福そうに、微笑んだ。




　………………




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐きよう怖ふに満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨きよ大だいなトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐おそるべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英えい国こくで発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏うらで被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして、〈童話〉がこうして再開する。
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　　　六章　　ノボリの窓
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　それは、『痛み』などというものではなかった。




　べりっ！




　と濡ぬれた分厚い布地を力任せに引き裂さいたような音を耳と体内に重く響ひびかせ、その瞬しゆん間かん靴くつの底を貫いて右足の肉に入り込んだ無数のギザギザの鉄の針はりは、一いつ瞬しゆんで膝ひざ近くまで体内を刺さし貫き、爆ばく発はつ的てきに肉の中で増ぞう殖しよくした。

「──────────────────っ!!」

　声にさえならなかった。無数の針がふくらはぎまでの筋肉を、血管を、筋を、ずたずたに変えた。骨の表面をがりがりと削けずり、皮ひ膚ふを押し上げ神経を引き千ち切ぎりながら肉の中を金属が這はい上がって────恐おそろしいまでの激痛が足から脳天を貫いて、一瞬目の前が見えなくなるほど真っ白に光った。

「あ────」

　涙なみだが出た。きーん、と意識が遠くなった。

　無数に枝分かれして増殖した針と、挽ひき肉にく同然になった足の中で発生した内出血によって、足は靴とズボンの裾すそが、パンパンに張り詰つめるほど膨ふくれ上がっていた。

　膝から下が灼しやく熱ねつの苦痛の塊かたまりになって、神経が焼き切れる。そして神経を焼き切る激痛が強いフラッシュのように意識を焼き、頭の中が真っ白になって、激しく震ふるえる全身に、一いつ斉せいに冷たい汗あせが噴ふき出した。

「ぅ……」

「……おっと。倒れるなよ」

　膝が崩くずれかけた白しら野の蒼あお衣いは、そんな言葉と共に、思い切り胸倉を摑つかまれた。

「ぐ」

「飛び退のいて躱かわせると思ったか？　そんな細かいもんじゃねーよ〈刀とう山ざん劍けん樹じゆ〉は。宙にでも浮かねーとな」

　あの瞬間、ただ純粋な怯おびえから反射的に飛び退いていたが、それは何の意味もなさず、蒼あお衣いは病院の陰で地面に触ふれた足を〈断だん章しよう〉に縫ぬい付けられて、そのまま胸倉を摑つかみ上げられ、病院の陰に押しつけられていた。

　下からえぐり上げるように胸倉を摑んだ腕うでに、ぐい、と強く力がこもる。

　無む理り矢や理りに体を支えられ、引っ張られた足の痛みに歪ゆがんだ蒼あお衣いの顔を、目の前で跳はね上げられた帽ぼう子しのつばの奥から、二つの目が覗のぞき込む。

「馳はせ……」

「うるせーよ」

「っ！」

　首が絞しまる。

　ようやく見えた、刺とげ々とげしくもどこか幼さを残した少年の顔は、恐おそろしく無表情だった。

　帽子のつばの下で、影の落ちた能面のような無表情の中、蒼衣を見上げる目だけが爛らん々らんと憎ぞう悪おに輝いている。そして無表情の口が小さく動き、強く感情を押し殺した、しかしそれでも隠かくしきれない強い感情を含んだ声が、息も絶え絶えの蒼衣の耳に届く。

「……〈保持者ホルダー〉ってのは便利だな」

　馳はせ尾お勇ゆう路じは、そう言った。

「苦しめたい時には便利だよ。ただの人間にこいつを使ったら、たぶん一発でぐしゃぐしゃになって死んじまうからな」

「……っ！」

　恫どう喝かつするように低く言いながら、勇路はさらに胸倉を押し込む。

　蒼衣は無理な体勢で病院の壁に背中を押しつけられ、繫つなぎ止められた足がさらに引っ張られる。足の肉を内側から引き千ち切ぎられるような痛みに嚙かみ殺した悲鳴が喉のどから漏もれて、びっしりと汗あせが浮いた顔が、激しい苦痛にひどく歪ゆがむ。

「ぃぎ……！」

「なあ、おまえ、なんで自分がこんな目に遭あってるか、わかるか？」

　ぎりぎりと蒼衣を摑む腕に渾こん身しんの力と憎悪を込めながら、勇路は言った。

　病院の建物の陰に体を押し込まれた蒼衣はとても答えられるような状態ではなかったが、勇路も初めから答えなど期待していないようで、蒼衣を絞しめ上げる手の力を少しも緩ゆるめようとはしなかった。

「なあ、おまえをどんな目に遭わせれば、あいつの不幸に足りる？」

　勇路は言った。

「あいつが苦しんだのと同じだけ、おまえを苦しめてから殺したいんだ。なあ、教えてくれよ。どうすりゃ釣つり合うだけ、おまえを苦しめられる？」

「………………っ！」

　その囁ささやくような低い声の、一いち言ごん一いつ句くに圧縮するように込められた強い憎にくしみの感情に、蒼衣は絞しめ上げられている首以上に、胸の中を締しめ上げられた。

「瑞みず姫きのヤツは、二回も死んだんだ」

　低く、低く、勇ゆう路じ。

「許せねーんだよ。おまえも……オレも……」

　言いながら、どこまでも力が入り続ける胸倉を摑つかんだ手がシャツの布地をぎりぎりと深く握にぎり込み、ぶるぶると震ふるえている。

「殺してやる……おまえも…………オレも」

　押し潰つぶし、軋きしむような声。

「オレも死ぬ。死んであいつに詫わびる。もうそれしか思いつかねえ。でもその前に、おまえだけは絶対に殺してやるからな」

「………………!!」

　蒼あお衣いの苦痛の中で、勇路は呪のろうようにそう囁ささやき、その憎ぞう悪おに呼応して、膝ひざ辺あたりまで達した針はりの枝がみちみちと肉の中を這はい登ってきた。

　その言葉を聞きながら、激痛に蝕むしばまれる意識を必死に繫つなぎ止め、視線を下に向ける蒼衣。

　胸倉を摑み上げられ、喘あえぐように呼吸。きーんと耳鳴りがし、白く膜まくがかかってゆく目の前と意識。

　そんな中で、目は必死に、勇路を見る。

　全身に脂あぶら汗あせが噴ふき出す感覚と、まるで死を目前にしてもがいているかのような、自分の心臓の鼓こ動どうを感じながら見下ろしている、そんな蒼衣の視野の中に、勇路は蒼衣を摑み上げて立っている。

「…………………………」

　見上げる、激しい憎悪と、怒いかりの目。

　殺される？　彼に？　ここで？

　死ぬ？　今日きよう？　今？

　痛い。

　苦しい。

　でも、仕方がない。

　裁さばかれる？　償つぐなわなければ。

　ごめん。

　ごめん。

　僕ぼくは、

　僕は────




　遠くなりかけた視界に、ふと、気がついた。

　白いワンピースの少女が勇路の後ろに立っているのが見えて、その瞬しゆん間かんに蒼あお衣いは、心の中で悲鳴を上げた。




「──────────────────!!」

　いつの間にか、視界の中に、それは立っていた。

　息が詰つまり、遠く、ノイズがかった世界の中で、それはひどく鮮せん明めいに、しかし異常にリアリティを欠いた姿で音もなくそこに存在していた。

　気が遠くなりつつある世界の中で、まるで別の映像から切り取ったような、少女の脚あし。真っ白なワンピースの裾すそから伸のびた、二本の華きや奢しやな脚が、全身に殺意を含ませて蒼衣を摑つかみ上げている少年の後ろに、ぽつんと静かに、だが異様な存在感をもって佇たたずんでいる。

「う……！」




　ぞわ、




　と肌はだが、粟あわ立だった。

　しかし勇ゆう路じは何も気がついていない。

　ただ、蒼衣の胸倉を摑み上げて、蒼衣を睨にらみつけている。その背中の、すぐ後ろに真っ白な少女が立っているのに、少しも気がつかずに、ただ蒼衣を見上げて睨みつけている。

　少女の、顔は見えない。

　勇路の姿に上半身は隠かくれ、見えるのは腰こしから下と片方の手だけ。

　しかし蒼衣には、少女が深く俯うつむいているだろうことが、何故なぜだかありありと分かる。俯き、黒髪かみがだらりと表情を隠して、あの時のようにそこに立っているだろうことが、見えずとも、蒼衣には分かる。




　葉は耶やが。




　かつて蒼衣が破滅させ、いまは蒼衣を破滅させつつある、死した少女が。

　あの時に垣かい間ま見たように、また。

　ぽつんと立って、そしてだらりと下がった白い手に、つーっ、と赤い血が一筋、破滅の砂時計が落ちるように指先に向かって流れるのが見えて──────




　やめ────！




　蒼衣が絶ぜつ叫きようしかけたその瞬間、勇路が蒼衣を摑んでいた手を弾はじかれたように離し、飛び退のくように身を離した。

「ちっ……！」

　舌した打うち。そして次の瞬しゆん間かんには勇ゆう路じは脇わき目めもふらず、病院の裏うら手ての方に振り切る勢いで駆かけ出して、すぐさま曲がって姿を消した。

　途と端たんに、足の肉の中をぎっしりと埋うめ尽つくさんばかりに刺さし貫いていた無数の針はりが、ずる、と肉の中で動いた。ギザギザの鉄の針は最初とは逆に下へ向けて、肉と筋と骨と神経を削そぎけずる、おぞましい激痛と共に、肉の中に生はえた鉄の根を引き抜くようにして、地面に引き込まれて消えてなくなった。

「あっ……!!　ぐ……!!」

　傷を文字通り抉えぐられ、肉にく屑くずのようになった血ち塗まみれの足を抱かかえて、蒼衣はたまらずに地面に転がった。ぶるぶると体が震ふるえ、痛みで息ができない。萎い縮しゆくして痙けい攣れんする肺でぜいぜいと必死になって酸素を貪むさぼりながら、口の中に溢あふれた大量の生温かい唾つばを吞のみ込むこともできずに、口の端はしから地面に流れるのをただ感じた。

　目の前には、植え込みから続く土の地面があった。

　そこには白いワンピースの足はもうどこにもなく────代わりに蒼衣が手から取り落とした携帯と、それから新たに駆け寄って来た黒いブーツの足が、蒼衣の傍そばに立ち止まり、そして膝ひざをついて蒼衣の肩かたを強く摑つかんだ。

「……白しら野の君!!」

　あまり聞いたことのない切せつ羽ぱ詰つまった呼びかけに蒼衣は答えようとしたが、言葉は声にならなかった。




　雪ゆき乃のさん……




　時とき槻つき雪乃は、ぼんやりとした蒼衣の視野の中で、きっ、と勇路が駆け去って行った方を睨にらみつけたが、一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後に追うのを諦あきらめて悔くやしげな様子で、倒れた蒼衣に向き直った。

　そして蒼衣の腿ふとももの間に自分の膝ひざを入れ、包ほう帯たいを取り出して引き伸のばし、脚あしの根元を止血のためにきつく縛しばり上げる。縛った包帯にカッターを挟はさみ込んで、強くねじり上げているうちに、いくら目立たない陰とはいえ人の行き来がある病院の敷地内ではやはり人の目に留まってしまい、見知らぬおばさんが声をかけてきた。

「どうしたの？　大丈夫？」

「……っ！」

　声の方には振り返らず、舌打ちせんばかりの表情になる雪乃。

　蒼衣は痛みに耐えるばかりで何もできず、その間にもおばさんは蒼衣の血ち塗まみれの足に気がつき、慌あわてた様子で大声を上げた。

「わ、大変！　すぐ病院の人呼んで来るからね！」

　そしてすぐさま「ちょっとすいませーん！」などと叫さけびながら、病院の正面玄げん関かんの方へ向けて走り去ってゆく。

「っ……次から次へと……！」

　雪ゆき乃のは苛いら立だたしげにそう呻うめくが、しかし蒼あお衣いを引きずって逃げ去ることもできず、仕方なく止血作業を続けながら、ずっと通話状態だったらしい携帯を肩かたと耳の間に挟はさんで電話の向こうで待たせていた相手に報告を始めた。

「神か狩がり屋やさん？　やられたわ。まだ生きてるけど」

　わずかに息の上がった声で、雪乃。

「……ええ、いたわ。すぐ逃げられたけど。多分あいつだわ」

　おそらく雪乃は、つい先ほどまで蒼衣と電話をしていた神狩屋から、電話で緊きん急きゆう事態を告げられて、ここに来たのだろう。

「………………」

　ずたずたになった足の痛みに、熱病のように全身と意識を冒おかされながら蒼衣は辛かろうじてそこまで思う。

　そして同時に、




　よかった……




　と心の底で、微かすかに思った。

　自分が殺されなかったことに対してではない。

　蒼衣は、たった今まで見えていた葉は耶やの幻覚が消え、勇ゆう路じが死ぬことなくここから立ち去ったことに、心の底から安あん堵どしていたのだった。
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「………………」




　神狩屋が田たの上うえ颯さつ姫きを連れてその病院に到着したのは、もう夜半も過ぎた頃だった。

　正面入口の看かん板ばんと、裏うら口ぐちにある救急外来入口を案内する看板だけが煌こう々こうと光って見える病院の敷地に、田舎いなか町まちの暗くら闇やみをヘッドライトで照らしながら、使い込まれた白いワゴン車がゆっくりと滑すべり込んだ。

　車は正面玄関を少し外れて、救急外来入口寄りの場所で、停とまる。

　そして神か狩がり屋やと颯さつ姫きの二人が緊きん張ちようの面おも持もちで車を降り、ドアを閉じると、すぐ近くの暗くら闇やみの中から時とき槻つき雪ゆき乃のが浮かび上がるように進み出て来て、神狩屋と目を合わせ、無言のまま一つ頷うなずいて見せた。

「……白しら野の君は？」

　神狩屋が、訊たずねた。

　その問いに、雪乃が静かに、しかし微かすかに苛いら立だちの混じった声で、短く答えた。

「三階。救急入口から入れるわ」

「うん、わかった」

　神狩屋は答えて、真っ暗な中にそびえる病院の壁を見上げる。

「……本当は、カルテとか何もかも、白野君のいた痕こん跡せきを全部消せればいいんだけどね……」

「できるわけないわ。この時代に。せいぜい何日かかけて白野君の記き憶おくだけ消して回って、有う耶や無む耶やになってくれるのを祈いのるしかないんじゃない？」

　神狩屋の呟つぶやきに、雪乃はぶっきらぼうにそう答え、病院から秘密裏りに蒼あお衣いを連れ出す作業を始めるため、颯姫を見て自分の耳を指さし、作戦開始を促うながした。




　………………
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「だから、迷めい惑わくだって言ってるの！」

「必要な措そ置ちです。理解いただかないと困ります」

「こんな無む茶ちや苦く茶ちや、今までに一度だってなかったわよ!?」

「そのための〈ロッジ〉でしょう？　お互い『世話役』なのですから、こういったことは役目として受け入れた前提で話ができると思ったのですが」

「だ、だからってねぇ……！」




　真夜中にたくさんの人間が押しかけて、この小さな田舎いなか町まちの〈ロッジ〉は、一時手のつけられない修しゆ羅ら場ばになった。

　一時ほどではないが、今もそうでないとは言い難い。病院から連れ出された蒼衣が運び込まれ、ソファに寝かされている応接間の外の廊ろう下かでは、ほとんど怒いかり狂っていたと言ってもいい世話役の飯いい田だと、対抗心も露あらわな神狩屋による、話し合いという名の言い合いが今も途と切ぎれることなくドア越しに漏もれ聞こえていた。

「迷惑を考えなさいよ！」

　とヒステリックに言う世話役に、

「呼んだのはそちらです」

　と言い放つ神か狩がり屋やの、どこまでも平行線の言い合い。

　その様子を意識の端はしで聞きながら蒼あお衣いは、父親が知人の結婚式から深夜に泥でい酔すいして帰って来て、廊ろう下かで母親と言い合いをしていたのを布団の中で聞いていた時の、子供の頃の記き憶おくに雰ふん囲い気きが似ているなあ、などと何となく思い出していた。

「う……」

　そしてそんなことを考えているとぼんやりとした頭に重い痛みが走って、蒼衣は微かすかに呻うめいて顔を歪ゆがめる。

　勇ゆう路じの〈断だん章しよう〉によってずたずたにされ、病院でとりあえずの治ち療りようと縫ほう合ごうを受けた足は、今は神狩屋の〈断章〉によって治療され、ほとんど痛みもなくなっていた。

　その代わりに口の中に残る血の味と、この車に酔よったような不快感。

　頭は重く、うっすらと常に痛み、時折頭ず蓋がい骨こつの内側に脳を何度もぶつけられているのではないかと思うほどの強い痛みにも襲おそわれて、とてもまともにはものが考えられない、意識に濃こい霧きりがかかったような状態になっているわけだった。




「……率直に言って、かなり危険なレベルで僕ぼくの〈断章〉を使うことになるよ」




　神狩屋は始める前に、そう強い口く調ちようで言った。

　そして「気を確かに」とか、「それでも気を楽に」とか幾いく分ぶん矛む盾じゆんした忠告をされて、日に本ほん酒しゆを飲む猪口ちよこで半分ほどの血を飲まされ、それからというものずっとこんな状態だ。

　胃いの中にある塊かたまりのような不快感と、頭の中にある塊のような痛み。

　蒼衣はそれらを感じながら、ソファに横たわって、泥どろのように重い感覚に全身を任せて、皆の話に耳を傾けていることしかできなかった。

　応接間には他ほかに、雪ゆき乃のと颯さつ姫きがいる。

　颯姫はつい先ほど水を張った洗面器とタオルを借りてきたばかりで、せっせと濡ぬれタオルを絞しぼり、いそいそと蒼衣のそばに近づいて額ひたいに乗せる。

「どうぞー……」

「うん……ありがとう……」

　心配そうな、遠えん慮りよがちな颯姫の様子に、蒼衣は無理に笑って見せようとする。だがこの状況に既き視し感かんを────以前、可か南な子こに同じようにされたことがあるという既視感を覚えて、自分の表情がどうなったのか、自分で判断がつかなくなる。

「……」

　雪乃は壁に背を寄りかからせて立ち、あれからというものずっと、手元でカッターナイフを不ふ機き嫌げんに弄いじっている。蒼あお衣いの止血のためにねじり棒ぼう代わりに使ってから、柄えが少しぐらつくらしく、それが気になっている様子だった。

　外からは、ぎすぎすした話し合いが相変わらず漏もれ聞こえて来る。

　そんな、どことなく居い心地ごこちの悪い緊きん張ちよう感を孕はらんだ部屋で、最後の一人が、どこかとぼけたような溜ため息いきを大袈げ裟さについて見せた。




「いやー、悪いねー。こんなことになって」




　部屋の中にいる皆の中に、どういうわけか、リカがいた。

　リカは相変わらず中学生ともＯＬともつかない外見で、真面目まじめとも巫山戯ふざけているともつかない目を、眼鏡めがねの向こうで細めていた。

　蒼衣が病院からここに運ばれて来た時に、リカはまるで見計らっていたかのように軽自動車で乗り付けて来た。それでこの態度と言動なので、蒼衣たちが酷ひどい目に遭あっている様子を見物に来たのではないかと本気で疑ったが、よくよく考えてみればこの人は勇ゆう路じの世話役であり、勇路の件でやって来たのだということは明らかなことだった。

「やっぱ勇路くんのこと……っていうか、瑞みず姫きちゃんのこと、君に言っといた方が良かったかねえ？」

　リカは言った。

「実はさぁ、こないだ菓か子し折おりもって神か狩がり屋やさんち行った時、キミに瑞姫ちゃんのこと伝えるつもりだったんだよねえ」

「え……」

　蒼衣は呆ぼう然ぜんとリカの顏を見る。そう言えば蒼衣が〈葬そう儀ぎ屋や〉を殺してしまった後日にリカとは会っていて、確かにその時にはもう、リカが瑞姫のことを知っていても何もおかしいことはなかった。

「な……なら、何で……」

「だってさあ、キミあの時、とてもじゃないけど話して大丈夫そうな顏には見えなかったからねえ」

　蒼衣の問いに、リカはあっさりと答えた。

「え……」

「自覚してなかった？　それとも隠かくしてたはず、みたいな？　甘あまいなあ。あたしゃ百万の人生を死んできた女だよ？　人間はその何百倍と見て来たさ」

　リカは蒼衣の疑問を先回りして答える。そしてそれが間違っていないので、蒼衣としてはぐうの音ねも出なかった。

　だが壁際の雪ゆき乃のが、カッターに目を落としたまま言った。

「……で、そのご自じ慢まんの人間観察力でも、馳はせ尾お勇ゆう路じのことは分からなかったわけ？」

「にしし。キツいねえ。お姉ねえさん惚ほれちゃいそうだ」

　目を細めて、漫まん画がのように笑うリカ。

「まあご指し摘てきの通り、こうなりかねないから白しら野の君のことは隠かくしてたんだけどねー。一体どこで聞いてきたのやら」

　肩かたを竦すくめる。

「あなたじゃないの？」

　辛しん辣らつに雪ゆき乃の。

「この状況、楽しんでそうだわ」

「んふふ」

　雪乃の追及に、リカは曖あい昧まいに笑って答えなかった。

　雪乃は少しだけ目を上げ、リカを睨にらみつける。リカはそれに対して挑ちよう発はつするような笑みで応じ、うっすらと二人の間に、張り詰つめた空気が流れる。

　と、そこにドアを開けて、話し合いを終えた神か狩がり屋やが入ってきた。

「まったく……」

　神狩屋は入ってくるなり白髪しらが交まじりの頭をかきむしり、苛いら立だたしげに吐はき捨てる。

　話し合いは終えたというより物別れに終わった風ふ情ぜいで、世話役の怒いかりに満ちた足音が遠ざかってゆく。結局応接間には顔さえ見せなかった。とはいえあの様子からすると、即座に追い出されていないだけまだ上等なのかもしれない。

「苦情を言うのはこっちの方だよ。まあ〈ロッジ〉間の意識差は、よくある問題なんだけどもね……！」

　皆の視線が集まった中、神狩屋は眉まゆを寄せて、そう愚ぐ痴ちった。

　神狩屋は、そもそも心こころ得え違いの了りよう見けんで蒼衣を応援に呼んだ挙げ句に、その応援が怪け我がをしたというのに迷めい惑わくがる世話役の態度に、相当憤ふん慨がいしていた。

　世話役の常識も知らないし、他人に完かん璧ぺきも求めない蒼衣としては、単に夜中に大人数で押しかけられる迷惑の方がどちらかと言うと普通に理解できる。とはいえ今まさに実際自分が苦しんでもいるので、どちらに賛成というつもりもない。

「ま、呼んだくせに相手さんが非協力的なのは困るよねー。結構あるけどさー」

　蒼衣の内心はよそに、リカもとぼけた調子で神狩屋に同意し、雪乃も何も言わないが異論なさげに視線を下に戻した。間違っても仲は良くない三人が意見を一にする。颯さつ姫きだけが、きょとんとした顏で皆を見ている。

「だいたい僕ぼくはこの応援には反対だったんだよ。まあ起こったトラブルが勇路君だったというのは、さすがに予想もしてなかったけどね」

　憤ふん然ぜんと、神狩屋は言う。

　だがそう言ったところで一度言葉を切り、蒼あお衣いの方を見ると、真剣な様子で蒼衣に調子を問いかけた。

「まあ、それはそれとして……白しら野の君、気分はどうだい？」

「あー……はい……良くは、ないです」

　蒼衣は高い熱が出た時のようなぼーっとした頭で、そう答える。

　頭や目元が重い。そして声を出すだけで、つられて胃いの中がせり上がって来そうな感覚が、胸の中にわだかまった。

　額ひたいに乗せた濡ぬれタオルが、やたらと心地ここちがいい。そしてやはり、この感覚も以前にあった同じシチュエーションが思い出されて、蒼衣は自分の胸の中に、墨すみを落としたように暗いものがうっすらと広がるのを感じないわけにはいかなかった。

「うーん……当初に想定してたよりも、ずいぶん落ち着いてるね」

　蒼衣の答えを聞いた神か狩がり屋やは、疑わしげに蒼衣の様子を観察する。

「どうだい？　心の中の……〈断だん章しよう〉の……気配とかは」

「いえ、気分は悪いですけど……そういうのは、特に」

　神狩屋の、言葉を選びつつの問もん診しんに蒼衣は答えるが、神狩屋は眼鏡めがねの位置を直しながら、不ふ審しんそうな表情を崩くずさなかった。

「そうかい……いや、悪いことじゃないからいいんだけどね……」

　蒼衣の答えを聞きながらも、不審と困こん惑わくの混じった表情で、神狩屋。

「でも僕ぼくの印象では多分、今はグラスから溢あふれそうになってる水が、表面張力で保ってるようなもので……って、いや、あまり不安がらせるのも良くないね。とはいっても油断になっても困るし……うーん……」

　判断とアドバイスに困って、言いながら唸うなる。確かに余計に不安になりそうな物言いだが、頭がぼーっとしているのに任せて、蒼衣は深くは考えないようにした。

　前に腹を刺さされた時はもっと多く血を飲まされたらしいが、蒼衣の意識がある状態で飲まされた量は今回が一番だった。

　鉄てつ臭くさく生臭い血液の味は飲もうとすると喉のどが受け付けなかったが、無む理り矢や理りに飲み下して少しすると、足の痛みがじわりと熱に入れ替わり、冷や汗あせではない汗が全身から出て、気がつくと足の芯しんの方の痛みが熱として揮発してしまったかのように和やわらいでいた。

　その代わりに汗と共に、熱に浮かされたような頭痛が頭に昇った感じ。

　前の『治ち療りよう』の時には目覚めると同時に劇的に悪影響が出て、今もそれが続いて苦しんできた蒼衣からしてみると、脅おどされて身構えた割には影響がなくて、正直なところ拍ひよう子し抜けしているほどだ。

「いや……うん。でもここで引っかかってばかりもいられないね。とりあえず今は良かったということにしとこうか」

　神か狩がり屋やもずっと考えていた様子だったが、それでもそのうち疑うばかりではきりがないと思い直したのか、そう言って疑ぎ惑わくを打ち切った。

「これほど〈断だん章しよう〉が不安定なまま、これほど強い『治ち療りよう』を重ねたことがほとんどないから不安だったんだよ。まあ確かにここで、致命的な症状が出られても、実のところ困ったしね。何しろ治療は始めたばっかりで、まだ何度か続けないといけないんだから」

「……はい」

「病院で一部縫ほう合ごうもされてるから、ある程度傷が塞ふさがったら糸も抜かなきゃいけないしね。そうしたらそこは塞ぎ直しになるわけだから……できるだけ白しら野の君の親御さんにばれないようにとか、そんな部分も考えると難しいね。どうなることやら」

「……」

　神狩屋は再び悩ましそうに髪かみの毛をかき回し、蒼衣は家に帰ってからの取り繕つくろいの日々についてぼんやりと考えたが、そんな二人の悩みに雪ゆき乃のが口を挟はさんだ。

「そんなことより、馳はせ尾お勇ゆう路じはどうするの？」

　カッターを持った手をだらりと下ろして、上うわ目め遣づかい気味に目を向けて、雪乃は言った。

「『治療』のことで悩むのは好きにすればいいけど、あいつをどうにかしないと、今の傷が塞がる前にまたあいつに新しい傷を増やされるわよ」

「あー……」

　まさに切迫した問題だったが、蒼衣の返答は鈍にぶかった。

　勇路に同情的な部分があるのは、今も蒼衣は変わらなかった。そのうえ、原因が自分にあって責任を取りたいと考えているわけなのだから、自分が命を狙ねらわれているのだとしても、申し訳ない気持ちはあっても怒いかりも恨うらみも危機感も正直なところ薄うすかった。

「ま、連れ帰るために来たんだけど、ノープランだねえ」

　リカは肩かたを竦すくめる。

　雪乃が少しも変わらない、いつも通りの声で、リカに言う。

「……言っとくけど、次見かけたら殺すわよ。あいつ」

「まあそうなっても仕方ないねー」

　物ぶつ騒そうな物言いに、リカもとぼけた調子で同意する。

「このリカさんは苦しい背景を背負った若人わこうどに最高の人生を送ってもらいたいと常々思ってますが、それは白しら野のクンや雪乃チャンも同じなのです。勇路クンがこんな勝手をするなら、殺されても仕方ないね。それも人生だ」

　あっさりと言うリカ。これにはむしろ蒼衣の方が慌あわてた。

「ちょ……ちょっと待ってください、殺すって……」

　思わず起き上がりかけて、言う蒼衣。

　途と端たんに雪乃が小さく舌した打うちし、そしてリカはそんな蒼衣を、腰こしに手を当てて、猫ねこのように目を細めて見下ろしながら言った。

「……んー、〈アリス〉ちゃんさあ、言っとくけどキミ、自分が我が慢まんすれば勇ゆう路じクンも無事に済むとか思ってるかもしれないけど、それ間違いだからね？」

「え……」

「それＤＶされてるのに旦だん那なかばってる奥さんの考え方だから。被害者が何て言おうが、目の前で人が殺されそうになってたら、〈騎き士し〉は犯人に発はつ砲ぽうするよ？　基本的に〈保持者ホルダー〉は刃物や爆ばく弾だん持った危険人物だし、〈騎士〉は警察みたいなもんだからね。やさしい男の子もいいけど、やりすぎも周りに迷めい惑わくだよ？」

「で、でも……」

　思わず反射的に、説得の言葉も思いつかないままに反論しようとする蒼あお衣いだったが、リカは言い聞かせるような口く調ちようで、蒼衣の言い訳を切って捨てた。

「だいたい、キミにとって勇路クンってそれほど庇かばう相手じゃなくない？」

「え……いや、そんなこと……」

「さっきも言ったけど、それってＤＶ旦那をかばってる共きよう依い存ぞん奥さんみたいで……」

　リカは蒼衣を諭さとそうとしたようだったが、そこまで言ったところで急に思いついたように言葉を濁にごし、困ったように口の端はしを歪ゆがめた。

「……って、そーいえばキミの〈断だん章しよう〉って、そーいうのだっけ」

　そしてそう言って、溜ため息いきをつく。

「そ……そういうの？」

「共依存。まあ正確には違うけど、言葉のニュアンス的にさあ」

「……」

　真顔で言われ、二の句が継げなくなった蒼衣をしばらくリカは見ていたが、何も言わないのでやがて背を向けて、神か狩がり屋やたちへと話しかけた。

「……で、どうする？　ウチとしては勇路くんを連れ帰るか、始し末まつをつけるかできればそれでいいんだけどね。そっちはそれだけじゃないっしょ。キツいんじゃない？」

「ええ……」

　リカからの言葉に、神狩屋が嫌きらいな人間からの指摘に対して不ふ承しよう不ぶ承しよう同意するといった、まさにそんな様子で頷うなずいた。

「厄やつ介かいなことになりました。我々はこちらの〈泡ほう禍か〉を解決しなければいけませんが、勇路君の狙ねらいが白しら野の君である以上、必ずこちらに手を出して来るでしょう」

　眉まゆ根ねを寄せる神狩屋。

「できれば、これはそちらの問題として解決して欲しいのですが……」

「悪いね。勇路くんみたいなのとガチンコできるような〈騎き士し〉で、すぐに動かせるヤツがいないんだわ。一番フットワーク軽いあたしが取る物もとりあえず来た感じだよ。あたしの説得に応じてくれればいいんだけど……」

「期待できませんね」

　冷たく言う。リカは「まーねー」と否定しない。

「正直、こちらでの〈泡ほう禍か〉は、順調に深刻化しています。そこに勇ゆう路じ君が潜ひそんでいて襲おそって来るとなると、手に余るとしか言いようがありません」

　神か狩がり屋やの見解。

　その見解に雪ゆき乃のが淡たん々たんとした声で、異論を述べる。

「……構わないわ。まとめて片付ければいいんでしょう？」

　神狩屋が溜ため息いきをつく。

「雪乃君……」

「私は逃げないわよ。ここまでやられといて、手に負えなくなったからって帰るなんてそんな真似まね、私の憎ぞう悪おが許さないわ」

　困る神狩屋に対して、雪乃は淡々と、しかしはっきりと、そう言い切った。

「はあ……僕ぼくの本心を言わせてもらうなら、今すぐにでも白しら野の君を連れて帰りたいところなんだけどね」

　頭をかき回す、神狩屋。

「餌えさを持ち逃げするの？　店に火つけられたりしても知らないわよ」

「解決しないどころか、ややこしいことになる、か……」

「覚かく悟ごを決めればいい。それだけのことよ」

　底冷えのする目を上げて、雪乃は継けい戦せんを宣言する。

　それに応じて、リカが、

「じゃ、こっちはこっちで何とか人手を増やす努力をするよ」

　と言う。

　だが雪乃は、冷たく言い放つ。

「要いらないわ」

「いやあ、そういうわけにも……」

「……勝手にすればいいわ。私は要らないって言ってるだけよ」

　雪乃はそう言うと、背中を壁から離し、ふい、と部屋から出て行った。その背中を見送ってから、ドアの閉じた部屋の中で、神狩屋の溜ため息いきが、再び大きく聞こえる。

　それから神狩屋は、気を取り直しきれていない声で、言った。

「……それじゃ、そちらは勇路君の対策に全力をお願いします。そして我々が勇路君からの襲しゆう撃げきを受けた場合は、どんな結果になってもお構いなし、ということで」

「ん。いいよ、それで」

　仲の良くない二人の世話役が、合意する。

「一体どうなるのやら……」

　神か狩がり屋やの愚ぐ痴ちが聞こえる中、蒼あお衣いはぼんやりと、リカに言われたことを考えていた。

　もうすっかり温ぬるくなっている額ひたいのタオルを、この場での会話をよく理解できていなさげな颯さつ姫きが、気き遣づかわしげに蒼衣の額から取り上げて、再び洗面器の水に浸つけて、小さな水の音を立ててぎゅっと絞しぼった。
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　……殺す。




　ただその一念を心に浮かべながら、馳はせ尾お勇ゆう路じは、暗くら闇やみを見つめる。

　町から山の方へ向かうと、急激に明かりが減り、空き屋や滅多に使われることのない風ふ情ぜいの建物が、ちらほらと、目立ち始める。

　そんな放ほう棄きされた建物のうちの一つ、廃はい業ぎようした飲食店と思われるコンクリート造の建物の中に、勇路はいる。入口のガラス戸はとうの昔に割られ、スプレーによる壁の落書きも朽くちているほど見捨てられた建物の、一階部分の真ん中に、勇路はただ一人、明かりも点つけずに座っている。

　椅い子すは、そこらに転がっていたコンクリートブロック。

　視線の先には入口の割れたガラス戸があるはずだが、外に町明かりも月明かりも全くないせいで、ほとんど暗闇で判別できない。

　表にあるのは、山がちの荒れ地を通る一本の車道だけだ。

　人のいる人家は全くない。そのため勇路はもう何時間もこうしてここにいるが、車の明かりが通ったのは、おそらく片手で数えられるほどだ。

　明かりは、ない。

　人の存在も、気配も、ここにはない。

　ただ、暗闇だけが満ちている、コンクリートの廃はい屋おくの中。

　聞こえるのはただ、山の中の小さな生き物どもが幾いく重えにも泣き叫さけぶ、都会よりも遥はるかに喧やかましい田舎いなかの夜の静せい寂じやくだけだ。




　ぎしゃぎしゃぎしゃぎしゃぎしゃぎしゃ。




　耳に障さわる、虫の聲こえ。

　そんな異様な密度をした闇の中で、勇路はただ一人、じっとしている。

　じっとしていられない時期は、すでに過ぎた。折れているのではないかと思うくらい何日も続いている足の指の痛みと、打ち身と擦さつ過か傷しようでぼろぼろの瘡かさ蓋ぶたになっている両手の指と、手の甲こうの痛み、それらと引き替えにしてだ。

　激情にまかせて、物を殴なぐり、蹴けった痕あとだ。

　物を、それから自分の体を破は壊かいして、それでも何も得られずに、結局抜け殻がらのようにじっとすることを憶おぼえた。

　寄ってくる虫を避さけるために頭から被かぶった毛布の中で、じっとしていた。

　ただ、隙すき間まから外の暗くら闇やみを見つめて。

　無表情な心の中に、ただ一つの言葉だけを宿して。




　殺す。




　勇ゆう路じは無為な激情と絶望をただこの一念に凝ぎよう縮しゆくして、この町に来ていると聞いた白しら野の蒼あお衣いを自らの手で殺すために、ここにいるのだった。




　瑞姫を殺した、あいつを殺す。




　あの夜、瑞みず姫きは突とつ然ぜん何の前まえ触ぶれもなく、座り込んでいた部屋の隅すみで、斑まだらの色をした塵ちりの山に変わってしまった。

　ネットロッジの世話役であるリカに拾われてから、彼女に与えられたペンシルビル染じみた狭せまいマンションの一室で、勇路はずっと瑞姫を世話する贖しよく罪ざいの生活を送っていた。しかしそれがあの日、あの時、唐とう突とつに、取り返しのつかない形で、終わりを告げたのだ。

　ふと。

　ふと、たった数秒目を離して目を戻した時には、もう塵の山だった。

　それはとても現実とは思えない瞬しゆん間かんで、そしてその現実を、しばらく心が、現実として認識しなかった。

　そして認識して。

　そして絶ぜつ叫きようして。

　頭が真っ白になって────気がついた時には、ほとんど記き憶おくもないまま二日経たち、手足を拘こう束そくされて、元のマンションの部屋に転がされていた。

　リカの〈ロッジ〉のメンバーの、一人の男に見張られて。

　確か一度だけ見たことがあるだけの、名前も知らない、やたら体格のいい中年男性が、部屋の隅すみにうずくまって勇路を見張っていた。

　体が軋きしんでいた。心が軋んでいた。

　体が痛んでいた。心が痛んでいた。

　そして、部屋の隅すみの〝瑞みず姫き〟は、なくなっていた。

　片付けたと男が言った。そして〈葬そう儀ぎ屋や〉が死んだのだと、そう、告げられた。

　そうして拘こう束そくが解かれた。

　男は、立ち去った。

　今度は記き憶おくがあるまま暴れた。男がいなくなった後、ぽつんと一人残された部屋で、号ごう泣きゆうと共に拳こぶしが壊こわれるほど強く壁を殴なぐりつけ、何度かそうするうちに手はすぐに血ち塗まみれになり、それでも壁を血塗れにして、同じことを繰くり返し、繰り返し、繰り返し、繰り返した。

　胸の奥が、煮え立つタールになったかのような不快な激情。

　怒り、

　悲ひ嘆たん、

　憎ぞう悪お、

　嫌けん悪お、

　殺意、

　喪そう失しつ感かん……

　そんなものが胸の中で出で鱈たら目めに煮にえ立った、心臓も肺も焼けただれてゆくかのような、凄すさまじいまでの感情の沸ふつ騰とう。

　瑞姫が死んだ時、もう絶望と自己嫌けん悪おの極きよく致ちは体験したと思っていた。

　だが、その中から辛かろうじて贖しよく罪ざいの道を探すという希望を見出し、これが本当に最後の、もうどこにも後がない袋ふくろ小こう路じの希望なのだと知っていた現在。そしてそれを知りながら必死で縋すがっていた今、勇ゆう路じは本当に本当に本当の絶望に落ちてしまったのだと否いやが応でも理解しなければならなかったのだ。

　感情の熱で焼け溶とけた心臓を、口から吐はき出すような自己嫌悪。

　暴風のように荒れ狂った感情がやがて力尽つきて収まると、今度は魂たましいが潰つぶれるかと思うほどの悲しみと、空くう虚きよ感かんに襲おそわれた。

　瑞姫のため。瑞姫に詫わび、責任を取る方法を探すために、全すべてを捧ささげようと思っていた。

　そしてその対象が、勇路の与あずかり知らぬところで、もはや完全に、完かん膚ぷ無なきまでに、この世から失われてしまったのだ。

　……死のう。

　そう思った。

　手足と壁をぼろぼろにして、滅め茶ちや滅茶になった殺風景な部屋の中に一人座り込み、勇路はそう思った。

　死を選ぶ権利は、与えられていた。リカという世話役は自殺者に寛かん容ようだった。

　自分を襲おそった〈泡ほう禍か〉という悲劇に耐えられないと思うなら死ぬのも一つの選せん択たく。だからものを考えるだけの自分を取り戻した時に、勇ゆう路じは拘こう束そくを解かれ、この部屋に見張りもなく放置されたのだ。




『死』。




　イメージしたまま、呆ぼう然ぜんとした時間と、日が過ぎた。

　部屋の隅すみに瑞みず姫きが被かぶっていた毛布が置かれていた。瑞姫だった塵ちりの山が、最後に被っていた毛布が、そのまま除けて、床ゆかに放置されていた。

　それを、見つめていた。

　勇路は、死ぬつもりだった。

　あの日、〈葬そう儀ぎ屋や〉の死の真相を聞かされるまでは。

　勇路は、死ぬつもりだったのだ。




「…………………………殺す」




　暗くら闇やみの中で、呟つぶやいた。

　殺す。何の罪もない瑞姫を、完全に殺してしまった、蒼あお衣いを殺す。

　知ってしまった以上、殺さずにはいられなかった。苦しめて、苦しめて、苦しめて、その末に殺すことしか、勇路にはできることが思いつかなかったのだ。

　肉体も、精神も、苦しめて殺す。

　瑞姫の受けた悲劇に釣つり合うだけ、苦しめて殺す。

　蒼衣を。それから、もちろん、自分を。

「……殺す」

　勇路は暗闇を見つめて呟いた。瑞姫が被っていた、微かすかに腐ふ臭しゆうのような塵の臭においがする毛布を頭から被って、勇路は絶望的な殺意を満たした暗い瞳ひとみで、同じくらいに暗い夜の闇を見つめて闇と腐臭を呼吸しながら、ただひたすらに座っていた。

　……虚うつろに、ただ。

　ただ絶望と自じ暴ぼう自じ棄きに焼き尽つくされて、燻くすぶる荒野のようになり果てた、空っぽの心を、胸の中に抱かかえて。

　心には何も希望はなく、それゆえにその目にも何も見えていない。

　暗闇。だが、何も見たいと思ってなどいないのだから、この盲もう目もくのような暗闇は、むしろ気分も都合も良かった。




　ぎしゃぎしゃぎしゃぎしゃぎしゃ。




　虫が騒さわぎ立てる、山の中の生きた静せい寂じやく。

　それを内に孕はらんで広がる、質量や息づかいさえ感じる、濃こい暗くら闇やみ。

　何も見えない。何も。

　何も見たくない。ただ勇ゆう路じは、一つだけ残された『殺意』という、絶望の残り滓かすのためだけに、この暗闇の中に生きて座っている。

　まるで自分の胸の中のように、何もない暗闇。

　勇路は、その暗闇を見つめている。

　何も見えない、暗闇を。

　瑞みず姫きがもう存在しないという、何も見えない、暗闇をだ。




「………………………………………………」




　時間の感覚も、何も、分からない。

　だが、

「！」

　ふとそんな時、勇路は微かすかに虫の声以外の音を聞いた気がして、いつの間にか下がっていた視線を、ぴく、と警けい戒かいする野生動物のように上げた。

　ゆっくりと視線が見回す。しかし目に入るのは一面の、少しも表情を変えない深い暗闇ばかり。コンクリートの冷たい気配に覆おおわれた暗闇が、何も変わらずに広がって、その外側にある自然の闇から、虫の聲こえと気配とが流れ込んで来る。

　それ以外には、何もない。

　何もない。当たり前だ。ただ、勇路はその暗闇の中に、一いつ瞬しゆん、微かに音を聞いた気がして、反射的に視線を上げたのだ。







『…………ゆーじ』







　瑞姫が、呼ぶ声を。

　勇路は数秒視線で暗闇を探っていたが、すぐに自分の惰だ弱じやくと未み練れんが原因で聞いた幻まぼろしだと結論を出し、そんな自分に鋭するどく舌した打うちして、暗闇の中で立ち上がった。

　再度の襲しゆう撃げきに向かうために。

　殺意の込もった目で、毛布を脱ぬぎ捨てて。




　………………







　　　　４




　お父とうさんが、お母かあさんの病室の窓の格こう子しに何度も頭をぶつけて、大怪け我がをした。

　まだ意識は、戻っていない。

　何故なぜそんなことをしたのか、いくら考えても分からない。

　何があったのかも、分からない。

　何も……




「……」




　眞ま守もり玲れいは、真夜中の病室にしんと満ちる暗くら闇やみの中で、病室備え付けの背もたれのない椅い子すに座って、じっと床ゆかを見つめていた。

　母親が入院する個室。ベッドでは顔を包ほう帯たいで覆おおった母親が寝息を立てていて、床には介かい助じよ家族が宿泊するための、背の低い簡かん易いベッドが広げられている。

　宿泊許可と共にベッドが貸し出されたはいいが、玲は一度も眠ねむっていないし、それどころか横になってさえいない。今日きようはあまりにもたくさんの、しかも自分の心に納めきれないほどの出来事が起こって、体は疲れを感じているのに、張り詰つめた頭は眠ねむ気けさえ感じず、横になる気さえ起きなかった。

　起こったことの全すべて────その一つ一つがすでに、自分の心の中で整理も許容もできないレベルのものだった。

　母親に続く、父親の大怪我。

　親友の、異常な死。

　そして妹の死にまつわる様々なことを、今まで必死で受け入れようとしてきた、そんな玲の努力を抉えぐるような、異様で恐おそろしい現象。そしてそれらを解決するためにやって来たというあの少年と少女も、事故があったと言って、急に姿を消してしまっている。

　……何が何だか分からないまま、ただ耐え難い出来事ばかりが続けて起こり、心が破は裂れつしてしまいそうだった。

　目を閉じるだけで、恐きよう怖ふと悲しみと絶望の記き憶おくが、目ま蓋ぶたの裏うらに浮かぶ。

　心が追いつかない。死んでしまいそうだ。

　泣き伏す段階は過ぎた。後は、抜け殻がら。

　だが抜け殻がらになりきってしまうには、不安が、気がかりが、そして目まぐるしい現実が、あまりにも多すぎた。現実に足を引っ張られて、抜け殻にもなりきれない、まるで抜け殻に黒い泥どろ水みずをいっぱいに詰つめたような、胸の中の心。

　湖こ乃の美み、それからお父とうさん。玲れいの精神と生活、たった二つの支えにしていたものが、いきなり二つとも、失われた。今すぐにでも折れそうで、実際折れてしまいたかった。しかし支えがなくなったがゆえに折れるわけにはいかないという、ひどい矛む盾じゆんの中に玲はいた。




　────どうしてこんなことに？




　深夜の入院病びよう棟とうの、押し潰つぶされそうなほどの静せい寂じやくの中で、ぽつんと一人、思った。

　身に沁しみこむような病棟の静寂に包まれて、廊ろう下かの暗い常じよう夜や灯とうがドアの隙すき間まから差し込ませている僅わずかな明かりが辛かろうじて見えるばかりの、病室の中。

　目の前には暗くら闇やみに沈しずんだベッドと、その上に横たわる母親の寝息。

　その枕元側には閉まったカーテンと、それに隠かくされた、アルミ製の格こう子し付つきの窓。

　この窓の格子に父の大だい輔すけは頭を打ち付けて、その怪け我がで同じ病棟にある、別の病室に入院している。事故ではない。何度も何度も激しく打ち付けて、頭ず蓋がい骨こつに罅ひびが入り、格子も床ゆかも血だらけになっていたそうだ。

　状況からして、自分でやったのではないか、と担当した医師は言っていた。一体何があったのだろうか。その時に同じ部屋にいたはずの母親は、ずっと眠ねむったままで話を聞くこともできず、そのことを知っているのかさえ分からなかった。

　血の滲にじんだガーゼと包ほう帯たいに頭を包まれて、ベッドに横たわった父親の姿。

　家の窓から飛び降り、病院に運ばれた後の母親に、あまりにもよく似ていた。

　見た瞬しゆん間かんの、錯さく乱らんしそうな気持ち。

　だがここで玲が折れると、自分も、父親も、母親も、みんな駄だ目めになってしまうと思って、玲は必死で踏ふみ留とどまった。自分が何とかしなければ、もう家族に動ける者は誰一人存在しないのだ。

　頼れる者はない。親しん戚せきなどいない。

　あの〈ロッジ〉という集まりも、とてもではないが頼る気になれない。

　行政？　駄だ目めだ、死んだ妹のことがバレてしまう。もう誰に頼ればいいかも分からない。もう自分しか残されていない。

　ただその思いだけで、玲はここにこうしている。

　そうでなければ、玲はとっくに、泣き、叫さけび、嘆なげき、正気を保ってはいないだろう。

　親友の死。それだけでも、本当ならば全すべてを放り出して嘆き悲しむのに十分なのだ。玲の膝ひざに置かれたこの手には、今もまだありありと感じられるほど、秋あき山やま湖乃美の重みがはっきりと残っているのだ。




　湖こ乃の美みの────髪の毛と、頭の重みが。




　あの展望台で起こったことが、玲れいの手と目ま蓋ぶたの裏うらに焼き付いて、離れないのだ。

　指に絡からんだ髪かみの毛が、ぴん、と一いつ瞬しゆんだけ張った、あの感かん触しよくが。そしてその直後に髪の毛の先の重みが、ごろりと胴どう体たいから転げ落ちて、石いし畳だたみに落ちたあの感触が、その光景と共に玲の五感に蘇よみがえるのだ。

「………………う……」

　悲しみ。怒いかり。

　しかし同時に玲の中には、恐おそれと怯おびえがあった。

　そして、親友の死を恐れている自分に、玲は絶望も感じていた。親友である湖乃美が死んだというのに、それを恐れている。そしてこんなところで黙だまっている。

　湖乃美の遺い体たいは、山の中に置き去りだというのに。

　死んで、死体が隠かくされているというのに。

　きっと、湖乃美の家族は大おお騒さわぎだろう。

　それが証しよう拠こに、父親の持ち物の中にあった湖乃美の携帯には、湖乃美の家からの着信と留る守す電でんがあった。最後に見た時には、三度にわたって。

　玲は、着信を無視した。

　留守電も、聞かなかった。

　今はもっと、着信の数が増えているかもしれない。だが湖乃美の親と冷静に話をする自信はもちろん、湖乃美の親が吹き込んだ留守電メッセージを聞いて冷静でいられる自信さえも、玲にはなかった。無理だった。

　何もなかったように彼女の親と話すことなど、できるわけがない。

　彼女の死体をこの目で見て、その重さをこの手で感じた自分が、それをなかったかのような振りをして話など、できるわけがなかった。




　湖乃美。

　湖乃美。

　湖乃美。




　ごめん。

　ごめんなさい。

　私、どうすればいいの？

　このままだと、私が疑われる？

　きっと疑われる。もしかしたら湖こ乃の美みは、玲れいと会うのだと言って家を出ていたのかもしれないし、そうなったら疑われるのは玲。警察が来て、家の中を見られて、妹がいないことがバレて……そうしたら、玲たち家族は…………

　駄だ目めだ。駄目。

　どうすればいい？

　どうすればいいの？

「…………………………！」

　暗くら闇やみの中で下を向き、悲しみと不安と罪悪感で、頭の中をぐしゃぐしゃにして座る玲。

　そして……

　そんな玲は、気づかなかった。俯うつむいた玲の視界の外。目の前の暗闇に沈しずんだベッドの上の膨ふくらみが、いつの間にか一切の音も気配もなしに起き上がって、異様なほど背筋を真まっ直すぐに上半身を起き上がらせて、




　ぞ、




　と目を包ほう帯たいで固く覆おおった顔を、こちらに向けていることに。

　そしてその傷で引き攣つれた口元を、満面の笑みの形に歪ゆがめて。肌はだに触ふれるほどの静せい寂じやくと暗闇の中で──────




　じわ、




　と、空気が、変質し始めた。
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　　　七章　　ハライの森







　　　　１




　時とき槻つき雪ゆき乃のは、虚こ空くうに訊たずねる。

「姉ねえさん、白しら野の君の〈断だん章しよう〉は平気なの？」

　そして次の瞬しゆん間かんには早速、雪乃は風かぜ乃のに話しかけたことを後悔した。

『ふふ、気になる男の子の様子は、やっぱり聞きたい？』

「……いいわ。別に。聞かなくても」

　雪乃は不快そうに眉まゆ根ねを寄せて、亡ぼう霊れいの声に背を向ける。

　いけ好かない〈ロッジ〉から出て、月も星も見えない、曇くもった夜空の下。玄げん関かん灯とうなど点ついていない、夜中の訪問者など明らかに歓迎していない様子の家の前で、雪乃は目の前を通る真っ暗な車道と、路ろ肩かたに広がる森をじっと睨にらみつけていた。

　部屋の中での相談は、雪乃にとっては限りなく無意味なものだった。

　意味を感じなかったので席を外した。そのついでに、風乃ならば暴発しかけた〈断章〉の様子が分かるだろうと思い、聞いてみれば、この有様だ。

　気になるわけではない。

　気になるわけではないのだ。

　普段なら蒼あお衣いの状況など無視するのだが、蒼衣はつい最近〈断章〉を暴発させたばかりで、場合によっては状況が危機的なものになる可能性がある要素なので、考こう慮りよしないわけにはいかないだけなのだ。

「余計なお荷物の状況を聞いてみただけよ」

　それだけだ。家の前に止まった白い自動車の屋根に腰こし掛かけて、からかうような微笑ほほえみを浮かべる風乃に、雪乃は言い放つ。

『そう？』

「ええ。彼がちゃんとお荷物として、下らないことを言ったり、余計なことをやったりしないなら、私としては願ったり叶かなったりね」

　鼻を鳴らして、雪乃。

「守るべきお荷物がたくさんで、周りじゅう敵だらけで、戦うのは私一人。そうね、昔はこうだったわ。シンプルで懐なつかしい感覚。いいことだわ」

　暗くら闇やみを見つめて言う。そう、昔はこうだったのだ。雪ゆき乃のが〈騎き士し〉になって間もない時期、焼けるようだった、あの頃は。

　ようやく見つけた復ふく讐しゆうと憎ぞう悪おに全すべてを注ぎ込み、苛か烈れつな闘争で〈ロッジ〉にさえ恐おそれられていたあの頃。

　行動や〈断だん章しよう〉は今と比べると恐ろしく不安定だったが、心はむしろ安定していた。実にシンプルだった。

　憎悪と怒いかり。それだけだった。〈泡ほう禍か〉は敵。邪じや魔まする者は敵。風かぜ乃のも敵。何も知らない雪乃に、〈断章〉を強く抑よく制せいするよう訓練を施した神か狩がり屋やにさえ怒りを感じていたあの頃は、周りの全てが狩りの獲え物ものか、五月蠅うるさい邪魔者だった。

　心も体も傷だらけで、誰も味方はいなかったが、しかしあの頃は楽だった。

　今はどうだ。敵の存在を教えられたばかりの頃の激しい怒りは少しずつ磨すり減り、事情を知る付き合いの長い者が増えるにつれて皆が雪乃に優しくなり、雪乃も刺とげ々とげしくは当たりづらくなった。

　風乃はいつでも雪乃のそばにいて、まともに相手にするばかりでは身が持たないことも覚えた。神狩屋についても今でも恨うらみは尽つきないが、これも実際のところ自殺を止められた恨みのようなもので、筋違いであることは雪乃も重々承しよう知ちしていた。

　そして挙げ句、遠えん慮りよがちな風ふうを装いながら、平気で人の心に土足で踏ふみ込んで来て、あまつさえ獲物を横取りする蒼あお衣いの加入。

　ここしばらくの雪乃は、そんな不本意なことばかりだ。

　だが今は、世話役の飯いい田だのせいで、少し昔を思い出した。思い出して、雪乃は自分が周りに流されていたのかもしれないと、そんな風に思って、ここに立っていた。

　そう、連中のやることなど、無視すればいいのだ。

　以前はそうしていた。雪乃に優しいことを言う人間が増えて、忘れかけていたのだ。

　かつては、飯田のような人間ばかりだった。それを雪乃は〈雪の女王〉として黙もく殺さつし、黙もく々もくと自分の憎悪だけを友にして、苛烈な戦いを繰くり返してきたのだ。

　守るべき人間が、死ななかったなら幸運。

　知ったことではない。雪乃はただ、〈泡禍〉を狩り殺すのみ。

　シンプルな、無関心と殺さつ伐ばつ。かつて雪乃がいた世界は、そういうものだった。

　ずっと、ここに帰りたいと思っていたのだ。

　今なら簡単だ。好意めかして雪乃にまとわりつく蒼衣は余計な口がきけず、雪乃が何か配はい慮りよしてやりたいと思うような人間も、今なら周りには一人もいない。

　味方などいない。

　ただ一人の闘争。

　ほんの少し、流されていた自分を修正するだけで、限りなく元に近い自分に戻れる状況が、今は、今だけは整っている。

　ずっと望んでいた、殺さつ伐ばつとした自分に。

　暗い懐なつかしさと喜びが、胸の中に湧わき上がる。

　……そのはずだった。雪ゆき乃のは戸と惑まどいと共に、強く眉まゆを寄せる。

　たった一人の殺伐とした〈騎き士し〉に戻ることに、何も感じない────それどころか微かすかな不安を感じている自分の心に、雪乃は内心焦あせりを感じた。

「…………」

　きっと、ブランクが長すぎたせいだ。

　雪乃はそう自分に言い聞かせ、棚たな上あげし、自分の心から目を逸そらす。

　カーテンから漏もれる、応接間の明かりに背を向け。雪乃は闇やみを見つめて、自分に念を押すようにもう一度決別を口にする。

「……連中は邪じや魔まだわ。私は好きにやる」

　そう低く呟つぶやく、雪乃。

「今までは、ずっとそうしてきたわ」

『ふふ、そうね』

　白い車の上の、黒いゴシックロリータが、嘲あざ笑わらうように微笑ほほえんだ。

『でも、車は動かしてもらわないと困るんじゃない？』

「……」

　水を差され、む、と雪乃は口をつぐむ。自分の座っている屋根をぽんぽんと叩たたいて見せる風かぜ乃のを、少しだけ振り返って、雪乃は睨にらみつける。

『それに〈アリス〉は、心配じゃないの？』

　風乃は言った。

「……関係ないわ」

『そう？』

　素っ気なく答える雪乃に、風乃は突つっ込んで問う。

『じゃあ、なんで病院に残らなかったの？』

「……」

『あなたの獲え物ものの〈泡ほう禍か〉は、ここじゃなくて病院に現れる可能性が高いんじゃない？』

「………………うるさい。たまたまそうなっただけよ」

　くすくすと笑いながら言う風乃から、眉を寄せて、雪乃は顔を背そむけた。

　暗闇の道路を見み据すえて、憮ぶ然ぜんと黙だまる雪乃。

『ふふ……まあ何でもいいけれど』

　風乃はひとしきり夜よ闇やみに透明な声を響ひびかせて笑っていたが、やがて髪かみをかき上げて、笑みを含んだままの声で雪乃に言った。

『それならなおのこと、早く病院に行くべきだと思うけど？』

「……わかってるわよ」

『雪ゆき乃の。あなたまさか、あのお父とうさんが頭ぶつけたの、ただの事故だなんて生なま温ぬるいこと考えてやしないでしょうね？』

「当たり前よ！」

　雪乃はそう苛いら立だたしげに答えると、明かりを透すかすカーテンの向こうで続いているであろう会話を振り返って、その凜りんとした貌かおにうんざりした表情を浮かべた。







　　　　２




　湖こ乃の美みの姿。

　湖乃美の髪かみ

　湖乃美の気配。




「！」




　はっ、と玲れいは病室の匂においと薄うす暗くらがりの中で、不意に目を覚まし、目を開けた。

　視界が滲にじんでいる。目の周りに、ざらりとした痛み。

　指で擦こすった。目の周りと頰ほおに涙なみだが乾かわいた痕あとがこびりついていて、微かすかな痛みと共に、砂のような感かん触しよくが肌はだの上を転がって擦り落とされた。

「う……」

　いつの間にか、椅い子すに座ったまま眠ねむってしまっていたようだ。

　眠れるとは思っていなかった。湖乃美の夢を見ていた気がする。

　湖乃美の気配が、ぼんやりと自分の中に残っていた。そしてそれは、意識がはっきりするにつれて、急速に消えていき、自分の中から失われていった。

　……その感覚に、胸が痛んだ。

　玲はじっと目を閉じ、消えてゆく自分の中の湖乃美を必死で感じようとしたが、何にもならなかった。

　絶望的な思いを感じながら、玲は溜ため息いきと共に目を開ける。目を開けると、僅わずかながらの睡すい眠みんのおかげで意識は鮮せん明めいになった気がしたが、代わりに張っていた気が緩ゆるんで、全身がひどく重くなっていた。

「……はぁ」

　もう一度、溜息。

　自然と視線は、床ゆかを見ていた。

　明度の低い電灯の明かりに照らされた、病院の白い床。弱々しい光は白い床を、かえってくすませて、灰色に見せている。

　それが自分の精神状態と、ひどく親和していた。

　自分の心の中のように、鈍にぶく、くすんだ光景。

　心の中の色と、目の前の色が、混じるような。

　と────そこまでぼんやりと思った時、玲れいは唐とう突とつに、それがおかしいことに気がついて、思わずぎょっとなって顔を上げた。




　この病室は、もっと暗いはずだ。




「……っ！」

　目を上げると、そこには廊ろう下かから差し込んで来る常じよう夜や灯とうの明かりに照らされた病室の光景と、開けっ放しになっているドアの姿あった。

　ドアの向こうに、常夜灯にぼんやり照らされた廊下が見える。

　慌あわてて傍そばのベッドを見ると、ベッドの上は、空っぽになっていた。

「えっ……」

　皺しわの寄ったシーツと、丸まった掛け布ふ団とん。

　そこに寝ていたはずのお母かあさんは、いなくなっていた。影も形もなかった。

　いつの間にか、消えていた。先ほど玲が居い眠ねむりして、気づかない間に、病室を出て、どこかに行ってしまったのだろうか？

　そうにしか見えない。

　お母さんは、目が見えないはずなのに。

「え……？　え……？」

　慌あわてて、椅い子すから立ち上がった。

　反動で椅子の脚あしが浮いて、がん、と鉄パイプ製の脚が、薄うす暗ぐらい病室の静せい寂じやくに虚うつろな音を響ひびかせたが、その後は今までにも増した静寂が押し寄せて、そのまましんと、凪なぎのように空気が止まった。




「…………………………」




　がらん、と静かな、病室の中。

　思わずこうして立ち上がったものの、立ち尽つくすだけで、何にもならなかった。

　自分以外に誰もいない空っぽの病室に、立ち尽くすだけの自分。病室には廊下からの淡あわい光に照らされた薄うす闇やみと、椅い子すが立てた音の残ざん響きようが消えた後の、虚うつろな静せい寂じやくが、しん、と広がっているばかり。

「え……お母かあさん、どこか行ったの……？」

　しん、と独り言は、静寂の中に消えた。

　病院の匂においがする空気が、薄闇と混ざって、病室に、それから開いたドアの向こうを横切って続いている廊ろう下かの静せい謐ひつを満たして、そのまた彼方かなたへと広がっていた。

　廊下から、微かすかに生なま温ぬるい温度が流れ込んで来る。

　顔や腕うでや脚あしの、剝むき出しの肌はだにじわりと染しみこむ微かすかな温度は、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす玲れいの内側に、じわりと不安感を植え付けた。




　じわ、




　と広がる、厭いやな静寂の満ちた空気。

　立ち尽くし、自分の細い呼吸の音を繰くり返し聞いているうちに、胸の中の不安が、大きくなってゆく。




　────何？　どうしよう？




　病室の中で、呆ぼう然ぜんと思う。

　そして、




　────そ、そうだ、探しに行かなきゃ……！




　この静謐に喰われて、どこか麻ま痺ひしていたらしい頭でようやくそれに思い至り、玲は慌あわててスリッパを履はいた脚で廊下に飛び出して、左右を見渡して、いなくなったお母さんの姿がいないか探した。




　しん、




　と左右に、どんよりと暗い廊下が続いていた。

　小さなプレートのついた病室のドアが点々と規則的に並んでいる白い病びよう棟とうの通路は、その全すべてを照らすには到底数も明度も足りない常じよう夜や灯とうによって、ぽつ、ぽつ、と不ぶ気き味みな姿に照らし出され、遠い突つき当たりまで延びていた。

　ざらつきを感じそうなノイズがかった影が、常夜灯から遠い部分にわだかまっている。廊下の端はしにある、切り取られたようなトイレの入口の明かりだけが、強く煌こう々こうと輝いて、それがなおのこと他ほかの場所の影を、濃こく強調していた。




　しん、




　と広がる影が落ちた、病院の廊ろう下か。

　全すべての病室のドアは死んだように静かで、まるで病室の一つ一つに、死体が納められているかのようだ。

　霊れい安あん室しつのごとき、死んだ静せい寂じやく。

　そんな影と静寂が広がる、真ん中に立った玲れいは、お母かあさんを探さなければと出てきた脚あしが思わず竦すくんで、暗い廊下の先を見つめたまま、一歩もその先には進めなかった。

「う…………」

　あまりにも、不ぶ気き味みな空間。

　お母さんが怪け我が人にんであることも、目が見えないことも全てなかったことにして、自分でトイレに行ったのだと思い込んで、部屋に帰りたいと本気で思った。

　今の玲には、この廊下を進むことができなかった。

　今の玲はもう知っていた。この空気が、この静せい謐ひつが────妹を殺し、母親を狂乱させ、湖こ乃の美みを殺したあの現象が起こった時のものと同種のものだということを、その身をもって知っているのだった。




「…………………………っ！」




　そして────知っているからこそ、このまま病室には戻れなかった。

　本心では戻りたかった。妹を引きずり落とした手、首の落ちた湖乃美の死体……それらの恐おそろしい光景が脳のう裏りに浮かび、このまま病室に閉じこもって、ドアを閉め、目も耳も塞ふさいで隠かくれていたかった。

　しかしできない。玲が行かなければ、お母さんが同じことになるのだ。

　でも行きたくない。せめて、すぐ分かるくらいの近くにいないかと、廊下の静謐の中に耳を澄すませたが、ひしひしと薄うす闇やみに喰われた廊下には、たくさんいるはずの入院患かん者じやの息づかいさえ感じ取ることもできなかった。

「……」

　普通に考えるならば、人がそこにいる可能性が一番高いトイレも同じ。

　空そら恐おそろしいほど煌々とした光を廊下に漏もらしながら、無機質なまでの静けさで、




　茫ぼう、




　と彼方かなたに、存在している。

　不安なほどの、無機質な光。

　肌はだと心と感覚を、不安で蝕むしばんでゆく、無機質な、廊ろう下かの静せい寂じやく。




　────一体、お母かあさんは、どこに？




　分からない。気配もない。

　ジーッ、と耳の奥で、静寂が鳴いた。

　白く、四角い、棺ひつぎのような空間に広がる、静せい謐ひつ。

　耳がおかしくなりそうなほどの、沈しずんだ、無音。

　……と、その時だった。




　突とつ然ぜんそんな病院の静けさを破って、携帯の電子音が廊下の奥から聞こえてきた。




「ひ！」

　聞いた瞬しゆん間かん、息が止まった。明らかに病院の中に響ひびくには異様なこの音に、冷たいものに心臓を鷲わし摑づかみにされて、背筋を悪お寒かんが駆かけ上がり、思わず廊下の真ん中で身が竦すくんだ。

　その音には、覚えがあった。

　お母さんの携帯の、着信音だ。

　甲かん高だかく、一コールが長い、その着信音。

　それが廊下の端はしの、明かりの点ついていない階段がある、ひときわ濃こい闇やみの中から、聞こえてきたのだ。




「…………………………！」




　あまりにも静かな廊下の中で、その音は、廊下の全すべてに響いているかのようだった。

　大きな音を好まなかったお母さんは着信音のボリュームをかなり落としていたが、それでも鳴り響くこれは、病院の中にはあってはならない騒そう音おんだった。

　心が焦あせる。廊下の奥を見み据すえたまま、視界に並ぶ病室のドアを見る。しかしこんな深夜の病びよう棟とうで、騒そう音おんで目を覚ました患かん者じやに苦情を言われてもおかしくない状況にも拘かかわらず、病室は誰かが起き出して来るどころか、身じろぎの音さえも聞こえなかった。

　並ぶドアが全すべて、飾りなのではないかと思うほどに。

　ドアの向こうは全すべて壁で、この廊ろう下かから見える限りの空間には本当は誰もいないのではないかと、そんな妄もう想そうが頭に浮かぶほどに。

　だが、そんなことを思うほどには、この静けさは異常だった。入院患かん者じやが誰も起きて来ない静けさの中、ただお母かあさんの携帯が真っ暗な廊下の奥で、無機質に鳴っている。

「…………………………」

　ぶわ、と冷たい汗あせが、全身に噴ふき出していた。

　冷房がかかっていない廊下の生なま温ぬるく湿しめった空気が、まるで肌はだに結けつ露ろでもしそうなほど、急激に温度を下げた気がした。

　静せい寂じやくの中、携帯の着信音が、心を削けずるように鳴り響ひびく。

　音が響いて来る廊下の先の暗くら闇やみを、じっと見つめたまま、瞬まばたきも忘れたように、凍こおり付いて立ち尽つくす。




　──────────




「…………………………」




　淡たん々たんと静寂の中に響く、着信音。

　異様な雰ふん囲い気きの中、固まる時間。

　緊きん張ちようで、全てが凍る。

　しかし凍り付きながら、もう幾いく度ど目かのコール音が鳴り響くのを聞いた時、玲れいはもう選せん択たく肢しが残されていないことに気がついて、絶望的な緊きん張ちようを胸に宿しながら、音が聞こえて来る廊下の闇やみへ向けてスリッパを履はいた足を踏ふみ出した。

　消える気配のないコールは、もしお母かあさんが何かの間違いで本当に病室を出ていたのなら、携帯が鳴っているのに出られないような状況になっているということだ。

　様子を見なければいけない。

　どれだけ嫌いやな予感がしても。どれだけ怖こわくても。

　鳥とり肌はだの立った体を抱だきしめて、足を前に出し、廊下を進む。




　ぺた。ぺた。




　電子音の響く、病院の廊下の光と影の中を進む。

　嫌な濃のう度どの薄うす暗くらがりと、嫌な色合いをした常じよう夜や灯とうの光の中を交互に通り抜けるにつれて、緊張でだんだんと息が上がり、呼吸の音が大きくなる。

　背後も周りも何かが迫って来そうで、前を向いたまま。

　それでも視界の端はしに見える影に、自然と怯おびえた意識が向くのを必死で抑おさえながら、携帯の音がする方へ向かう。




　ぺた、ぺた、




　と、ただ前を見て。

　そしてこの薄うす暗くらがりの中では不安を催もよおすほど不自然に明るいトイレの横を通り過ぎ、廊ろう下かの突つき当たりに、やがて辿たどり着いた。

　この階段は夜間には使われず、明かりは消されている。階段と接続している廊下の突つき当たりは、まるで階段の下から真っ暗な闇やみが溢あふれ出して、澱よどんで溜たまっているかのようだ。

「……」

　ぺた、とその闇の中に、足を踏ふみ入れた。

　通路から階段を覗のぞき込むと、段差もほとんど見えないほどの木炭のように濃こい闇が、階下に黒く満ちていた。

　そして携帯のコール音が、その下から聞こえていた。

　甲かん高だかい電子音は、階段を満たす闇の奥から反はん響きようしながら、ひときわ大きく、階段を覗のぞき込んでいる耳に届いてきた。

　そして。




　すーっ、と階下の踊おどり場に、目を包帯で覆った女が、一いつ瞬しゆん。




「！」

　いま立っている階上から、辛かろうじて届いていたほんの僅わずかな光に照らされて、お母かあさんの姿が、階下に降りて行くのが見えた。

　ぎょっとした。

　幽ゆう霊れいのような姿。

　そして何より、息が止まりそうになったのは。目の見えないお母さんが、何かに手を引かれて階段を下りて行っていたことだ。

「お母さ……！」

　思わず階段に満ちる、濃い暗闇と反響する電子音の中に踏み込んだ。

　しかしすぐに足下が危なくなり、慌あわててひやりとした手て摺すりを摑つかんで、それだけを頼りにして、暗闇の中を急いで降りた。視界が奪うばわれ、暗闇の中に響ひびくコール音に全身を覆おおわれるような感覚に襲おそわれる。それにさらに心を削けずられながら、可能な限りの早足で階段を下りたが、踊おどり場を折り返しても、姿が見えない。

「待って！」

　呼びかけにも、答えはない。

　ただ暗くら闇やみの中に、コール音だけが続く。

　焦あせりと、そして怯おびえが心の中でみるみる膨ふくれ上がる。必死で追いつこうと、真っ暗な階段を危なっかしくばたばたと駆かけ下りる。

　お母かあさんの手を引いていた、『手』。

　暗闇でろくに見えなかった『それ』に、頭の中にイメージが重なっていた。

　あの────湖こ乃の美みの携帯から送信されてきた、湖乃美が死んだ展望台が写っていた不ぶ気き味みな画像にあったあの『手』に。

　不安。

　怯え。

　恐おそれ。

　胸が張り裂さけそうなそれらに駆り立てられて息を切らせて階段を降りるが、どれだけ急いでも、お母さんに追いつけない。

「お母さん！」

　焦あせって、思わず手て摺すりから、身を乗り出して下を見た。

　途と端たん、見えたのは、階段の下に広がる一寸も見通せない真っ暗闇と────




　じっ、




　と真っ暗な奈な落らくの底から玲れいを見上げる、あの展望台で見たのと同じ真っ白な──────血の気のなくなった、死んだ湖乃美の貌だった。




「あっ」




　ぞわっ、と悪お寒かん。

　だがその瞬しゆん間かん、乗り出した首に、奈落から伸のびた白く冷たい腕うでが、ぎゅっ、と強く、抱だきしめるように巻き付いた。







　　　　３




　再び勇ゆう路じは、あの病院の前に立った。




「……」




　立って、見上げる。この町にある、おそらくは最大に近いであろう病院の建物は、一つとして明かりの点ともっていない窓をずらりと並べて、真っ暗な夜の闇やみの中に、その白い壁面を聳そびえさせていた。

　再び襲しゆう撃げきに来たのだ。

　このどこかに、蒼あお衣いがいる。

　そう、勇ゆう路じは思い込んでいた。病院の敷地内で、大して隠かくれもせずに大怪け我がをさせたのだから、確実に病院に担かつぎ込まれただろうと、そう考えていたのだ。

　しーん、

　と静まりかえる、病院。

　じーっ、

　と微かすかな音が聞こえそうな、微び妙みようにちらつく、古くくすんだ看かん板ばんの明かり。

　病院の敷地はこの田舎いなか町まちでも最も栄えた辺りにあったが、それでもこれほどの深夜になると車通りさえない。明かりは病院前の駐ちゆう車しや場じよう入口と、救急入口の看板が、周囲の闇に光を喰われながら、白く光っているだけだった。

　その寂さびしい暗闇の中で、勇路はポケットに手を突つっ込んで立ち、改めて見回す。

　駐車場には十数台ほどの車。病院関係者か患かん者じや関係者のものらしく、すっかり冷え切って、少なくとも日が明けるまで動かされそうにない。

　誰もいない。誰の目もない。

　勇路は目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しの下で目を細め、しゃり、と襟えりにつけた安全ピンを微かすかに鳴らして、救急入口の看板が表示する方へと歩き出した。

　特に計画があるわけではない。

　ただ、侵しん入にゆうできそうなら侵入し、隠れながら部屋を探し、無理ならこの場は諦あきらめる。それくらいのつもりだ。

　ほの暗く、長く燃える、燠おき火びのような殺意。

　それを抱かかえて、暗い目で、暗闇の中を行く。

「……」

　そして裏うら手てに回り、角で立ち止まって、救急入口を窺うかがった。

　救急車が入れるよう大きめに取られたスペースに、入口を示す赤いランプと、ストレッチャーが進入できる大きなバネ式の両開きの扉とびらがあるのが奥に見えた。

　扉は上半分が窓になっていて、中から煌こう々こうと眩まぶしい明かりが漏もれている。

　恐おそらく中には、簡かん易いの受付と、待合室あたりがあるのだろう。

　しばし、じっと様子を窺っていたが、人が動く気配はない。

　今は中に、救急患かん者じやはいないように思える。

　なら、受付をどうにかすれば侵しん入にゆうできるだろうか？

　そう考えた勇ゆう路じは、足音を忍しのばせて物陰を出て、救急入口の扉とびらと、そこから漏もれる光の中に近づいていった。

　その時。




「っ……!?」




　ぎょっ、と勇路はその瞬しゆん間かん、扉の窓を横切る人影を見て、目を見開いて凍こおり付いた。

　ただ見えただけなら、今の勇路は驚きもしないだろう。だがたった今、すーっ、と一いつ瞬しゆんだけ見えた気がした人の姿は、勇路を完全に、その場に凍り付かせた。




　赤いチェックのバンダナを被った子供の頭。




　見た途と端たん、その一いつ瞬しゆん、冷静さなど、完全に吹き飛んだ。

「瑞みず姫き!?」

　直後、勇路は何もかも忘れて、扉を開け放って中に飛び込んでいた。元々あってなかったようなものの侵入計画はそれで完全に壊こわれたが、しかし入ると同時に救急入口の中に勇路が見た光景は、当初の想像とは別のものだった。

「!?」

　救急入口の中には、誰もいなかった。

　完全に無人だった。一瞬見かけた、瑞姫に似た人影だけではなく、出入りを邪じや魔ましないよう端はしに寄せられたソファにも、入口脇わきの壁に開いた受付カウンターの中にも、本来なら病院の中にいるべき人間さえ、一人として存在していなかった。

　微かすかにちらつく、眩まぶしいほど明るい電灯に照らされた空間。

　広く取られた白い壁の通路と、濃こい茶色のソファと、がらんどうのカウンターが、その明かりの中で奇き妙みように強い陰影を落としている。

　蛍けい光こう灯とうのちらつきが音として聞こえるほどの静せい寂じやくが、その光景をひどく非現実的なものにしている。入口どころか、その奥からさえ人の気配は感じることができず、まるで煌こう々こうと明かりだけを点ともした、山奥で放ほう棄きされた廃はい病院のようだ。

　そんな中に立って、数秒。




「…………………………あ？」




　いつの間にか頭は冷えていて、立ち尽つくしていた勇ゆう路じは、やがてしばしの後、ぽつりと、そう呟つぶやいた。

　自分から冷静さを失わせ、行動に駆かり立てた驚きと焦あせりは、もうない。

　代わりにあったのは、現実感が薄うすれるような照明に照らされて、現実感の薄い光景の中に、ぽつんと一人、半ば呆ぼう然ぜんとした頭で立ち尽つくしている自分の存在だった。




　ジーッ、




　と虫が鳴いているような、照明がちらつく微かすかな音が、停てい滞たいした空気に満ちている。その停滞の中に立ち尽くしているうちに、だんだんと心の中に、ゆっくりと冷たい緊きん張ちようが湧わき上がって来る。

「…………」

　しばし、じっと、空気に意識を向ける。

　しかし、そうしてしばらく経たっても、誰かが来る気配も、誰かがいる気配も感じない。

　無人になっている受付の中も、隙すき間まから空っぽの部屋が垣かい間ま見みえるだけで、人が戻ってくる気配もない。

　まるで病院の中から、人が忽こつ然ぜんと消えてしまったかのようだ。

　奇き妙みように明るい光に照らされた通路は、そのまま無機質に奥へと続いている。

　すぐに突つき当たって曲がり、それ以上奥は見えないが、こうして耳を澄すましてみても、人がいる音も、気配も、やはり感じない。

「何だ……？」

　勇路は口の中で小さく呟つぶやき、足音を忍しのばせて、通路の先に進んだ。

　曲がった通路の先を覗のぞき込むと、奥の突き当たりには診しん療りよう室に続く入口と同じ両開きの扉とびらがあり、通路の途と中ちゆうにストレッチャーが必要ではない患かん者じやのための普通のドア、それから階段に続く鉄てつ扉ぴがあった。

　通路は相変わらず無機質な光に照らされて、ノイズがかった静せい寂じやくに満たされている。

　奥の診療室も、ドアの方も、もちろん階段の鉄扉も、その向こう側は、やはり無人としか思えない静けさだった。




　ジーッ、




　と微かに耳に障さわる、ノイズばかり。

　それに合わせて微かにちらつく光が、網もう膜まくに映る景色けしきを、古いフィルム映画のように、加工している。

　病院の匂においと、外気の匂いが混じった空気。

　その中で、じっと、さらに神経を向けて気配を探るが、しーんと止まった空気からは、人の動きはおろか存在さえ感じられなかった。

　無人の、病院。




「………………………………………………」




　猛もう烈れつに、嫌いやな予感がした。

　何だこれは？　それにさっき見かけた瑞みず姫きのような人影は？

　いやそれは決まってる。ただの見間違いか幻げん覚かくだ。冷静になった今はそう思う。しかし、だとしてもその事実と、そんなものを見た自分には嫌な汗あせが出た。

　何故なぜ、急にそんなものを見始めた？

　そんなに心が弱っているのか？

　それとも、自分は狂い始めているのか？

　いや、この空気、この雰ふん囲い気きは────もしかすると、〈泡ほう禍か〉なんじゃないのか？

　違和感。嫌な予感。

　しかし今この状況は、チャンスでもあった。

　労せず、病院内に入り込める。勇ゆう路じの目的に、これほど都合の良いことはない。

　これが〈泡禍〉だったらどうしたというのだ？

　自分の目的には関係ない。

　それにもし巻き込まれるとしても、自分には戦う力がある。それに自分と関係ない〈泡禍〉となど、そもそも戦う必要すらないのだ。

　きっと、奴やつらが解決しに来た〈泡禍〉だろう。

　利用してやればいい。難しいことは考える必要はない。

「……」

　濃こい光と静せい寂じやくに満たされた、病院の空気の中で。

　勇路はそう思いを固めると、通路の角から足を踏ふみ出し、階段へ続く鉄てつ扉ぴに近寄って、取っ手に手をかけた。

　そして気配を探りながら、ぐい、と押し開けた瞬しゆん間かん。




　一瞬息ができなくなるほどの血の臭いが、鉄扉の隙すき間まから噴ふき出した。




「う……っ!?」

　口の中に血の味がするほどの臭においを思い切り吸い込んで、勇路は胃いが裏うら返がえる感覚に襲おそわれて口を押さえた。ここのところほとんど物を食べていない空っぽの胃から、酸すっぱいものが喉のど元もとまで上がってきて、息が詰つまり、目元に涙なみだが浮いた。

「…………………………!?」

　湯ゆ気げのように立ち昇る、凄すさまじい濃のう度どの血の臭におい。

　突とつ然ぜんのことに何が何だか分からないまま、半分ほど開けた鉄てつ扉ぴの、血の臭いが充満した中を見た。

　鉄扉の向こうは、ほとんど視界の通らない閉ざされた暗くら闇やみだった。そして開いた鉄扉から、通路の強い明かりが一直線に射し込んで、暗闇を切り裂さくようにして階段ホールの床ゆかを照らし出した。




　血ち溜だまりが。

　折れた腕うでが。

　割れた頭が。

　破れた腹が。




　階段のある真っ白な床に、真まっ赤かな染しみを広げて、凄すさまじい数の血に塗まみれた人体が折り重なっている光景が、射し込んだ光に照らし出された。

「んな…………!?」

　光の照らす先に、ずらりと続く凄せい惨さんな死体の山。

　思わず光に照らされたそれを、足下から奥へと視線で追ったが、それは途と切ぎれることなく、びっしりと階段の下を埋うめ尽つくしていた。

　例外なくパジャマや寝間着を着た、死体、死体、死体。

　その全すべてが病人で、老人が目立つ、折れ曲がり破は壊かいされ血に塗れた、人体の堆たい積せき。

　そしてその地じ獄ごく染じみた光景のほぼ中央に、視線が辿たどり着いた時。

　照らし出された『それ』が、こちらを向いた。




　絡からみ合った何本もの腕に、大小の頭部が鈴なりにへばりついた屍人の塊のようなモノが、暗闇に沈しずんだ死体の山の中央に立っていたのだ。




　それはまるで人間で作った樹木だった。異様に長く細い真っ白な腕が、肩かたの上から捩よじれた木の枝のように無数に生はえ、天に向かって差し上げたそれらの間に、果実のように人間の頭が鈴なりになっていた。

　大きさも出で鱈たら目めなそれらの頭は、それぞれから生えた長い髪かみの毛と混ざり合い、鬱うつ蒼そうとした枝葉と果実のような様相を呈ていしていた。そして目と口が空くう洞どうのように開いているだけの、不ぶ気き味みに手を抜いた造形をした無数のそれらは、ぽっかりと開いた空くう洞どうから血の涙なみだを流しながら、風で果実が揺ゆれるように一いつ斉せいにこちらを『見た』のだった。

　ざあ、

　と濡ぬれた草が揺れるような音がした。

　瞬しゆん間かん、おぞましさと恐きよう怖ふが悪お寒かんとなって、背せ筋すじを駆かけ上がった。

「…………………………!!」

　直後、爆ばく発はつした恐怖と同時に、幾いく度どとなく頭の中で繰くり返した反射行動が出た。袖そで口ぐちにつけた安全ピンの一つを思い切り毟むしり取り、外れて露ろ出しゆつした針はりを、勢いをつけて手のひらに突つき刺さしたのだ。

　ぶち、と決して鋭するどくない針が、手のひらの皮を貫いて肉に埋うまった。

　重く鋭い痛み。それと同時に頭の中に点火したように、針の植わった畳たたみに囲まれて、手のひらにたくさんの針が刺さっている、幼い頃の恐怖の記き憶おくが頭の中に蘇よみがえる。

　そして────




「〈自由を奪うばうモノは檻おりに〉!!」




　母親が自分に向けた言葉の記憶に重ねるように、勇ゆう路じは叫さけんだ。途と端たん、爆発するように膨ふくれ上がったトラウマの記憶に心臓を握にぎり潰つぶされ、過去の恐怖が悪寒のように全身を舐なめ尽つくし、その感覚が漏もれるように足から地面に広がって──────

　直後、




　べりっ!!




　と世にも恐おそろしい生なま肉にくを引き裂さく音が階段に鳴り響ひびき、人体で作った樹きのような物体は足下から体内に無数の金属の針を詰つめ込まれて、最初からそんな植物であったかのように全面から棘とげを飛び出させて、二倍以上の太さに膨ふくれ上がっていた。




『ぎゃあっ!!』




　無数の頭が、不協和音の断だん末まつ魔まを上げた。血が飛び散り、通り雨のように撒まき散らされて、それと同時に絶ぜつ叫きようはただの一度で途と切ぎれ、体内の針で支えられていない腕うでや頭の先せん端たんが痙けい攣れんしながら力なく垂たれ下がった。

　歪いびつな造形の目と口から、果か汁じゆうのように大量の血が流れ出す。あっけない終わりにも、勇路は一切油断せず身構えていたが、しかし次に起こった出来事は、勇路が想定して警けい戒かいしていたものとは全く別の種類のトラブルだった。




　死んだ『樹木』が頭上で摑つかんでいたらしい一人の少女が、階上の闇やみの中から真まっ逆さかさまに落下してきたのだ。




「な!?」

　パジャマ姿の少女は、階段下の死体の山に、それから〈断だん章しよう〉によって棘とげだらけの樹きと化した『死人の樹木』の上に、思い切り落下して、歪いびつで不安定な針はりを全身に植え込まれた『樹』を押し潰つぶして病人の死体の上に投げ出された。

　無数ながらも単なる歪な針に過ぎない骨組みは、落下してきた少女の衝しよう撃げきであっさりと折れて砕くだけた。『樹』は死体の山の上にぐしゃりと潰れ、そして皮を突つき破ってさらにたくさんの針が表面に飛び出し、無防備な少女の体を、したたかに傷つけた。

「うっ……あ……!!」

　転がった少女が顔を押さえ、押し殺した悲鳴を上げた。

「っ！　ち……！」

　それを見た勇ゆう路じは舌した打うちし、慌あわてて自分の〈断章〉を鎮しずめようとしたが、焦あせりで全く間に合わなかった。少女が苦痛の呻うめきを上げる。

「おい、おまえ大丈夫か!?」

　呼びかけながら、勇路は急いで少女を死体の山から引きずり出す。脇わきに手を入れ、無む理り矢や理り階段下から通路に出すと、髪かみの短い少女の服はあちこちに血が滲にじみ、そして目の辺りにかなり深く引っ搔かいたような傷ができていて、顔の上半分がひどく出血していた。

「あ……あ……」

「……くそっ！」

　勇路は、悪態をつく。

　幸いにも死体の山がクッションになって骨折などはなさそうだが、顔の傷はマズかった。どれほどのものか判断がつかない。

　病院に……いや、何を言っている。ここが病院だ。

　この有様のここが病院なのだ。もはや病院は機能していない可能性があるし、仮に機能していたならば、助けを呼んだ途と端たんにとんでもない大おお騒さわぎになるだろう。

　それは勇路にとって、都合が悪い。

　血みどろの死体の山を前に、勇路は思う。

　だが、この少女はどうする？

　勇路の目的からすれば、ここに放置しておけばいいのだが、自分が怪け我がをさせた相手を放置してゆくなど、本能的に勇路はできなかった。

「……」

　全すべてを投げ出した復ふく讐しゆう者しやのはずの自分が、一いつ瞬しゆん脳内で懊おう悩のうして。

　しかし次の瞬しゆん間かんには、勇ゆう路じは少女を揺さぶって、声をかけていた。

「おい、自分の怪け我がの状態は分かるか？　医者は要いるか？」

「う……」

　目の開かない少女の手が、何かを探すように宙を泳ぐ。

「何だ？　何が要る？」

　だが少女が呻うめくような声で口にした言葉は、勇路の予想とは違い、助けを求める言葉ではなかった。

「……こ……湖こ乃の美みは……？　お母かあさんは……？」

「はぁ？」

　聞いた勇路は、眉まゆを寄せる。

　人探しか？　そう思った時、勇路が思わず最初に目をやったのは、目の前にある半開きの鉄てつ扉ぴの向こうで、累るい々るいと積み重なっている死体の山だった。

　ここには少なくとも、勇路たちを除のぞいて生きた人間はいない。

　一瞬でかなりの絶望的な気分になったが、勇路は今はそのことは考えないようにして、もう一度詳くわしく、少女に尋たずねる。

「誰を探してるって？」

「こ……」

　少女は言いかけ、そして何故なぜか、言い直した。

「お、お母さんを……」

「どんな奴やつだ？　見た目は？」

　もはやこうなったら、死体の山を探すつもりで勇路。

「目に……包ほう帯たい……」

「目？」

「怪我で目が見えないの。目に包帯を……」

「わかった」

　それなら簡単に見つかりそうだ。そこまで聞いた勇路は、立ち上がる。

　だが少女の言葉は、終わっていなかった。

「携帯……」

「あ？」

　出鼻をくじかれて、聞き返す勇路。

「携帯の……音が」

「音？」

　何を言っている？　眉まゆを寄せる勇ゆう路じ。

　だが勇路が、そんな疑問を訝いぶかしげに頭に思い浮かべたその時、




　──────────




　不意にぎょっとするような携帯の着信音が通路に鳴り響ひびき、そしてその空そら恐おそろしささえ感じる無機質な電子音は、勇路がそうであろうと思っていた鉄てつ扉ぴの向こうの死体の山の中からではなく────




　勇路たちの背後から────




　勇路が今まさに背を向けている、救急入口のある方から──────まるでその存在を誇こ示じするかのように、聞こえてきたのだった。




「…………………………!!」










　　　　４




　ばん！　と音を立てて、救急入口の扉とびらを開けた。




　漆しつ黒こくのゴシックロリータの衣装に、黒いレースのリボン。そしてポニーテール気味に結んだ髪かみをなびかせて踏ふみ込んだ雪ゆき乃のは、ブーツの足音を立てて病院の白い床ゆかを踏ふみ、救急入口の待合スペースに立った。

　病院の前には、リカの軽自動車。

　あの世話役たちの、雪乃にしてみれば不毛としか思えない話し合いが終了した後、雪乃は比較的手が空あいているリカに、ここまで送らせたのだった。

　今ここにいるのは、雪乃と颯さつ姫きとリカ。

　少なくとも雪乃と颯姫がいれば、大抵のことは何とかできる。

　蒼あお衣いが来る前は、ずっとこの二人だった。どことなくこの状況に懐なつかしさを感じながら、雪乃はここに、眞ま守もり一家を〈泡ほう禍か〉から守るため、やって来たのだ。

　だが────




「…………………………」




　雪ゆき乃のは、受付を背に待合スペースで、鋭するどい目をしたまま立ち尽つくしていた。

　つい先刻、雪乃は颯さつ姫きの〈断だん章しよう〉を用いて受付を攪かく乱らんし、蒼あお衣いを病院から〈ロッジ〉へと連れ出したばかりだった。

　つい先刻のこと。だが今、これはどうしたことだろうか？

　救急入口を見回す。強い明かりに照らされた、白い待合と通路を、雪乃はじっと、険しい目で見つめる。

　白かった、通路を。

　攪乱すべき人間がいたはずの、受付を。

　今、受付も待合もがらんどうで、入口の中には誰もいなかった。そして多少薄うす汚よごれてはいたかもしれないが、白かったはずの床ゆかには、今や真まっ赤かな血が戦争でもしたかのようにぶちまけられていて、凄せい惨さんな光景になっていたのだった。

　まるで惨ざん殺さつ死体を引きずったかのような、血の痕あとと、血の足あし跡あと。

　それは救急入口の両開きの扉とびらから、待合スペース、通路と通って、突つき当たりの曲がり角の向こうに、消えていっていた。

　いや、足跡を見ると、実際には逆だろう。

　血だらけの足跡は、靴くつの方向を見ればすぐに分かるが、病院の奥から歩いてきて、外へ向けて去っていっているのだ。

「………………」

　その奥からは、血の臭におい。

　そして異様な、あまりにも静かな、まるで人の気配がしない、静せい謐ひつな気配。

　一体何が？　雪乃はじっと、猟りよう奇き殺人でもあったとしか思えない、病院の救急入口の光景を見つめていた。

　たった数刻前、颯姫を伴って歩いた時は、何の変哲もない病院だった、この凄惨な光景を雪乃はじっと、厳しい表情で見つめていた。




　…………………………
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　　　八章　　ウツロの塔







　　　　１




「────少なくとも十人以上死んでるわ。ほとんど入院患かん者じや。病院のスタッフも少し」




　携帯電話にそう話しかけながら、雪ゆき乃のは血の臭においと暗くら闇やみが満ちた、塔とうのように上へと続く階段を見上げる。

「見回ってみたけど、上層階の病室がいくつも開けっ放しだったわ。死んだ患者は多分、そこに入院してたんじゃないかしら」

　折り重なった死体の山から広がる血の海を、ブーツで闊かつ歩ぽしながら、淡たん々たん。

「それから、眞ま守もりさんの方は遅かった。父親と母親と娘むすめ、三人とも姿がないわ」

　そこまで言って、一いつ拍ぱく。

「……ええ、死体は調べた。この中にはいないみたい。血の足あし跡あとが外に続いてたから、外に出たんでしょうね。これから探すわ」

　電話相手からの質問にそう答えて、雪乃は視線を鉄てつ扉ぴの外の床ゆかへ向ける。

　蛍けい光こう灯とうに明るく照らされた通路には、階段スペースに広がる血の海が、半開きの鉄扉から溢あふれ出ている。通路には颯さつ姫きがいて、あまり鉄扉には近寄らないように距離を取りながら、不安な視線を投げかけてきている。

　そして雪乃が視線を向けないようにしている死体の山には、風かぜ乃のが立ち、うっすらとした微笑ほほえみを浮かべて足下を見下ろしていた。その暗闇と血と屍しかばねの中に立つゴシックロリータの姿に、雪乃は怖おぞ気けと、それから吐はき気を覚える。

「……」

　視界の端はしにあってさえ湧わき上がるトラウマを、雪乃は事務的な報告役に徹することで、必死で抑おさえ込む。

　だが厳しく眉まゆを寄せた雪乃に、電話から質問が来る。

「……え？　死因？」

　嫌いやなタイミングの問いに、雪乃は内心で電話相手を呪のろいながら、仕方なくちらとだけ視線を向けた。

「多分……飛び降りね。飛び降りたんだと思うわ。全員、階段の上から」

　五体が異常な形に折れ曲がり、あるいは頭が割れ、あるいは上から別の死体に圧おし潰つぶされて折り重なった死体の山の中で、雪ゆき乃のの視線に気づいた風かぜ乃のが、流し目をするように冷え冷えとした微笑ほほえみを向けた。




　　　　†




「……やっぱり、病院で被害があったみたいだね」




　雪乃からの電話を終えた神か狩がり屋やが、難しい面おも持もちで、深い溜ため息いきと共にベストの胸ポケットに携帯を仕し舞まった。

「そうですか……」

　あれから雪乃たちが病院に向かってしまい、蒼あお衣いと神狩屋だけが残された〈ロッジ〉の応接間で。蒼衣は自分が現地に行けなかったことに対する苛いら立だちと罪悪感を内心に感じながら、ソファに横になって、神狩屋の言葉を聞いていた。

　足の痛みは時間が経たつにつれて薄うすくなり、もうほとんど感じないくらいになっている。しかしそれが本当に痛みが無くなったのか、それとも頭の中に熱っぽい蒸気が纏まとわり付いているかのような、この頭痛と熱のせいで感覚が鈍にぶくなっているのかは、当の蒼衣には判別することができなかった。

　ぼーっ、と頭にわだかまる熱が、意識を侵おかす。

　思考が鈍にぶい。ともすると意識が落ちて眠ねむってしまいそうな状態の中、蒼衣は神狩屋が説明してくれる、病院に向かった雪乃からの報告の内容に耳を傾けることで、何とか意識を保とうとしていた。

　無理なことは分かっているが、現場に行けないのがもどかしい。そして自分のやったことを償つぐなうためにここに来たのに、それができていないことに、罪悪感をも感じている。

　そして。




「……謝らなきゃ……」




　それらの思いは、その一言に、集約された。

　雪乃からの報告全すべてを神狩屋から伝え聞いた蒼衣は、やがて濡ぬれタオルの上から片手で目を覆おおって、そう呟つぶやいたのだ。

「謝るって、誰にだい？」

　聞こえた窓際の神狩屋が、やや困った声で訊たずねた。蒼衣は、まだ思考がまとまらないまま、罪悪感の赴おもむくままに、ぼそぼそと回答した。

「みんなに、です」

「みんな？」

「眞ま守もりさんの一家と、ここの世話役さんと、勇ゆう路じ君と……それから、他ほかにも被害にあった人がたくさん……」

「うーん、だからね、僕ぼくは必要ないと思うよ」

　またか、といった風な溜ため息いき混まじりに、神か狩がり屋や。

「何もかもが、白しら野の君のせいなわけがないじゃないか」

「……そうでもないです」

　神狩屋の取り成しにも、蒼あお衣いは力なく言う。

「僕が勇路君に恨うらまれて怪け我がしなかったら、雪ゆき乃のさんたちはもっと早く病院にいられて、もっとたくさんの人が……助かったかもしれません」

「うーん、そっちか」

　そんな蒼衣の説明を聞くと、神狩屋は渋しぶい顔をして、がしがしと頭を搔かき、それから腕うで組ぐみをした。

「修しゆう司じのことだけじゃなくて、そっちなのか。でもまあ、理り屈くつとしては通ってるように思えるから、困ったものなんだよなあ」

　悩む気配。

　蒼衣は目を覆おおっているので、神狩屋の姿は見えていない。だが神狩屋は落ち着いている割に動作が芝しば居いがかっているところがあるので、今どうしているかは、音と気配だけで手に取るように分かる。

　神狩屋はそうして数秒ほど悩んだ後、露ろ骨こつに話題を変えるように言った。

「そうだね、まあそれより……白野君、気分の方はどうだい？」

「え」

　ぼーっとしているせいで、蒼衣はその誘導にあっさり流されて、問いに答える。

「えーと……熱っぽいです。飲んだことないですけど、お酒とか飲んだら、こんな感じになるんじゃないかなって……」

「ははあ、なるほど」

「何というか……頭が、よく回りません」

　体温ですっかり生なま温ぬるくなった濡ぬれタオルで目を覆ったまま蒼衣がそう言うと、神狩屋は少しだけ声を優しくして提案を口にした。

「……それじゃあ、頭が回らないところに何だけども、あえて『ラプンツェル』の話をしないかい？」

　思わず蒼衣は、聞き返した。

「え？」

「白しら野の君がこうして休んでることに罪悪感があるなら、せめてこの〈泡ほう禍か〉を読み解く方に貢こう献けんすれば、少しは気が楽になるんじゃないかと思ったんだけど」

「……」

「もしかしたら、話をしてるうちに頭がはっきりしてくるかもしれない。それにそうならなかったとしても、何もしてないよりはいいんじゃないかな、と思うんだけどね」

　神か狩がり屋やは言う。蒼あお衣いは一いつ瞬しゆん迷ったが、その迷いが動けない自分の状態に対する八はつ方ぽう塞ふさがりな焦あせりだと気づいて、しばしの沈ちん黙もくの後、提案を受け入れた。

「……そうですね……」

「うん、状況は今も進んでるし、次に何が起こるか予想できれば、現場にいる雪ゆき乃の君の助けにもなると思う」

　神狩屋の声が、優しく笑みを含む。

「で、どう思う？　例えば病院であったらしい墜つい落らく死しだけど」

　そしてかけられた問いに、蒼衣は熱っぽく痛む頭を必死で動かして、考えと言葉をまとめようとする。

「……塔とうから落ちた王おう子じ……でしょうか？　だとしたら『王子』役がたくさんいる？」

　そして言う、蒼衣。

　それに対して神狩屋が、相あい槌づちを打って、応こたえて言う。

「そうだね。僕ぼくも真っ先にそう考えた」

「ですよね。でも、病院で階段から落ちた人は……みんな、死んでるんですよね？」

「おそらくそうじゃないかって話だね。雪乃君が言うには」

「でも『ラプンツェル』の『王子』は、目が潰つぶれるだけで死んでない……だとしたら、違うのかも。落ちて視力を失った人は、もういますし……」

「眞ま守もりさんの奥さんか」

「そうです。そういえば今、その奥さんはいなくなってるんですよね？」

　蒼衣はぼんやりした頭のせいで自分の連想が制せい御ぎよできず、思いつくまま口にして、まとまらない考えを巡めぐらせる。

「仮に奥さんが『王子』で、『ラプンツェル』をそのままなぞるなら、『森』に向かうってことになりますね」

「そうなるね」

「でもそうだとしても、文字通りの森とは限らないんですよね。森に象しよう徴ちようされる何か、みたいな感じになるんですかね……」

「ふむ」

　神狩屋はそこまで聞くと、顎あごに手をやって、考え込みながら、窓際辺りをゆっくりとうろつき始めた。

「……『森』というと、大体の文化圏で『異い界かい』扱いされるね」

　そして神か狩がり屋やは、そのまま口を開いた。

「『山さん中ちゆう異界』という言葉があるように、山や森は古来から日常の世界ではないと考えられていた。人間の手に負える場所じゃなかったんだ。だから昔話や童話では、森はしばしば不思議なことや危険なことが起こる場所として描かれることになる」

「……」

　神狩屋の声と足音を聞きながら、蒼あお衣いは顔の上の濡ぬれタオルが作る暗くら闇やみの中で、思考と連想の断片に身を任せる。

「王おう子じが……異界に……？」

「ふーむ、盲もう目もくの王子が山中異界に、か」

　どこか興味深げに、神狩屋。

「言葉だけなら柳やなぎ田だ国くに男おの世界だね。実に興味深いモチーフだけれども、今はこの〈泡ほう禍か〉と符ふ合ごうするかどうかの方が優先だね」

「うーん……」

　蒼衣は、熱に侵おかされた思考を巡めぐらせる。

「やっぱり、いま知ってることだけじゃ、僕ぼくには何とも……目が見えなくなった王子が、異界を彷徨さまよったと解釈するにしても、彷徨い歩いて、イチゴとか食べてただけですよね？」

「そうだねえ、草イチゴに、山クワに、山ブドウだったかな？」

　神狩屋も思案げに唸うなる。

「……うーん、ぱっとすぐに象しよう徴ちようが思いつくのは、ブドウくらいかな。ブドウはヨーロッパでは非常に重要な作物だったからね。何しろワインの材料だから、生活にも娯ご楽らくにも宗教にも深く関わった。水の質が悪かったヨーロッパではワインは貴重な飲用水代わりだったし、ヨーロッパにワインを広めたローマの神話にはワインの神バッカスがいて、キリスト教でもワインはキリストの血とされて重要な儀ぎ式しきの道具になっているくらいだからね」

　そして神狩屋は、教師の口く調ちようになって言う。

「ブドウもそんなわけで、神聖な木として扱われているね」

「異界どころか、森の恵みですね……」

「うん。キリスト教の福ふく音いん書しよでは、ブドウは天国の象徴とされているくらいだからね。でもローマ神話の神バッカスの元になったのはギリシャ神話のディオニソスなんだけど、葡萄ぶどう酒しゆと酩めい酊ていの神であるこの神様には、冥めい界かいから死んだ母親を救い出したエピソードがある。そのためディオニソスは、死と再生の神の側面を持っているんだ」

「死……？」

「そう。葡萄酒と酩酊と狂気と、死と冥界と再生の神なんだよディオニソスは。調べてみれば分かるけど、ディオニソスの神話伝でん承しようには死と狂気に関わるエピソードが多くて、興味深いよ。そんなわけでブドウは、ディオニソスの木でもある。そのためブドウには、『葬そう儀ぎの木』としての意味があったと言われてる」

「……」

　急にイメージに影が差して、蒼あお衣いはタオルの下で眉まゆを寄せる。

「そういう意味では、確かにブドウは血だね。そう言えばそれで思い出したけど、クワの実にまつわるローマの伝説について、どこかで読んだことがあった気がする。それによるとクワの実は今は赤いけど、初めは白かったそうだ。しかしクワの木の陰で逢おう瀬せを重ねていたとある恋人同士が自殺したときから、クワの実は赤くなったんだそうだ。

　それから冥めい界かいでも思い出したよ。たしか北ほく米べいの先住民族の伝承だったと思うけど、それによると死んだ人間の魂たましいは、その道中でイチゴに行き当たるんだそうだ。そして魂がそのイチゴを口にしてしまうと、もう生きた人間の世界には帰って来られなくなるとか。まるで日に本ほんの神話の────あの、黄泉竈食よもつへぐひ、そのものだね。

　火の神の出産で死んだ妻、伊弉冉尊イザナミノミコトを夫である伊弉諾尊イザナギノミコトが冥界に迎えに行ったが、イザナミは冥界の食べ物を口にしたために戻ることができないと答える。ディオニソスの母セメレーも、身み籠ごもっている時にゼウスの雷かみなりによって焼け死に、後にディオニソスが冥界に迎えに来て救い出される。これらは同じモチーフの神話だね。もっともイザナミの方は、イザナギが約束を破ったせいで失敗してしまったけども」

「……」

　次々と知識を連想して語る神か狩がり屋や。しかし蒼衣はそれを聞いているうちに、みるみるうちに嫌いやな推測が働いて、熱っぽかったはずの頭が冴さえ始めた。

「……神狩屋さん……」

　蒼衣は固い声で、言った。

　神狩屋は頭の半分で考え事をしている、どことなく会話に集中できていない声で、蒼衣の呼びかけに散さん漫まんな返事をした。

「うん？　何だい？」

「それだとしたら、結論は嫌なことに……」

　その蒼衣の物言いに、神狩屋はようやく気づいて蒼衣の方へ顔を上げる。そして真面目まじめな調子で、蒼衣の言葉の先を促うながす。

「……言ってみて？」

「簡単です。王おう子じが行った異い界かいに名前がつくだけです……」

　蒼衣は答えた。

「『冥界』です。王子は死んだか、生きたまま死者の国に行ったんです。そこで、ラプンツェルと再会した。そうなると死者の国のものを食べた王子は……つまり黄泉竈食ひをした王子は、もうこっちには、帰って来れません」

　蒼あお衣いは、その解釈が間違っていて欲しいと思いながら話したが、しかしそれを聞いた神か狩がり屋やの声には、小さな興奮と喜色が混じっていた。

「そう思うかい？　白しら野の君」

「え？　ええ……」

　その少し変な言い回しの確認に、蒼衣は少し戸と惑まどった。

　神狩屋の言い様ざまは、何だかまるでその結論を待っていたかのようなニュアンスに聞こえ、少し引っかかりを覚えた。だが神狩屋はさらに続ける。

「となると、『遠とお野の物もの語がたり』に龍りゆうノ森もりという森の話があってね。実は示し唆さが深い」

「示唆？」

「この森は昼でも暗く、この中では一切の生き物を殺してはいけないと言われていて、誰も近寄らなかったんだけど、ある人が止やむにやまれぬ事情で森に入ると、そこには何年か前に死んだ女性が生前そのままの姿でいた、という話だ」

「！」

「山さん中ちゆう異い界かいが、冥めい界かいである場合もあるという示唆だね」

　どことなく満足げに、神狩屋。

　蒼衣は、その神狩屋の言葉がいつもの衒げん学がく的てき興味から来るものとは微び妙みように違うような気がして、何だか嫌いやな予感がして、神狩屋に声をかけた。

「あ、あの、神狩屋さん……？」

「白野君。実はね、今回僕ぼくは、期待してることがあるんだ」

　しかし神狩屋は、それに構わず急に話題を変えた。

「夢ゆ見み子こ君の〈断だん章しよう〉の予言だけどね、今回実は、誰に出たのかよく分からないんだ。たまたま予言が起こった現場を誰も見てなくて、白野君かもしれないし、僕かもしれない」

「え……」

　急に何を言い出すのかという戸と惑まどいと、そんなことは初耳だという戸惑いの、二重の戸惑いで、蒼衣は言葉に困る。

　蒼衣は確かに、今回出た予言については電話で聞いただけだ。

　蒼衣たちが『神狩屋』を出た後に、ずっと蒼衣と夢見子がいた場所に予言の痕こん跡せきがあったという、それだけが根こん拠きよで、自分が予言の対象だと思い込んでいた部分はあった。

　だが、それが神狩屋だったとして、さほどの重大事ではないのではないか？

　今までも神狩屋が配役だったことはあるのだ。訝いぶかしく思った蒼衣をよそに、神狩屋は続けて言うのだった。

「ちょっとだけ、ね」

　穏おだやかな声で。

「ちょっとだけ、この『ラプンツェル』の予言を受けたのが、僕だったらいいなあと、期待してるんだ」

「え」

　言う神か狩がり屋や。蒼あお衣いはそれに対して当たり前の疑問を、何のひねりもなく訊たずねることしかできなかった。

「な、なんで……？」

「知っての通り、僕ぼくの〈断だん章しよう〉は死ねない〈悪夢〉なんだけど」

　神狩屋は答える。

「冥めい界かいに入り込んでしまう〈泡ほう禍か〉に巻き込まれた時、死ねない僕は、果たして死ぬんだろうかという興味があってね」

「………………」

　少し笑いながら。神狩屋は時々澄すました顔で笑えない冗じよう談だんを言うことがあるが、これは極めつけだった。蒼衣の背筋にうそ寒いものが広がる。

　蒼衣は言った。

「か、神狩屋さん、それは……」

「……」

　神狩屋は、沈ちん黙もくした。

　いつもならこんな時、「冗談だよ」と自分だけが楽しかった風に言うのが常だったが、今そこに立っている神狩屋は、何も言わず、沈黙した。







「…………………………………………………………」







　しん、と重い、嫌いやな沈黙が、落ちた。

　濡ぬれタオルで覆おおわれた暗くら闇やみの中に音がなくなり、部屋の気配が不安に満たされるように密度を上げ、周囲の沈黙がじわじわと重くなって、肌はだや胸を圧迫し始める。

　沈黙に圧迫されて、息が重くなってくる。

　自分の心臓の鼓こ動どうが、速くなる。

　どっ、どっ、

　と聞こえる、自分の心臓の音。暗闇の中で自分の心臓を聞きながら、ただ時間だけが経たっていき、冷たい汗あせが、体のあちこちにじわりと浮く。

　一体、どういうことだ？

　神狩屋は、何を考えている？

　加速度的に胸の中で、不安が膨ふくれ上がった。

　何も言わない神か狩がり屋やの、沈ちん黙もくの気配が、暗くら闇やみの中でじっと立っているこの時間に耐えられなくなって、蒼あお衣いはタオルをかなぐり捨ててソファの上に起き上がった。

「神狩屋さ……！」

　がば、と起き上がった、瞬しゆん間かん。

「………………!?」

　脳を振り回されたように一気に頭から血の気が引いて、目の前が暗くなり、蒼衣はソファから転げ落ちた。

　貧血!?　そう思ったが、様子が違った。どさ、と床ゆかに落ち、床に這はいつくばってひどく暗く見える視界で床を見たが、寒色のカーペットが敷いてあったはずの床が、どういうわけなのか全く違うものに見えた。

　硬かたく、冷たく、砂さ埃じんに覆おおわれた。

　表面の朽くちかけた、コンクリートの床。

　冷たく鼻び孔こうに漂ただよう、石灰の匂におい。

　そして視界の端はしをかすめるように円を描く、白く撒まかれた石灰の線。

　覚えのある、床。

　町工場の、倉庫の床。

　子供の頃に見た、あの床に。

　あの────葉耶の、王国の床に。




「う…………!?」




　胃い袋ぶくろがせり上がった。

　身動きができない。全身に汗あせが噴ふき出し、鳥とり肌はだが立った。

　藻も搔がこうとして床を引っ搔いた指先の感かん触しよくが、ざらりと砂を摑つかんだ。そして────助けを求めようとして声が出ない蒼衣の上に、神狩屋の声が、投げかけられた。




「ところで────もう一度聞くけど、白野君、気分はどうだい？」




　床に伏せる蒼衣に、まるで何もないかのように。

　ぞわ、と恐きよう怖ふが、胸の中に広がった。

　空気に、狂気が混じった。

　それは、蒼衣が幾いく度ども経験してきたあの〈神の悪夢〉から噴き出した絶対的狂気ではなく。そこに立つたった一人の人間から漏もれ出した、矮わい小しような、しかしあまりにも蒼衣たちにとって近しい狂気だった。




　とん、




　とスリッパがカーペットを踏ふむ足音が、窓際から一歩、蒼あお衣いに近づく。




　………………







　　　　２




　真まっ暗くら闇やみの林の中に、男が一人、立っていた。

　光が吸われているように思えるほど黒々とした林の中の、虫の声しか聞こえない藪やぶの中で、男は光の強いマグライトを手に、足下の藪を照らしていた。

　マグライトの光の中を、時折羽虫が飛んで横切る。

　藪を踏みしめるブーツと黒いジーンズに、羽虫が止まって、少し這はい回り、またぱっとどこかに飛び立つ。

「……」

　黒いＴシャツを着て、茶ちや髪ぱつをオールバックにした、やたらと体格のいい中年男。

　しかし健康的な体格とはうって変わって、まるで貧血でも起こしたような真っ白な顔をしているこの男は、スマートなサングラスをかけた目で、足下を見下ろしている。

　男が見下ろす足下の藪は、つい最近まで人間大の何かが転がされていたかのような形けい跡せきで草が潰つぶれていた。そして────草には、べっとりと血の痕が。

　潰れて折り重なった草の茎くきに、滴しずくが落ちそうなほどの血が付着していた。

　ここが藪でなければ血ち溜だまりになっていただろうほどの、まるでここにボトルから血を注そそいだような、大量の血。

　男がそのままマグライトの明かりを動かすと、血の痕あとが藪の中を、点々と続いている。

　血溜まりを踏んだ靴で藪を歩いたらしい、血の靴痕に踏まれて汚よごれた草が、続いている。

「……」

　その続く先には、ここからは見えないが、展望台。

　あの展望台から山に入り込んだ林の中で、男はしばし、血の痕が続いてゆく方向にマグライトを向けて、見つめていた。

　そして、やがて男は猫ねこを象かたどったごついシルバーの指輪がいくつも嵌はめられたごつい手でジーンズのポケットからスマートフォンを取り出す。男はタッチパネルを操そう作さし、ピアスのついた耳に当てると、相手が電話を取るのを待って、話を切り出した。

「……リカの姐あねさん」

　そして男は、言った。

「言われた通り片付けに来ましたが、ホトケさん、待ち合わせ場所にいませんぜ」

　スマートフォンのパネルの光に照らし出された厳いかつい顔は、情けないと言ってもいいほどにすっかり困こん惑わくしていた。

「……え？　ああ、バレたんじゃねえと思いますよ。おまわりもいませんし……」

　そして怯おびえたように、藪やぶを見回して。

「なんかホトケさんが歩いて立ち去ったみてえな痕あとがありますよ？　正直勘かん弁べんして欲しいんですが。帰っていいすか？」

　男は今にも半泣きになりそうな声で、電話の向こうに訴える。




　　　　†




「……却きやつ下か。病院に来な。こっちにも仕事あるよ」




　展望台に遺い棄きした秋あき山やま湖こ乃の美みの死体の処分に向かわせた〈ロッジ〉のメンバーから電話を受けたリカは、そう通話相手に言い放った。そして通話を切ると、血で汚よごれた待まち合あいスペースの隅すみで、たったいま話していたスマートフォンを、雪ゆき乃のに向けてひらひらと振って見せる。

「あのさ、雪乃ちゃんたちが隠かくしたっていう女の子の死体、消えてたってサ」

「そう」

　だが応じる雪乃の言葉は、冷たい。

「ん？　興味ないの？　何が起こったかとかさあ」

「私には意味の無い情報だわ。私は見えた時に見えたものを殺す。それだけ。何が起ころうが知ったことじゃないわ」

　雪乃は言う。リカはそれを聞くと「そっか」と半笑いで肩かたを竦すくめて、スマートフォンをポケットに仕し舞まう。

　そして、

「……ま、とりあえずアレだ。追っかけるんでしょ？」

「ええ」

　リカの確認に、雪乃は視線も合わせずに答えた。

　見ているのは救急入口。明るく照らされた白い廊ろう下かを、引きずるような真まっ赤かな血の足あし跡あとが何人分も通って、両開きのドアから真っ暗な外へと延びている。

　ちりちりとちらつく光の中に、ひたひたと続く血の街道。

　そして、その光のちらつきの中で、背後の扉とびらを透すかせて、影のような風かぜ乃のが笑みを浮かべて雪ゆき乃のを待っていた。

「そっか、じゃあ颯さつ姫きちゃん借りるよ？　この有様、誤ご魔ま化かさなきゃね」

「そうして」

　リカが言い、雪乃は一任した。

　そして、どことなく不安そうな表情で雪乃を見上げている颯姫の頰ほおに手をやって、囁ささやくように言う。

「……そんなわけだから、ここ、任せたわ」

「は、はい！」

「きっと長くなるから、颯姫ちゃんが必要になるまで、そこのソファで寝てるといいわ」

「わかりました！」

　きっ、と可愛かわいらしい表情を引き締めて気合い十分に言う颯姫の様子に、雪乃は一いつ瞬しゆんだけ小さく微笑ほほえんで、そして顔を上げて救急入口の扉とびらへ向けて歩き出した。

「誰の言うことを聞いて何をすればいいか、忘れないようにメモしてね」

「はいっ！」

　それだけ言い残すと、待っていた風かぜ乃のの横をすり抜けて、両開きの扉とびらを押し開ける。

　開けると同時に空調がかかっていた通路へと生暖かい空気が流れ込んで、雪乃はその湿しめった肌はだ触ざわりの夜よ闇やみの中へ、ブーツの硬かたい足音を立てて進んでゆく。

　そして、こつっ、と足を止めて、彼方かなたを仰あおぎ見た。




「……」

『さ、行きましょう？　魔ま女じよの塔とうを、火か刑けい台だいに変えに』




　風乃の声を聞きながら、雪乃が見み据すえた先には、ほど近くにあるもののシルエットしか見えない鬱うつ蒼そうとした高台と、その上に生はえた木々のシルエットの間に垣かい間ま見みえる、やはり輪りん郭かくが見えるばかりの廃はい墟きよと思わしきビルの影が黒々と聳そびえ立っていた。







　　　　３




　しばし、時間は遡さかのぼる。




「………………!!」




　眞ま守もり大だい輔すけは、白い手に髪かみの毛を摑つかまれる夢を見て、真夜中に目を覚ました。

　全身にびっしりと汗あせが浮き、息が上がって、目を開けたら寝室の天てん井じよう────が見えるはずだった。だがその代わりに、目や顔に激しい痛みが走って、ろくに目も開けられないまま眞ま守もりは喉のどの奥から呻うめき声を上げた。

「う……!?」

　それで動いた口にも、引っ張られた頰ほおにも、痛み。

　顔中に痛みと引き攣つれがあって、さらに布のようなものでびっしりと顔が覆おおわれていて、一いつ瞬しゆんパニックになったが、顔から布を引き剝はがす寸前に辛かろうじて自分の状況を思い出し、すんでの所で思いとどまった。

　顔や頭にびっしりと貼はり付けられた、ガーゼと包ほう帯たい。

　腫はれと引き攣りで、ほとんど開かない目の、滲にじむ視界で辛かろうじて見えた、家のものではない白い天井。

　病院の、天井だ。

　そして思い出す、目を覚ました今より以前の、最後の記き憶おく。




　目の見えない自分の妻が、死んだ娘むすめだと思い込んで、窓から伸のびた異様な手を握にぎっていた。

　それを見て、思わず逆上して摑つかみかかったところを、逆に髪かみの毛を摑まれて、何度も窓の格こう子しに叩たたきつけられた。




　思い出した。慌あわてて妻の名を呼び、身を起こした。

「葉よう子こ……！」

　だが目がよく見えない。あまりにも滲む視界に焦あせり、ガーゼの隙すき間まから指を入れて目め尻じりを探ると、痛みと共に乾かわいた血と目め脂やにが混じったものが剝がれ落ちて、視界の滲みだけはかなりマシな状態になった。

　よく見知った間取りをした、病院の個室。

　妻が入院していた部屋と同じタイプ。ほとんど開かない目の、針の穴を覗のぞくように狭せまく霞かすんだ視界に、暗い病室の光景が映って、眞守はそれを見回す。

　そして白いカーテンに覆おおわれた、窓が目に入る。

　それが見えた途と端たん、このカーテンの裏にある格子がイメージに浮かび、眞守は思わず自分の顔を覆うガーゼに触ふれて、自分の怪け我がの状態に意識を向ける。

「……」

　顔や頭に、無数の傷や腫れがあるのが、感覚的に分かる。

　おそらくは縫ぬわれた傷も。それに鼻の骨が折れているらしく、鼻の奥にも痛みがあって、鼻で呼吸ができなかった。

　口の中には、薬と血の味。

　口の中にも傷がある。喉のどが乾かん燥そうして、痛い。

「……っ」

　痛みと恐きよう怖ふと不ふ甲が斐いなさ、それから妻への心配で、歯は嚙がみした。

　あれから妻はどうなった？　大丈夫なのだろうか。

　そんな一心で、ベッドから立ち上がる。ベッドに突ついた手にもガーゼが貼はり付けられ、血が滲にじんでいる。骨が痛い。

　足腰こしにも違和感がある。

　四し肢しの感覚が鈍にぶい。はっきりしているのは傷の痛みと頭痛ばかりだ。

　それでも眞ま守もりは、じっとしてなどいられなかった。どうしても、妻の様子を知らずには収まらない。

　自分はどれほど寝ていた？　今は何時だ？

　見回したが携帯もなければ、時計も見当たらない。

　分かるのは、今が夜ということだけ。眞守は窓に近づいて、外を見ようと、カーテンに手をかける。




　……




　そして一いつ瞬しゆん、止まった。

　あの窓の『腕うで』が、脳裏に浮かんだのだ。

　躊ちゆう躇ちよ。

　静せい寂じやく。

　その一瞬────ほんの一瞬の躊躇でできた空くう隙げきは、しかし身と心が切れそうなほど、あまりにも冷たく静かだった。

「……」

　それらを振り払はらい、カーテンをめくった。

　露ろ出しゆつするアルミ製の格子と、その向こうにある、ワイヤーの入ったガラス窓。

　その向こうに、夜が見えた。月明かりもなく、看かん板ばんの明かりがぼんやりと白く見えるばかりの、人や車の行き来もない、死んだように暗く停止した夜だった。

　深夜だった。

　動きも、音もない。

　ただ、墨ぼく汁じゆうを満たしたような闇やみ。

　墓場のように、静止した駐ちゆう車しや場じよう。

　それを見た途と端たん、常識として、妻の病室に向かうことは躊躇ためらわれた。

　だが不安が、心配が、胸の中にわだかまり、渦うずを巻いて、このまま何もせずにいることも心が許さなかった。

　ナースコールを押して人を呼ぶべきか？

　そんな迷いを胸に巡めぐらせながら、眞ま守もりは切れるような病びよう棟とうの静せい寂じやくの中で、しばし開かない目を開いて、ガラス越しの夜を睨にらみつける。

　その時だった。




　不意に、見下ろす闇の中に白い人影が現れた。




　一いつ瞬しゆん息を吞のんだ。突とつ然ぜんで、しかもその姿が亡ぼう霊れいのようだったからだ。白っぽい寝ね間ま着きを着て、頭に包ほう帯たいを巻き、手をだらりと前に出して──────




「…………葉よう子こ……!?」




　分かった瞬しゆん間かん、口から漏もれた。

　視力を失い、全身の骨折もまだ完治しておらず、脳と精神のダメージで一日の大半を眠ねむって過ごしている自分の妻が、病院の外にいる。

　一瞬、頭がその事実を受け入れなかった。

　何が起こっているのか理解できなかった。真っ暗な駐ちゆう車しや場じようを、ふらふらとした足取りで歩く包帯女という異様な光景を見つめて、眞守は凍こおりついたが、やがてその光景にそれ以上の恐おそろしいものを見つけてしまった。




　一本の手が、妻の手を引いていたのだ。




　それは『手』だった。『誰か』でも、『何か』でもなかった。

　ただ暗くら闇やみの中から真っ白な『手』が生はえて、妻の手を引いていた。肘ひじの位置も分からないほどほっそりとした長い腕うでは、紐ひものように暗闇の中に伸のび、暗闇の中に溶とけるように消えて、その先を見ることはできなかった。

　まるで、見えない子供がそうしているような高さで。

　妻はそんな手に引かれ、まるでゆっくりと闇の中にたぐり寄せられているかのように、おぼつかない足取りで歩いていた。

「…………………………!!」

　その光景を窓から見下ろして、凍りつき。

　はっ、と気がついて、眞守は慌あわてて椅い子すにつまずいて、転びそうになりながら、病室を飛び出した。

「葉よう子こ！」

　つまずいて足をもつれさせ、視界の邪じや魔まになる顔のガーゼを痛みと共に毟むしり取る。そのまま常じよう夜や灯とうで薄うす明あかるい廊ろう下かに裸足はだしで出たが、見ると廊下に並んでいる病室のドアが、いくつか開けっ放しになっていた。

　おかしいとは思ったが、今はそれどころではない。

　妻が連れ去られる。早く追いかけて、あの『化け物』から取り返さなければ。

　裸足のまま必死になって走り、階段へ。そして真っ暗な階段スペースに飛び込んだ時、目の前に人がいて、驚いて立ちすくむようにその場に立ち止まった。

「!?　失礼……」

「……」

　背中を向けて暗くら闇やみに立っていた老人は、答えなかった。

　ただ、思わず謝罪の言葉を口にした眞ま守もりに気づくと、何かが抜けたようなゆっくりとした動作で眞守の方を振り返り、皺しわに埋うもれた虚うつろな目を向けた。

「……………………………………か」

　そして口元を動かし、何事かを口にする。

　焦あせってここまで来た眞守だったが、不ふ意い打うちのようなこの状況に、無視するという選せん択たく肢しを忘れ、思わず老人に聞き返した。

「え？　なんです？」

「ばあさん…………妻を、見ませんでしたか」

　老人は、そう言った。

「ここにいませんでしたか。死んだ……妻なんですが……」

「え？」

　呆ほうけたような、さもなくば困こん惑わくしたような口く調ちようで言う老人の言葉。一いつ瞬しゆん理解できず、眞守は立ち尽つくす。

「妻が……いて……この辺に……」

　老人は、そんな奇き妙みようなことを言いながら、誰かを探すように元の暗闇へ目をやる。

　眞守は理解できなかった。そしてその老人の異様な言葉の内容を理解するよりも先に、ほとんど開かない眞守の目は、その限界まで大きく見開かれた。




　ぬっ、




　老人の見つめる闇の底から、真っ白な『手』が伸のびてきたのだ。

　そして階段の下から伸びてきた、その蛇へびのように長く生なま々なましい『手』は、目の前で老人の髪かみを鷲わし摑づかみにすると、そのまま老人の体を引きずり落とした。

「──────────────────!?」

　老人は手て摺すりを乗り越え、絶ぜつ叫きようを上げて一いつ瞬しゆんのうちに奈な落らくの闇やみへ消えた。そして身の毛もよだつような絶叫はあっという間に階下へと消えて行き、




　ぐしゃっ、




　と肉が叩たたきつけられる重く湿しめった生なま々なましい音と同時に、途と切ぎれて消えてなくなった。

「………………っ!!」

　何もできなかった。冷たい恐きよう怖ふが心臓を摑つかんだ。

　まるで下の娘むすめが死んだ時の再現のようなその光景は、身が竦すくむほどの恐怖だった。頭の中を抉えぐる恐怖と悔かい恨こん。

　暗くら闇やみが、空くう洞どうの塔とうのように、目の前の手摺りの向こうに聳そびえている。老人と、その悲鳴が消えていった奈な落らくの塔は、もはや一つの音もなく、魂たましいを食らうような巨大な静せい寂じやくとして口を開けている。

「あ……」

　数秒の静止。

　そしてその後、眞ま守もりは慌あわてて階段を下り始めた。

　気が狂ったように、老人を追って階段を駆かけ下りる。手摺りから見える、階下に続く暗闇は井い戸どの底のようで、どこまでも続いているように底を見通せない。

　手摺りの下を見ながら、息せき切って駆け下りる。

　階と踊おどり場で螺ら旋せん状になった階段の段差を、裸足はだしの足が踏ふみ、暗闇の中を駆け下りる。

　自分が何階にいるのかも分からない、暗闇の中を。足はもつれて思うほどには進まず、そう長くもないにも拘かかわらず階段が永遠に続くのではないかと錯さつ覚かくしそうになったが、しかし確実に終点が近づいていることは、そのうちすぐに分かるようになった。

　空気に、血の臭いが混じり始めたのだ。

　あの老人が？　不安と恐おそれに胸の中身を鷲わし摑づかみにされて、もつれそうな足を必死で速めて、階段を下りる。

　暗闇の階段を、延々と。

　だがそうやって、足を必死に動かしていると、突とつ然ぜん暗闇の満ちた塔の空洞の中に、耳が破は壊かいされそうなほどの金切り声が劈つんざいた。







「──────────────────────────────────!!」







「…………………………っ!!」

　頭から浴びせられたような絶ぜつ叫きように、全身を恐きよう怖ふが貫いて、竦すくんで足が止まった。

　全身に鳥とり肌はだ。そしてそれと同時にすぐ傍そばの暗くら闇やみを、頭を下にした老ろう婆ばが一いつ瞬しゆんのうちに落下して通り抜け、激しく生なま肉にくが叩たたきつけられる音を残し、その絶叫を途と切ぎれさせた。

　後には、全身を覆おおう、あまりにも空っぽの静せい寂じやく。

　ただ絶叫を記き憶おくの中にだけ残し、落下してゆく人体が空くうを切る風の感かん触しよくを肌に残して、虚うつろの塔とうに、空っぽの暗闇が再び満ちる。

　手て摺すりにしがみついて、辛かろうじて立っていた。

　心臓が縮み上がり、足が震ふるえて、まともに歩けなくなった。

　何だ!?

　何なんだ!?

　気が狂いそうだ。だがそれでも妻と家族への義務感だけで必死に自分を繫つなぎ止め、手摺りで自分を引きずるようにして、階段を下りる。

　延々、

　延々、

　そして、やがて裸足はだしの足が何度目かの段差ではない床ゆかを踏ふんだ時、階段の手摺りが途と切ぎれ、自分が一階に辿たどり着いたのだと分かった。




　ぺちゃ、




　途と端たん、ぬめる水溜たまりに、素足が浸ひたった。

「っ……！」

　わだかまる強い血けつ臭しゆうと、足の指の間にまで液体が入り込む感触に怖おぞ気けが走ったが、それを必死で意識から外して、暗闇の中にうっすらと見えているドアの隙すき間まらしき光へと向けて必死の思いで足を進めた。

　手が鉄てつ扉ぴに触ふれた。冷たい鉄扉を手探りし、取っ手を見つける。

　そして取っ手をひねり、力の入らない体を使って、無む理り矢や理り体に全重をかけて、思い切り鉄扉を引き開けた。

「く……！」

　ごぉん、

　と空気が動いて鉄扉がたわんだ音を立て、白く眩まぶしい光に目が眩くらんだ。

　だが射し込んだ光は暗闇を切り裂さき、自分のいる階段スペースの様子も、あからさまに照らし出した。

　そこは────




　血の海だった。二十を超える数の死体が、折り重なっていた。




　顔面が潰つぶれて血ち泡あわを垂たれ流す死体。

　首が胴どう体たいに潜もぐり込むほど折れている死体。

　ただ耳と鼻から、静かに血を流しているだけの死体。

　そんな死体たちが、階段下の床ゆかに折れ曲がった四し肢しを投げ出して積み上がり、ぴくりとも動かず、その異様に堆たい積せきした肉の山から床一面の血ち溜だまりに、ゆっくりと嵩かさを増やすように、血を滲にじみ出させていた。

　あの老人もいた。

　落ちていった老ろう婆ばもいた。

　白はく衣いを着た病院スタッフもいる。白衣は血を吸って、赤黒く、染まりつつある。

「……」

　何とも表現しづらい感情が胸の中に湧わいたが、全すべて振り切って、光に満ちた通路に出た。鉄てつ扉ぴが背後で閉まる音を聞きながら、見づらい目を凝こらして周りを見回すと、そこが救急外来の通路だということがすぐに分かった。

　血染めの通路。

　ぺた、と踏ふみ出す。入口へと。

　外へ出るために。ただ、血の足あし跡あとをつけながら裸足はだしで外へ出ようとする入院患かん者じやなど確実に受付で止められるだろうという、当たり前のことに気づく冷静ささえ失っていたが、奇き妙みようで幸いなことに受付の中には誰もいなかった。

「……」

　階段で死んでいたスタッフの姿がよぎったが、思考から追い出し、ぺたぺたと夢中で両開きの扉とびらから外に出た。途と端たんにむっと蒸した空気が全身を包み、裸足の足が踏む感かん触しよくが、ぬるぬるとした床から、アスファルトのものになった。

　その感触を踏みながら、病室から見えた、妻のいた方へ走る。時折小石などが足の裏に突つき刺ささるが、僅わずかな痛みなど構わずに、駐ちゆう車しや場じようへと出る。

　駐車場は病室から見たのと同じ、墓場のように静かな暗闇が落ちている。

　見回す。妻はどこに行った？　どこに手を引かれて行った？

　窓から見た光景を思い出し、いま見える光景と照らし合わせ、場所と方向を推察する。目を凝らすが、眩まぶしいほど明るい通路から急に暗闇に出た目は、ろくに景色けしきを拾ひろってくれず、見えるのはただ暗闇ばかり。

　だが……




　──────────




　携帯の着信音が、静せい寂じやくの中、遠くから聞こえてきた。

「！」

　妻の携帯の音だった。慌あわてて暗くら闇やみを、周りを、見回した。

　音は駐ちゆう車しや場じようの裏うら口ぐちの向こう、町ではなく寂さびれた方面に向かう、住宅と施設の混じった町並みから聞こえてきた。それは妻があの暗闇から伸のびた『手』に引かれ、歩いて行った方角と、ほぼ一致していた。

「葉よう子こ……！」

　口の中で妻の名を叫び、暗闇へと踏ふみ出した。

　駐車場の裏口を抜け、路地を進むと、向かう先にある老人施設からも絶ぜつ叫きようが聞こえて、それが恐おそろしいまでに静かな夜よ闇やみに吸われて消えた。

　今この町に、何か異常で恐ろしいことが起こっているのだと分かったが、それでも眞ま守もりは足を止めなかった。

　だとしたらなおさら、妻を探し、救わなければならなかった。

「葉子……！」

　眞守は、走る。

　施設の高い塀へいに沿った明かりのない路地を、動きの鈍にぶい足を必死で動かして走る。

　その眞守の頭上に、禍まが々まがしいまでに静かな闇の空が、あまりにも重く、厚く、深く、広がっていた。

　そして眞守の向かう先には、その深しん淵えん染じみた夜空を背に、真っ黒なシルエットとして、鬱うつ蒼そうとした高台が廃はい墟きよ染じみた姿を聳そびえ立たせていた。
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　　　九章　　カバネの畑







　　　　１




　────くそ、何やってんだオレは!?




　蒼あお衣いを再度襲しゆう撃げきするために、病院へ侵しん入にゆうしようとした勇ゆう路じ。

　しかしそんな勇路がいま居るのは、病院どころか、林の中だった。

　自分のやっていることに心と表情で苛いら立だちの声を上げ、勇路は斜しや面めんを上がる。時折コンクリートブロックで作った階段のようなものが埋うもれている、一応は道と言えそうな体てい裁さいの場所ではあったが、すでに草と土に浸しん食しよくされて獣けもの道みちと化していて、自然の林の斜面を這はい上がっているのと大して変わらない状態だ。

　林は暗い。見つめていると心が吸い出されそうなほど。

　暗くら闇やみは静かだ。聞いていると耳から心を喰くわれそうなほど。

　そのただ中で、見えるのは懐かい中ちゆう電灯で円形に照らされた草木だけ。

　そして聞こえるのは、自分が草をかき分ける遅ち々ちとした足音と、上がった息の音、それから暗闇の遙はるか奥から、




　──────




　と、うっすら聞こえる、携帯の着信音、それだけだった。

　何なんだこの状況は!?　勇路は、苛立ちと共に自問する。

　だがその問いの答えは、後ろに伸のばした手の先に、ずっとある。

　あの病院で出くわした血だらけの女の手を引いて、勇路はこんなところで林の中を必死に突つっ切っているのだ。死体の山となった階段の上から落ちてきて、パジャマを死体の山から溢あふれた血で血ち塗まみれにし、顔も傷からの出血が垂たれて真まっ赤かになっている、この名前も知らない少女の手を引いて携帯の音を追いかけているのだ。

「おい、これ、絶対おかしいぞ！」

　勇路は後ろの女に、怒おこったような声で言った。

「ヤバい感じがする。帰った方がいい。場合によっちゃ死ぬぞ！」

「ご……ごめんなさい。でも、お母かあさんが……」

　勇ゆう路じの怒ど鳴なり声に、少女は切れ切れの息でそう答え、血だらけの顔を上げる。

　目ま蓋ぶたにも達する辺りにざっくりと切り傷ができていて、それと出血のせいで目がほとんど開いていない。勇路が〈刀とう山ざん劍けん樹じゆ〉で殺した〈異い形ぎよう〉の上に落ちたせいで、針に当たってしまい、ついた傷だった。

「あの、あ、後は……一人で、行きますから……」

「できるかよ、馬鹿か！」

　少女の言葉に、勇路は怒おこる。

　目の開かない怪け我が人にんをこんな林の中に放り出して行くことなどできないし、そもそも少しは勇路自身にも責任のあることだ。

　それでもこんな所で、怪我をして、しかも病院のスリッパ履ばきの少女の手を引いて進まない足を進めている自分に勇路はどうしようもなく苛いら立だつ。そんな暇ひまなどないのだ。例え病院があの有様で、もはや勇路が襲しゆう撃げきをする余地など、もはやどこにもないと、自分で重々承知していてもだ。

　あの病院の時点で、鬼おにの心で放置するべきだった。

　混乱のせいだ。混乱のせいでこんな成り行きになったとしか言えない。

　血ち塗まみれで携帯の音を追おうとする少女に、自分の〈断だん章しよう〉のせいで怪我をさせた負い目のため少しだけ協力した。階段前の通路を通り過ぎるように移動していった音を追うのだから、せいぜい病院を出た辺りで追いついて、それで終わりだろうと思っていたのだ。

　だが勇路たちは病院を出て、施設の大きな敷しき地ちが目につく路地を抜け、ぼろぼろの木と針金でできた『立入禁止』の柵さくがある林に入り、今はその斜しや面めんを登っている。柵の中には道があるように見えたのだが、実際にはすぐに途と切ぎれてしまい、気づけばこんな有様だ。携帯の音にも全く追いつけない。

　何か、不可解なものに騙だまされているようにしか思えなかった。目が見えないという母親がこんな所に入り込むなど明らかに不自然で、このままではどこか得体の知れない場所に誘さそい込まれようとしているとしか、考えられないのだ。




　ざく、




　と音を立てて、かつては道として切り開かれた形けい跡せきのある斜面に生い茂る、下した草くさを踏ふみ分ける勇路。

　踏み分けて顔を上げると、周りには林が広がり、延えん々えんと無む作さく為いに立ち並ぶ木の幹と、そして木々の間の空間に墨ぼく汁じゆうのような暗くら闇やみが満ちて広がっていた。

　果てがないのではという錯さつ覚かくが、意識の中に湧わき上がるほど、ひたすら続く、虚うつろな闇。その闇やみを見み据すえるうちに、見据えている意思が、視線の先から吸われて失われてゆくように思える、あまりにも黒く満ちた、林の中の空っぽの暗くら闇やみ。

　耳から音が吸い出されているようにも思えるほどの、黒い静せい寂じやく。

　そして、その恐おそろしいまでに静かな、林の虚うつろの奥から、聞こえるのだ。




　──────────




　携帯の着信音が、まるで誘さそうように、細く。

　着信音は、そもそも人を呼ぶためものだが、これではまるで暗闇の彼方かなたの、死者の国からの、呼び声のようだった。

　思わず、意識がそちらに吸われた。

　だがそれは、同時に自分の後ろにいるもう一人への注意が、完全に逸それてしまった瞬しゆん間かんでもあった。

「あっ！」

　小さな少女の悲鳴と同時に、少女を引いていた手が、ずるっ、と引っ張られた。

「っ！」

　少女が足を踏ふみ外したのだ。勇ゆう路じは慌あわててそれを支えたが、しかし意識が逸れていたため、咄とつ嗟さの動きが遅れて、そして繫つないでいた手が千ち切ぎれるように外れ、少女はそのまま倒れ込んで獣けもの道みちから藪やぶの中に転がり落ちて、下した草くさと土を削けずる音を立てて、鬱うつ蒼そうとした斜しや面めんの下にあっという間に滑すべり落ちて姿が見えなくなってしまった。

「お、おい！　……おいっ！」

　自分もバランスを崩くずし、獣道にしゃがみ込んで自分の体を支えながら、勇路は慌あわてて消えていった少女を呼んだ。しかし畝うねになった斜面に落ち込んだ少女からは返事どころか、斜面を滑り落ちる音が藪の奥から聞こえ続けている状態だった。

「おい！　くそっ！」

　焦あせり。

　躊ちゆう躇ちよ。

　逡しゆん巡じゆん。

　少女の消えていった藪を覗のぞき込むが、滑り落ちた痕あとがあるだけで、懐かい中ちゆう電灯で照らしても、先を見ることさえできなかった。

　身を乗り出すが、あるのはただ暗い藪。

　放置するわけにもいかない。藪のせいで分かりづらいが斜面はかなり急で、怪け我がをしている少女では這はい上がることも難しいだろうし、少女を助けるためには勇路もここを降りなければならないことは明らかだった。

　そして勇ゆう路じでさえも、この暗くら闇やみの中で降りるのは危険だということも。

「……っ」

　迷った。最初はここを降りるかどうか。そして次には、どうやって降りるかを。

　耳を澄すまし、懐かい中ちゆう電灯を向け、藪やぶの様子を探る。そうして勇路は、自分の呼吸の音ばかりが聞こえる中、やがて覚かく悟ごを決めて、藪の斜しや面めんに片足を踏ふみ込ませた。

　がさ、

　と草を踏む音が、静せい寂じやくに響ひびいた。

　いつの間にか静寂の中に、携帯の音は、聞こえなくなっていた。

　心を侵おかすような静寂だけがいつの間にか林の中に広がっていて、緊きん張ちようと疲労で上がった自分の呼吸の音ばかりがその中に聞こえていた。ただ、その『変質』に、必死になっている勇路は気づいていなかった。

　気づかないまま、藪を踏む。

　何度か強く踏んで、足場を確認する。

　緊張で上がった息。見み据すえるのはただ、落ち込んだ藪の先。勇路はそのまま、慎しん重ちように足場を固めて降りる決心をしかけた。だがその瞬しゆん間かんまで、自分の背後に近づいてきていたモノに気づくことができなかった。




　────ざく、




　と聞こえた、下した草くさと土を踏みつける足音に。

「!!」

　そしてそれが聞こえた瞬間、勇路は自分の油断に気づいて、恐おそれと共に、ばっ、と足音を振り返った。

「お前……！」

　目を剝むいて口走る勇路に、しかし足音の主ぬしは、答えなかった。

　獣けもの道みちをブーツで踏みしだき、底冷えのする目を上げて斜面を上がって来たのは、冷気が噴ふき出すような敵意と、漆しつ黒こくのゴシックロリータを全身に纏まとった、身も竦すくむような無表情の時とき槻つき雪ゆき乃のの姿だった。




　ぢきぢきぢき……




　と金属が不ふ吉きつに軋きしむ音を立てて、無言の雪乃の手元で真まっ赤かな柄えのカッターナイフから、鈍にぶい色の刃やいばがゆっくりと伸のびる。







　　　　２




「……言い訳があるなら聞くわ。十秒以内でお願い」




　雪ゆき乃のは底冷えのする声で、勇ゆう路じにそう告げる。

　とはいえ、まともに話をする気はない。引き攣つった表情の勇路に鋭するどい視線を向けたまま、雪乃はそこに立ち止まり、自分の腕うでにカッターの刃やいばを当てる。

　無事に帰す気はない。頭の中で十秒を数えながら、雪乃は油断無く勇路を観察する。

　勇路の手の内は知っている。暗くら闇やみの中で、光源を持った勇路の姿はよく見え、怪あやしい素振りがないか見て取るのには、十分に都合がいい。




『────町中に広がってた〈悪夢〉が、森に集まりつつあるわ。『ラプンツェル』の結末も森に収しゆう束そくするのだし、辻つじ褄つまは合ってるんじゃないかしら』




　風かぜ乃ののそんな言葉を受けて、雪乃はこの林にやって来た。

　どこかの会社の私有地で、立ち入り禁止の看かん板ばんが立った小高い林。しかし面していた道にぽつんと開いた進入路は封ふう鎖さがいい加減で、針金の柵さくは簡単に間を跨またぐことができ、脇わきをすり抜けることもできる状態だった。

　そんな風雨で朽くちた入口から侵しん入にゆうして、しばし。最初は大型車両も入れそうだった道は、すぐに獣けもの道みち同然の小こ径みちと化したが、しかしすでに何人もの人間が侵入した後のようで、草が踏ふみ分けられていて歩行に困ることはなかった。

　そして不規則に登る道を進んで。

　かなり登ったところで、先の方に明かりがあるのを見つけた。

　懐かい中ちゆう電灯があちこちを向く、ちらつく明かり。雪乃はそれを見ると、そこまで足下を照らしていたペンライトを仕し舞まい、警けい戒かい心しんも露あらわに、そしてそれ以上の殺意を露わにして、その光へと近づいたのだった。

「……」

　そこにいるのが勇路だとは予想していなかったが、雪乃のやることは変わらなかった。

　同じだ。〈泡ほう禍か〉も勇路も、放置すれば被害が出ることに変わりはない。

　勇路と対たい峙じした雪乃は、そう自分に言い聞かせて、十秒。

　逃げれば焼く。抵抗すれば焼く。不ふ審しんな動きをすれば焼く。言い訳する時間は与えたが、雪乃としてもまるで期待はしておらず、よほどのことでも聞かされない限りは、勇路を無事に見逃す気はなかった。

　だが。

「な……何なんだよ、くそっ……！」

　恐おそれに顔を引き攣つらせた勇ゆう路じは、言ったのだ。




「オレを狩りの獲え物ものにでもしてんのか!?　お前らがここにいるってわざわざオレに教えたのは、お前らじゃねえかよ……！」

「!?」




　奇き妙みようなことを言われて、さすがの雪ゆき乃のも思わず眉まゆを寄せ、聞き返した。

「……何のこと？」

「ふざけんな！」

　勇路はぶちまけるように、叫さけんだ。

「瑞みず姫きが死んだ原因も、お前らがここに来たってことも、オレに教えたのはお前らの世話役だろうが！　とぼけんじゃねえ！」

　激情にまかせて叫ぶ勇路の言葉の内容に、雪乃は思わず手が止まった。十秒はとっくに過ぎていた。

『……雪乃』

　風かぜ乃のが呼んだ。

「！」

　はっ、と雪乃が気がついたのと、勇路の手の中に安全ピンの先せん端たんが煌きらめいたのとは、ほとんど同時だった。

　そして同時ならば、雪乃の方が圧倒的に早かった。

　場ば数かずが違うのだ。勇路が〈断だん章しよう詩し〉を叫んで安全ピンを自分に突つき刺さす前に、雪乃は腕うでに当てたカッターナイフを滑すべらせ、省略した〈断章詩〉の一部を────




『〈焼け〉!!』




　ほとんど反射的に叫んだ。叫んだ瞬しゆん間かん、目の前の暗くら闇やみにオレンジ色の光が、一いつ瞬しゆん目ま映ばゆく爆ばく発はつし、熱風と悲鳴が同時に上がった。

「ぅが!!」

　皮ひ膚ふが焼け、髪かみの毛の焼ける臭においが湿度の高い空気に広がった。咄とつ嗟さに不完全な形で引き出した〈断章〉は〈保持者ホルダー〉が持つ耐性も相まって一瞬で虚こ空くうに消え失うせたが、それでも顔面と腕を同時に高熱の炎ほのおで炙あぶられた勇路はただでは済まず、安全ピンを取り落とし、顔を押さえてうずくまった。

「う……」

　呻うめく勇ゆう路じ。雪ゆき乃のはそれを見下ろして、立つ。

　代わりにだらりと下げられた左腕うでにカッターナイフで切り開かれた深い傷が、心臓の鼓こ動どうに合わせて、血と重い痛みを脈打たせる。

　薄うすいカッターの刃やいばが、腕の内側の皮と肉を切り開いた痛み。

　肉の断面から一いつ斉せいに痛みと共に血が滲にじみ出して、みるみるうちに膨ふくれ上がり、腕を伝って指先から滴したたる感かん触しよく。

　それらを感じ、脂あぶら汗あせを浮かべて耐えながら、雪乃は勇路を睨にらみつける。

　殺すか？　少なくとも無事に済ます気はない。しかし同時に雪乃としては、こんな場所で消しよう耗もうする気もないというジレンマが密ひそかにあるのだった。

　それに、気になることもある。

　雪乃は、明らかに火傷やけどで皮が剝むけた顔を手で覆おおって呻いている勇路に、油断のない視線を向けながら、問いを投げつけた。

「……質問を続けるわ。答えなさい」

　硬かたい声で。

「さっきの話、詳くわしく説明して」

　問う。雪乃たちの世話役が勇路に、ここを教えたとは、どういうことだ？

　世話役？　神か狩がり屋やが？

　だとしたら神狩屋は、何故なぜそんなことを？

　焼けた皮ひ膚ふがべろりと剝むけ、赤い肉が露ろ出しゆつした右腕を、だらりと下げた勇路。そして同じような酷ひどい有様になっている顔を無事な左手で覆おおい、肩かたで息をしながら、指の間から雪乃を睨にらみつけている。

「答えて」

　もう一度、強く、雪乃。

「………………！」

　怖おそれか、それとも火傷のせいか、全身を震ふるわせる勇路。

　だがその目には未だ強い敵意を込め続ける勇路に、雪乃は一歩、近づいた。

　圧力をかけるように。左手から血を滴らせ、カッターナイフに血を絡からませて、処しよ刑けい人にんの無表情で踏ふみ出した雪乃に、勇路が思わず一歩引いた。

　……だが、その時。




　ぞ、




　とその瞬しゆん間かん、林に満ちる空気の温度が、大きく下がった。

「!?」

　目を見開いた。全身に鳥とり肌はだが立った。

　微かすかな耳鳴り。そして気がついた時。傷を負わされた狂きよう犬けんのように、こちらを睨にらんで身を縮めている勇ゆう路じの背後の暗くら闇やみに、異常なものが見えた。




　白く細い、手。




　死体のように生なま白じろく、ほっそりとした手が、まるで濃こい暗闇のベールの中から突とつ然ぜん生はえたかのように、勇路に向かって伸のばされていたのだ。

　細く長い五本の指が、今にも勇路を摑つかもうと、大きく広げられている。凍こおったような空気の中で、真っ白な『手』が冗じよう談だんのように浮いた光景で、真っ黒な虚こ空くうから音もなく伸ばされていたのだ。

「………………!!」

　目を見開いて、息を吞のんだ。

　ぞわ、と悪お寒かんが、背せ筋すじを駆かけ上がる。

　瞬しゆん間かん、雪ゆき乃のは恐きよう怖ふに弾はじかれたように、動いていた。握にぎった血ち塗まみれのカッターナイフを振り上げて、自分の左腕うでに、思い切り振り下ろしたのだ。




「〈私の痛みよ、世界を焼け〉!!」




　直後、薄うすく鋭するどい切っ先が、腕の肉をすっぱりと切り割った。一いつ瞬しゆん切っ先が肉の反発を感じた刹せつ那な、そのまま柔やわらかい肉の中に深々と入り込んで通り抜け、肉が自らの弾だん力りよくでぱっくりと赤い肉を覗のぞかせて開き、同時に電気のようなおぞましい痛みが全身を走り抜けて、びくん、と思い切り身体からだが痙けい攣れんした。

　神経を剝むき出しにした肉の断面が空気に触ふれて、火のような痛みを発する。その痛みと共にあっという間に断面から血が滲にじみ出して、みるみる嵩かさを増やし、寒気と脂あぶら汗あせが同時に全身の肌はだに広がった。

　途と端たん────




　轟ごう!!




　と音を立てて、苦痛が目の前で発火した。

　暗闇から伸びた手が藁わらのように燃え上がり、暗闇が、木々が、下した草くさが、吹き上がる激しい熱と共に、オレンジ色に染め上げられた。

「わあっ!!」

　炎ほのおの熱と音に炙あぶられ、恐きよう怖ふに悲鳴を上げて、勇ゆう路じが身を竦すくませる。反射的に逃げだそうと身をひねったが、そこには燃え上がる『腕うで』が炎ほのおを上げていて、初めてそれに気がついた勇路は為なす術すべもなくその場に凍こおりついた。

　そう、為す術もなかった。

　虚こ空くうから生はえたように見えた『腕』は暗くら闇やみの中で燃え上がり、まるで導火線のように想像もしなかったような林の彼方かなたまで炎の線として続いて、傾けい斜しやの向こうに見えなくなるまでの異様な姿を露あらわにした。

「!!」

「!?」

　そして驚きに凍りつく、雪ゆき乃のと勇路の目の前で。

　燃え上がる『腕』は、そのまま燃えながら手を伸のばし、為す術もない勇路の髪かみを、




　むず、




　と鷲わし摑づかみにしたのだった。

　……そして。




「────うわああああああああああああああああっ!!」




　勇路の姿が、あっという間に腕に引かれ、獣けもの道みちから斜しや面めんに引きずり落とされて消えた。悲鳴と、藪やぶを転げ落ちる音と、懐かい中ちゆう電灯の明かりが、林の中に吞のまれて落ちた。

　そして驚く雪乃の前で、燃え上がっていた『腕』が、燃え尽つきて消える。風で宙を舞う、火のついた紙のリボンが燃え尽きるように、暗闇の中を恐おそろしい長さに亘わたって伸びていた火の線が、千ち々ぢに千ち切ぎれて消えて無くなる。

　あっという間に。

　瞬まばたきする間に、何もかもがなくなって、消えた。

　後には、初めから何もなかったような、全まつたき暗闇。暗闇の満ちた林の中に、耳が壊こわれそうに広がっている、全き静せい寂じやく。




「…………………………！」




　ぽつんと、その中に、雪乃は取り残された。

　祭りの火が消えたような虚うつろの中、雪乃はたったいま起こったことを、整理しようとするのに必死だった。

　あの『手』のことを。

　この『森』のことを。

　ここにいた勇ゆう路じのことを。

　そしてその勇路が雪ゆき乃のに向けて、言ったことを。




　────神か狩がり屋やさんが、何？




　雪乃の頭に浮かぶ、疑問。

　思考は、追い詰つめられた勇路が苦し紛まぎれに言った戯ざれ言ごとだと断じたが、本能は、何だか嫌いやな予感を感じ取っていた。

　そんな予感を無視して先送りしながら、雪乃はペンライトを出して照らし、勇路が消えた藪やぶを観察する。藪は人が落ちたせいで潰つぶれて乱れていたが、見ているうちにもう一つ、気になるものを発見した。

「……」

　勇路が落ちたのとは違う位置の藪が、同じように乱れていたのだ。

　まるで勇路の他ほかにもう一人ここにいて、ここから藪に引き込まれて、落ちていったかのように見えた。

　雪乃はペンライトを、奥に向ける。

　藪は折り重なった下した草くさだらけでほとんど何も見えなかったが、そのうちに光の円が、草とは別の物を掠かすめるように照らし出した。




　……病院のスリッパが、片方だけ。




　雪乃の中に嫌な予感と困こん惑わくが、広がる。

　どうすればいい？　いや、それ自体は分かっている。〈騎き士し〉としてここに来たからには、この下に行って、無事な人間がいるか調べるべきだということは、頭では完全に分かっているのだ。

　だが、切り捨てるべきだと断じたはずの、勇路の言葉が、引っかかっていた。

　あんな奴やつの言うことなどに耳を貸すべきではないと思いながら、引っかかりが気になってやまなかった。

「……」

　雪乃は迷い、そして携帯を取り出す。意地がまだ心の中で抵抗していたが、電話帳から蒼あお衣いの携帯番号を呼び出して、それをしばし、じっと見つめる。

　それでも────確認の電話をかけるべきだと、雪ゆき乃のは結論したのだ。

　雪乃は、妙みように意を決して通話ボタンを押し、番号のコールが始まるのを見て、携帯を耳に当てる。




　プルルルルル……




　コール音が、携帯から、耳の中に聞こえる。

　だが一つ、二つとコールを重ねて、それが十を数える頃になっても、蒼あお衣いが電話に出る気配はなかった。

「………………」

　それでも、雪乃は待つ。

　ただ無意味に、静せい寂じやくと暗くら闇やみの中で、待つ。

　こんな時間は無意味だ。だが雪乃は迷っていた。

　ただ無意味に、雪乃は無機質なコール音を淡たん々たんと聞きながら、ただ淡々と、静寂と暗闇の中で、待つまよう。




　…………………………




　　　　３




「────もう一度聞くけど、白野君、気分はどうだい？」




　ぞっ、と広がる、恐きよう怖ふ。

「………………!!」

　その恐怖に弾はじかれたように、ざらつく床ゆかから、蒼衣は必死で立ち上がった。

　立ち上がった瞬しゆん間かん、コンクリートだった床は、最初からそうであったかのようにカーペットに戻っていた。幻覚。だが蒼衣はそんなものに構う余よ裕ゆうもなく、天てん井じようが回りそうなほどの目め眩まいのせいで今にも転びそうになりながら、応接間のドアに縋すがり付いてドアを開け、半ば転がるようにして廊ろう下かへと逃げ出した。

　肩かたから転ころび、這はいながら起き上がる。

　鈍にぶく痛む身体からだを抱かかえ、夢の中のように立たない足を必死で動かして、応接間から、いや、神か狩がり屋やから、逃げ出す。

　背後は……神狩屋の方は見れなかった。見るのが怖こわかった。

　ドアや廊下に身体をぶつけて激しい音がしたが、だがその騒そう音おんよりもくっきりと、




　ぱた、




　と背後から、スリッパの足音。

　そして、




「……大丈夫かい？」




　とあまりにも平静な神か狩がり屋やの声が、背中に。

　こんな状態の蒼あお衣いを目まの当たりにしても、焦あせるようなそぶりさえない異常さを孕はらんだ神狩屋の声は、ずっと普段の神狩屋の言動に何となく感じていた演技性を残らず取り除のぞいた後の、神狩屋の『普通』そのものだった。

「う……!!」

　何が起こっているのかも分からないまま、とにかく蒼衣は身の危険を感じて、必死で自分の身を引きずった。

　とにかく神狩屋が、自分に何かをしようとしているのは分かったが、考える余よ裕ゆうはなかった。とにかく逃げなければならなかった。

　でもどこへ？　外に？　逃げられるのか？　それともどこかの部屋に立て籠こもって、助けを呼んだ方がいいのではないか？

「！」

　そこで思い出した。まだこの家には人がいた。

　この〈ロッジ〉の世話役が、家のどこかにいるはずだった。

　選せん択たくの余地はなかった。蒼衣は家の奥へとふらつく足で、壁にぶつかるようにして走る。

　蒼衣はあの飯いい田だという世話役に嫌きらわれているが、それでもこんな身体からだで外に逃げるよりはよほど助かる可能性が高いように思えたし、何より他ほかの人の目があれば、神狩屋も考え直してくれるのではないかと思ったのだ。

「た、助け……！」

　痙けい攣れんしそうな肺で途と切ぎれ途切れに叫さけびながら、蒼衣は廊ろう下かの奥へと駆かけ込んだ。

　おばさんの姿を探した。台所も居間も真っ暗で、手近なそれらを通り過ぎ、埃ほこりで汚よごれた電灯に照らされている廊下を、焦りながらさらに奥へ。

　身体にまともに力が入っていない足取りのせいで、視野は激しく揺ゆれ、手や肩かたを壁にぶつける。板張りの床ゆかを踏ふみ抜きそうな足音と、襖ふすまにぶつかる音を立てながら、助けを求めて、必死で顔を上げる。

　そしてそんな視線が、奥の間の襖を見た。

　襖ふすまの隙すき間まからは、光が漏もれていた。

「!!」

　駆かけ寄って、襖を叩たたくように両手を突ついた。ばん！　と音を立てて、外れそうに激しく揺ゆれた襖を、半ばパニック状態の蒼あお衣いはまともに開けることができず、爪つめを立てて何度も合わせ目を引っ搔かいた。

「………………!!」

　焦あせり。恐きよう怖ふ。

　乱れた呼吸。振り返ることができない怯おびえ。

　そんな中で、ガリガリと襖を引っ搔いていた指先が、やっと合わせ目にかかった。蒼衣は少しだけ開いた襖の合わせ目に指をこじ入れると、中に助けを求めながら、その襖を渾こん身しんの力で開け放った。




「すいません、助けてくださ……！」




　最後まで言えずに、言葉は途切れた。

　救いになるはずの世話役は、そこにはいなかった。

　代わりに、部屋の中に、理解し難いものが一つ、存在していた。

　家主の寝室らしく、部屋の真ん中に敷かれた布団の上に、ほぼ人間大の大きさの、大きな塊かたまりが横たわっていたのだった。




「…………………………」




　凍こおりついた。

　しばし、呼吸も忘れ、ただ自分の心臓の音だけが、沈ちん黙もくの中に聞こえていた。

　目の前にあるものが何なのか、理解するのに、ひどく時間がかかった。思考の奥底の、本能の部分がそれを理解するのを、激げき烈れつに拒きよ否ひしていたのだ。

　それは────一見、魚に見えたのだ。

　それは大小無数の魚を山積みにしたもの、それ以外の何物にも見えなかった。

　それ以上の理解を、頭がしようとしなかった。しかし呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし、それを見つめているうちに、嫌いやでも蒼衣の頭は、目の前の物体を『理解』した。




　それは────飯田だった。

　それは体中が魚の鱗うろこに覆おおわれ、人間の形を成さないほど大小無数の魚を全身から生はやした、人間の成れの果てだった。




「……っ!!」

　気づいた瞬しゆん間かん、凄すさまじい恐きよう怖ふと吐はき気に襲おそわれて、思わず口を押さえた。全身の皮ひ膚ふに痒かゆみが混じった悪お寒かんが駆かけ回り、今すぐ全身の皮膚を削けずり取ってここから逃げ出したいという、気が狂いそうなほどの衝しよう動どうが頭の中で爆ばく発はつした。

　それは、体内に産み付けられた数万の魚の卵が一斉に孵り、大小でたらめに育ったそれらの魚が全身を食い破って表に飛び出したとしか形容できないほどのおぞましい物体だった。おそらく飯いい田だの顔だと思われるが、しかし明らかに位置がおかしい部位には、酸欠になった魚の大群が一度に水面に顔を出したように、濡ぬれて光る魚の頭がびっしりと生はえて、ぱくぽくと無数の口を出で鱈たら目めに開閉させていた。

　そしてそれと同じような魚の頭のコロニーが、身体からだ中のあちこちに、蠢うごめき生えている。それらは無数の穴が開いた原始生物か、あるいは悪性の寄生生物のように不ぶ気き味みに脈動し、またその他ほかの場所には皮膚病のように鱗うろこが生えて、その下から卵を内側から食い破ろうとする稚ち魚ぎよのように魚が皮膚をひくひくと押し上げていた。

　稚魚でなければ、皮膚の下で動く寄生虫のように。

　皮膚の下の肉の中を、無数の魚が、ぞろぞろと泳いでいた。

　そしてあちこちの皮膚の破れ目から、寄生蜂ばちの幼虫のようにびっしりと魚が顔を出し、ぱくぱく口を動かしている。時折魚が群れを成して、膨ふくれ上がった皮膚の下を泳ぎ、それ引っ張られて形が潰つぶれ、人間だったはずのものはもはや鱗と魚の塊かたまりとしか呼べない物体となって布団の上で蠢いている。

　こんな有様になった皮膚が痒いのか、辛かろうじて手と判別できる器官が、ひっきりなしに鱗を搔かき毟むしっている。搔き毟ると、その場所の鱗がぼろぼろと剝はがれ、布団の周りに、大きなフケのように大量に散らばっている。

　鱗は剝がれる端はしから生え替わり、皮膚が破れれば、そこを魚が食い破って顔を出す。時に爪つめは魚の頭も搔き毟るが、崩くずれた魚の頭は鱗に埋うまって歪いびつなまま傷が塞ふさがり、さらにそれを搔き毟って、ぼろぼろの再生を繰くり返す。

　もはや、それは人間には見えなかった。

　だが、こんな恐おそろしい有様になっても人間だと分かったのは、その形けい跡せきがあったからだ。

　布団に投げ出された、元は脚あしではないかという魚の尾に似た部位が、服の残ざん骸がいを履はいていたのだ。そして元は頭だったと思われる、魚の頭のコロニーを生やした塊には、特徴的なパーマがかかった髪かみの毛が、へばりついた海かい藻そうのように生えていたからだ。

　一目で分かる、飯田真ま佐さ代よという人間の残骸だった。

　それがなければ分からなかったのに、それがあるせいで、気づきたくもないのに気づいてしまった。

　むっ、と塊かたまりから、磯いその臭においがした。

　それは搔かき毟むしった肌はだから滲にじみ出す、それだけは人間らしかった、赤い血と剝むき出しになった肉が、発している臭いだとその時に気がついた。

「あ…………」

　奥の間の入口から、後ずさった。

　それは、もう蒼あお衣いが何度も夢に見た、何にもなれずに原型を失った葉は耶やの最後の姿を、強く連想させたのだ。

　噴ふき出したトラウマに、頭が、心が、壊こわれそうなほど悲鳴を上げていた。

　目を見開き、口を開け、しかしそこから声も出ない恐きよう怖ふと驚きよう愕がくに凍こおりついていたが、そのうち目の前の飯いい田だだったモノが顔を上げて、魚と鱗うろこに埋うもれながらも辛かろうじて残っていた目と口を開けた時に、全すべてが決けつ壊かいした。

　蠢うごめく魚の頭がびっしりと生はえた、顔面。

　そこに開いた、まばらに鱗の生えた舌したが見える、口。

　無数の魚の頭の中に開いた、珊さん瑚ごの穴のように深い、眼がん窩か。そしてその奥に、無傷のまま収まっている剝き出しの眼球と無数の魚の目に、蒼衣は一いつ斉せいに見つめられて、一斉に目が合ったのだ。




　────タス…………ケ……




　舌が蠢き、空くう洞どうの奥から粘ねん性せいのくぐもった声が聞こえた。

　それを見て、聞いた瞬しゆん間かんに、蒼衣は一気に胃い袋ぶくろが収縮するのを感じて、その場にうずくまって嘔おう吐とした。

「……ぉ…………げ……!!」

　せり上がる嘔吐感が胸と喉のどを握にぎり潰つぶしたが、胃からは何も出なかった。ただ血の味が混じった強きよう烈れつな酸味が口いっぱいに溢あふれかえって、唾だ液えきが床ゆかに、つーっ、と垂たれ下がって糸を引いただけだった。

　何だ!?　何だこれ!?

　心の中で、蒼衣は絶ぜつ叫きようする。

　何でこんなものが？　こんなものが、こんなことが、あっていいわけがない。

　蒼衣はこれまで、これに匹ひつ敵てきするくらいのおぞましい光景も見てきた。しかし蒼衣は初めてだった。自分が目まの当たりにするであろう────今は『ラプンツェル』の────〈泡ほう禍か〉のさなかに、無意識レベルでも想像さえしなかった完全な異常を見たのは、これが初めてだったのだ。




　────『ラプンツェル』に、こんなものがあるわけがない。




　蒼あお衣いは、パニックになっていた。

　想像も、予想も、理解もできない異常。蒼衣は今まで、どんな〈泡ほう禍か〉に遭あっても、その異常に恐きよう怖ふを感じることはあれど、どこか腑ふに落ちる感覚があって、本当に理解不能であったことはなかったのだ。

　だが、

　これはおかしい。

　これはあり得ない。

　身体からだが震ふるえる。今度こそ、本当に足が立たなくなった。

　必死で立ち上がろうとしても、震える手足には全く力が入らなかった。逃げようとしても指の一本一本まで力が抜け、跪ひざまずくだけが精一杯だった。




「……これがね、〈八や百お比び丘く尼に〉。それから〈黄泉戸喫ヨモツヘグリ〉の、本当の意味だよ」




　すぐ後ろで、声が聞こえた。

「!!」

「人魚というのはまるで黄泉よみの食べ物だ。永遠に生きるのは、死んだようなものだよ。そしてもう戻れない」

　いつの間にか神か狩がり屋やがすぐ近くまでやって来ていて、奥の間の異い形ぎようの『生物』を見下ろしながら、講義の口く調ちようで、淡たん々たんとそう言った。

「でも……これはひどいね。搔かき毟むしったりするからだよ」

　淡々と、他人ひと事ごとのように。

「まあ飯いい田ださんはこんな有様だけど……少なくとも、もう死なないよ」

「…………!!」

　蒼衣の背後で、ひどく情動の欠落した、非人間的な人間の気配が、置物のように立って淡々と神狩屋の言葉を喋しやべっている。

「……こ……これ……まさか……」

「うん、そうだよ。僕の血を許容量以上に摂せつ取しゆすると、こうなる」

　蒼衣が絞しぼり出した問いに、神狩屋は塩分でも摂とりすぎたかのような大したことのない口調で、答えた。

「なんで……」

「無む理り矢や理りに、ちょっとね。白しら野の君と二人きりになりたかったから、うるさい人にはちょっと黙だまっててもらった」

「……!!」

「本当はね、少しは、本人の〈悪夢〉が混じって〈異い形ぎよう〉になる。でも見事に僕ぼくの〈悪夢〉だね。予想はしてたけど、本当に飯いい田ださんの〈断だん章しよう〉は小さかったか、もう消えかけてたんだろうね」

　実験動物の説明をする口く調ちよう。その間にも部屋の中の〈異形〉が自分の鱗うろこを搔かき潰つぶす音と、魚が泥どろ沼ぬまで蠢うごめいているような、湿しめった音が続いている。

「実はね、白しら野の君も、こうなっててもおかしくないくらいもう摂取済みなんだよ」

　そして神か狩がり屋やは、ついでのように、そんなことを口にした。

「………………!!」

「白野君の〈断章〉は他ほかの人より耐性が強いのかもしれないね。まあこのままだと、時間の問題だと思うけど」

　恐きよう怖ふと共に、言葉を失う蒼あお衣い。

　神狩屋はそんな蒼衣にも、淡たん々たんと実験するような説明を向ける。見下ろしている視線は機械のようで、今までの神狩屋を知っている蒼衣には、今の神狩屋がどんな目をしているのか想像もできないほど感情が感じられない。

「まあ、そんな感じなんだけど、気分の方はどうかな？」

　そして神狩屋は、何度目かの同じ質問を、蒼衣に投げかけた。

　こうなると、もう蒼衣にも神狩屋が何を訊たずねているのかが、理解できていた。

　神狩屋は、蒼衣の〈断章〉の様子を訊ねているのだ。神狩屋はどういうつもりなのか、蒼衣の〈断章〉を暴発させようとしているのだ。

　いや、どういうつもりなのかも、本当は分かっている。

　神狩屋は、今ここで、蒼衣に自分を殺させようとしているのだ。

　雪ゆき乃のたちを〈泡ほう禍か〉に乗じて追い払はらい、飯田を無む理り矢や理りに〈異形〉化させて。

　他の誰にも邪じや魔まされず、迷めい惑わくもかけないようにして、蒼衣の〈断章〉をわざと不安定にして暴発させ、それで自殺しようとしているのだ。

　蒼衣を治ち療りようにやって来て、血を飲ませた時から。

　その後の〈泡禍〉への対たい処しよや、つい先ほどまでの蒼衣との会話まで、全すべてそのつもりで誘ゆう導どうしていたのだ。

　そして、今、ここに。

　神狩屋は、もう動けない蒼衣の後ろに、ぴったりと立って、もう蒼衣をどうにでもできるまでになっている。




　────その時、蒼衣の胸ポケットの中で、携帯が鳴った。




「!!」

　雪ゆき乃のからの電話に設定した着信音。そうだ、雪乃にこの状況を知らせなければと慌あわてて携帯を取り出そうとしたが、萎なえて震ふるえた手は自由にならず、あっという間に携帯は手から滑すべり落ちて廊ろう下かに落ち、音を立てて転がった。

「あ……!!」

　慌てて拾ひろおうとして手を伸のばしたが、その先にスリッパを履はいた爪つま先さきが現れた。こん、と爪先は携帯に軽く当たっただけに見えたが、携帯は冗じよう談だんのように廊下を滑すべり、着信音を鳴らしたまま、とても手の届かないところまで行ってしまった。

「……!!」

「……そろそろ、僕ぼくの言いたいことが分かったかな？」

　神か狩がり屋やは、言った。

　あまりにも絶望的な状況の中、蒼あお衣いは絞しぼり出すように、必死で神狩屋への、問いかけを口にした。

「なん……なんで、急に、こんな……」

「難しい質問だねえ」

　その問いに、神狩屋は答える。

「最初にこの可能性を考えたのは、初めて白しら野の君に会った〈名無しアノニマス〉に、白野君はいつか味方を殺すだろうって、そんなことを言われた時にかな」

「……!?」

　訊たずねたのは蒼衣だったが、その答えに、蒼衣は驚きよう愕がくした。

　ほとんど最初からだ。

　蒼衣が神狩屋と出で逢あった、ほぼ最初の頃。

　その頃からずっと、神狩屋はこんなことを考えていた。そのことに、蒼衣は心からぞっとするものを感じて、凍りつくことしか、できなかった。

「その時からその考えは、ずっと頭の中にはあったね」

　そんな蒼衣に、神狩屋は言う。

「でもね、実行するつもりは、なかったんだよ」

　だが神狩屋は、そうも続けた。

「僕は死ねないけど、生きるための理由が何もなくてね。だから他ほかに理由が必要で、『役目』として僕は〈ロッジ〉の世話役を買って出たわけだけども、結果としてこの『役目』は悪くなかった。白野君や雪乃君や、颯さつ姫き君や夢ゆ見み子こ君の世話役として、みんなのことを考えたり心配したりするのは気が紛まぎれたよ。ずっとやっていてもいいかなと思ってたんだ。

　もちろん白野君が僕のこの呪のろわれた永遠の生を終わらせることができるかもしれないと、知ってから後もね。白野君にそんな業ごうを背負わせてまで終わりを望まなくてもいいかと、それくらいに思ってたんだよ」

「え……」

　蒼あお衣いは、神か狩がり屋やが考え直さないかと、必死でそこに食い下がろうとした。

「それなら、なんで……」

　だが神狩屋は、それに答えて言った。そしてその答えを聞いた時、瞬しゆん時じに蒼衣は、これ以上食い下がる言葉を完全に失った。

「うん、気が変わったきっかけはね、修司が白野君に消された、あの時だよ」

「!!」

「あの時にね、僕ぼくはうっかり思ったんだよ」

　絶句した蒼衣に、神狩屋は続けた。




「あの時────僕は修司をね、羨ましいと感じたんだ。本当に僕にとっても、意外なことにね、そう思ったんだ。本当に」




　そう言った神狩屋の言葉には、今までなかった情動が────ただそれは普通の感情ではなく、真の意味での『負』の感情────すなわち虚うつろで空からっぽで死に向かう、絶望と憧どう憬けいを混ぜ合わせたような、真まっ暗くら闇やみの情動が含まれていた。

「あのリカ君なんかは本気にしないだろうけどね、これでも僕にとって修しゆう司じの存在は大きかったんだよ」

　淡たん々たんと、神狩屋は言う。

「でも白野君を恨うらんでるわけじゃないよ。むしろ修司は解放されたと、感謝してる。自殺もできずに、死と復活のループを延えん々えんと見守り続ける〈悪夢〉の輪りん廻ねから、修司は完全に解放された。ただね、それを見て、僕は羨うらやましいと思ってしまった、ただそれだけなんだよ。

　僕と修司は、お互いの抱かかえた〈悪夢〉の根底に共通するものを感じて、親近感があった。そういう意味では、僕と修司はお互いに唯一の親友で、同志だったと言えるかもしれない。その同志が〈悪夢〉から解放されたのを見てね、まあ何というか、糸が切れたんだ。済まないけどそれだけ。つまり、まあ……僕のワガママだ。

　で、ワガママに付き合わせるのは申し訳ないし、白野君もそんなことはしたくないだろうと思う。だから、できるだけそうしやすい環境と、そうせざるを得ない状況を作ってみた。何があっても僕の責任で、白野君のせいじゃない。被害も最小限だ。ただ僕だけを殺せばいい。それだけだ」

「そ……」

　そんなこと、と蒼衣は呻うめく。

「……そんなこと、できません……」

「うん、まあ、白しら野の君は、そう言うだろうね」

　深く息を吐はく、神か狩がり屋や。

　そうして神狩屋は打ちのめされている蒼あお衣いに、さらに追い打ちをかけた。

「仕方ないと思うけど……でも白しら野の君。このままだとそこにいる『飯いい田ださん』は、ずっとそのままだよ」

「!!」

「白野君の〈断だん章しよう〉の影響で、死ぬのか元に戻るのかは分からないけど、少なくともそのままはないんじゃないかな。可哀かわい想そうだと思わないかい？」

　あまりの言い様ように、蒼衣は気力を振り絞しぼって、抗議の声を上げた。

「……そ、それは……神狩屋さんが、やったんじゃありませんか！」

「うん、その通り」

　神狩屋はあっさりと認めた。

「僕ぼくを悪役として認めてくれるかい？　実は勇ゆう路じ君に君のことをリークしたのも、僕だ」

「な……」

「君に〈黄泉戸喫ヨモツヘグリ〉を使う口実が欲しかったんだよ。おかげで白野君の〈断章〉は、今までにないほど不安定になってるよね。僕を消し去れば、ひょっとしたらその不安定も解消されるかもしれない。一応僕の〈断章〉の〈効果エフエクト〉の一部だからね」

　呪のろいを積み重ねるように、神狩屋は蒼衣の上に、言葉を積み上げてゆく。

　蒼衣はその呪いに、必死で抵抗する。

「こんなこと……やめてください」

「すまないね」

　感情が入っていない、謝罪の言葉。

「こんなこと、何にも……」

「何にもならないけど、何にもなくなる。それが僕の希望なんだよ。僕を救ってくれないかい？　僕は感謝するよ。白野君は、何にも気に病む必要はないからさ」

　神狩屋はそう言ったが、蒼衣は納なつ得とくできなかった。

　それに、蒼衣の感情だけではない。

　まだ他ほかにもあることに、蒼衣は気づいていた。

　もしもこれで、神狩屋の〈断章効果〉が消えて無くなるなら。

　他にも消えるかもしれないものがあることに、蒼衣はすでに気づいていたのだ。

「……無くなるんですか？」

　蒼衣は、言った。

「あの……群むら草くささんの『永遠』も、無くなるんですか？」

「……うーん、やっぱり、気づいたか」

　蒼あお衣いの問いを聞いた神か狩がり屋やは、少しだけ残念そうな様子を声に混じらせて、しれっと言って負けを認めた。

　心の力を総動員して、蒼衣は神狩屋を、振り返る。

　もう恐おそれてばかりはいられなかった。床ゆかから見上げた神狩屋の表情は、口元に微笑ほほえみのような形を作っていたが、うっすらと部屋の中のモノが映った眼鏡めがねの奥の目は、感情らしい感情が何一つ読み取れない死んだ目をしていた。

「……」

　抵抗のつもりで、蒼衣は神狩屋を睨にらむ。

　だが、そんな手た向むかいも、神狩屋には何の意味も為なさなかった。

「まあ、仕方ないね」

　神狩屋は言ったのだ。

「それじゃあ済まないけど、最初の予定通り、白しら野の君の意思とは関係ない方向で、進めることにするよ」

「え……」

　思わず目を見開いた蒼衣の前で、神狩屋は今まで後ろ手にしていた右手を、前に出した。

　手に握にぎられていたのは、装飾の入った柄えを持った、骨こつ董とう品ひんの小型のナイフ。しかしその刃やいばは明らかに実用のために作られた、研とぎ澄まされた鋼はがねの鈍にぶい色をしている。

　神狩屋はそして、その切っ先を、自分の手のひらへ。切っ先はすぐさま「ぶつっ」と音を立てて手のひらの肉に潜もぐり込み、神狩屋はそのまま眉まゆ一つ動かさずに、突つき刺さしたままの切っ先を無む造ぞう作さにねじった。

　みち、と肉が抉えぐられる、湿しめった小さな音。そして器のように、手のひらを上にして差し出す。

　その手にはみるみるうちに真まっ赤かな血が溜たまり、水の湧わき出す杯さかずきのように指の間からあふれた。そうしておいて神狩屋は、再び淡たん々たんと、口を開く。

「……どちらにしろ限界を超えたら、同じことになるからね」

「う」

　すでに蒼衣は、身の危険を感じていた。

　後ずさる蒼衣。しかし立ち上がれもしない蒼衣は、逃げられない。

　神狩屋はナイフを床に落とすと、そんな蒼衣に無造作に近づいて腕うでを摑つかんだ。そしてその細腕からは考えられないほどの恐ろしい力で、折れそうなほどの無む理り矢や理りさで蒼衣の手を、後ろ手にねじり上げた。

「いっ……ぎ!!」

「分ぶが悪いと思うよ。僕は自分の骨が折れるまで力を入れても平気だからね」

　神狩屋は言う。

　肘ひじと肩かたが折れそうに痛み、蒼衣は無理矢理に廊ろう下かの床板に、押さえつけられた。

　蒼あお衣いの手首を摑つかむ握あく力りよくさえも万まん力りきのようで、まるで身動きが取れない。片手の神か狩がり屋やに完全に押さえ込まれ、悲鳴も出せず、ただ痛みと苦しさに呻うめきながら、力の入らない身体からだに力を入れようとして弱々しく足あ搔がくことしかできない。

「さて、お別れをしなきゃいけないかな」

　そして言う、神狩屋。

「ごめんね。それから、今までありがとう」

「──────────────────!!」

　声にならない声。

「僕ぼくのワガママでこんなことになるけど、白しら野の君たちに逢あえて本当に良かったよ」

「──────!!」

「身勝手だとは思うけど、後のことは三み木き目め先生にお願いして欲しい。もしも白野君が、無事に済んだらの話だけど」

　神狩屋は、そこまで言うと、ここで初めて少しだけ笑って、そして血の溜たまった手のひらの器を、蒼衣の顔に近づけた。

「じゃあ。みんなによろしく」

「──────!!」

　首を振って抵抗したが、血だらけの手で顔を摑つかまれた。

　そして唇くちびるに指を突つっ込まれ、歯をこじ開けようと爪つめが歯列を引っ搔かく。

　歯を食いしばって必死で逆らったが、時間の問題だった。歯の間から血の味が染しみ込んできて、口の中に、唾だ液えきと混じって広がり始めた。

「──────────!!」

　その時だ。




　ぎし、




　と廊ろう下かの床ゆか板いたを踏ふむ音が、突とつ然ぜん玄げん関かんの方から、小さく聞こえた。

「ん!?」

　途と端たんに神狩屋が、ばっ、と弾はじかれたように振り返る。しかし次の瞬しゆん間かんに動いたのは神狩屋ではなく、廊下の向こうで、




　しょきっ、




　と金属が擦こすり合わされる音だった。

　それとほぼ同時に、




　ばちん！




　と音を立てて蒼あお衣いを拘こう束そくしていた神か狩がり屋やの腕うでが手首で切断された。蒼衣を押さえていた力が一いつ瞬しゆんでなくなって、反動を受けたように廊ろう下かの床ゆかにひっくり返った。

「っ!!」

「く……!!」

　神狩屋がなくなった手首を押さえて、蒼衣から離れる。ホースから噴ふき出したように、押さえた断面から血が噴き出して蒼衣を血ち塗まみれにしたが、ものの数秒で出血は減り、神狩屋が落ちた手首を拾い上げて手首に合わせると、瞬まばたきする間に癒ゆ着ちやくして、再び動くようになるまでにほとんど時間を要さなかった。

「……何故なぜ、ここに？」

　手首の繫つながった神狩屋が、言った。

　神狩屋が声をかけた、玄げん関かん側の廊下の端はしには、長い髪かみの女性が一人、大きな裁たち鋏ばさみをこちらに向けてゆらりと立っていた。

　カントリー調の服に、エプロンをした、ふわりとした印象の女性。




「リカさんから人手が足りないって相談を受けて来たのだけど────神狩屋さん、どういうことか、説明してくれます？」




　アプルトン〈ロッジ〉の世話役、四し野の田だ笑え美みは、緊きん張ちようを孕はらんだ表情で神狩屋を見つめ、詰きつ問もんの言葉を投げかけた。
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　　　十章　　ハメツの仔
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　しん、




　と静かに。

　深夜の山やま間あいの町は、星明かりもない、深い暗くら闇やみに包まれていた。

　頭上を厚い雲に覆おおわれている、静かで虚うつろな沈ちん滞たい。それはまるで、頭上を厚い枝葉に覆われている森を思わせて、森が木々の間に満たしている闇に────あの何かが潜ひそんでいそうな闇に────よく似た闇を、まばらな家々の間に広げていた。

　町は、暗闇の中に沈しずんでいる。

　林と暗闇に囲まれて、町はその境界線を喰われながら、山間を縫ぬうようにして身を縮ちぢめ、辛かろうじて人の住まう場所として小さく拓ひらけている。

　森の中の、小さな、人の住まう場所。

　夜になると、何も────明かりも人も何もかも、建物の内に閉じ籠こもって眠ねむってしまう、そんな暗闇に満ちた、森の中のささやかな城じよう塞さい。




「うわっ!!」




　そんな町を通る、ほぼ唯一の幹線道路をトラックが飛ばしていると、突とつ然ぜん前方を照らす強いライトの光の中に人間が照らし出されて、驚いて急ブレーキを踏ふんだ。

「………………!!」

　ひっくり返るのではないかと思うほど車体が傾かしぎ、がりがりと路上を滑すべって停車したが、甲か斐いなくその最中に人体をはね飛ばす、どん、という重い衝しよう撃げきと音をハンドルにしがみつきながら感じていた。

　やっちまった！

　横断歩道も何もない真っ暗な田舎いなか道みちに、急に人がふらふらと飛び出して来たのだ。パジャマを着た老人だ。一いつ瞬しゆんライトに照らし出されたその姿が目ま蓋ぶたの裏うらに焼き付いて、まだ若い運転手は、全身から冷や汗あせが噴ふき出すのを感じた。

　頭の中を、将しよう来らいのことがぐるぐると回る。

　しかしそうしてもいられず、完全に停車したトラックから慌あわてて飛び出して、自分が轢ひいてしまった人の姿を探した。

　トラックの鼻はな面づらは凹くぼみ、ライトの一部が割れている。ほとんど先が見通せない、ホラー映画に出てきそうな墨すみで塗りつぶしたように真っ暗な路上に、ただライトの強い光だけが一いち条じよう伸のびて、彼方かなたの方にある道路脇わきの林を照らしている。

　タイヤを路面で摺すり下ろした焦こげ臭くさい匂においと、エンジンがアイドリングする音ばかりが、暗くら闇やみの中に漂ただよっている。

　そんな中、倒れた人を探して、周りを見回して────立ち尽つくした。

　ライトの光の外で、辛かろうじて照らし出された人影が、薄うすぼんやりと動いていたのだ。ゆらゆらと動く、その人影を一いつ瞬しゆん人間とは思えず、運転手は声を出すこともできずに、その場で一瞬総そう毛け立だった。

「!!」

　明らかに肩かたの辺りが折れたのをぶら下げて、異様に身体からだを傾かたむけた老人が、折れた足首を引きずって歩いていたのだ。そして古いフィルムの白黒映像のように闇の中に沈しずんだその人影は、最初トラックの前に現れたように道路を横断し、ふらふらと歩き去ろうとしていた。

　その光景を見て凍こおりついているうちに、折れた老人は道路を渡りきる。そして対岸の白線があるばかりの歩道と、路ろ肩かたの溝みぞに達すると、そのままその向こうの林に、意思のない機械がそうするように踏ふみ入り始めた。

「お、おい！　あんた……！」

　その時になって、慌てて運転手は声をかけた。

　この異様さに半ば恐きよう怖ふを感じながら、しかし放置もできず、慌てて老人の背中に駆かけ寄って無事な方の肩を摑つかむ。だが摑んだ途と端たん、老人はバランスを崩くずして、林の中から引きずり出されたような形で転倒した。ほとんど反射的に、頭を打たないように支えたが、明らかに折れた片腕うでが人形のように投げ出されて、宙を見る目も虚うつろだった。

「おい、大丈夫か!?　おい!!」

「…………」

　呼びかけに、老人の口が動いた。

　誰かの名前を呼んでいたようだが、聞き取れなかった。

　と、その時、




　がさ、




　と藪やぶを搔かき分けるような音が聞こえて、ぎょっとなってそちらを振り返った。

　見ると、だいぶ離はなれた場所の路ろ肩かたで、パジャマを着た中年男性が虚うつろな足取りで、腕うでの中の老人がたった今そうしようとしていたのと同じように藪やぶを搔かき分けて、林の中に踏ふみ入ろうとしていたところだった。




　………………
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「……つまり、『ラプンツェル』の結末は……神話の、『黄泉よみ巡めぐり』なんです」




　苦しい息の下で、蒼あお衣いは言った。

「子供を産んで死んだ妻つまを悲しんで、黄泉の国に向かったイザナギと、子供を身み籠ごもったラプンツェルをなくしたことを悲しんで、山中異い界かいを彷徨さまよった王おう子じ。神か狩がり屋やさんは……その配役として、自分が黄泉の国に送られるのを期待したんです。自分も配役の資格があることに気づいて、配役として僕ぼくに殺されるようにここに来て……そうでなかったとしても僕にだけは殺されるように、計画したんです」

　奥の間の襖ふすまを閉ざし、薄うす暗ぐらい廊ろう下かに横になって、蒼衣は気き遣づかわしげな表情でそばにいる、笑え美みに向かってそう説明した。

　あの直後、神狩屋はただ「残念」と一言だけ言って、笑美と蒼衣の前から姿を消した。

　神狩屋の行動はすぐさま笑美によって、リカや雪ゆき乃のに伝えられた。

　そして笑美に守られながら、蒼衣は身動きもできずに、膝ひざ枕まくらをされている。緊きん張ちようが崩くずれて足が立たなくなり、心の中の〈断だん章しよう〉が怪かい物ぶつのように蠢うごめいて気分が悪く、神狩屋の行動のショックも胸を圧迫して、もう何をすればいいのかも分からなかった。

　だから……

「この『ラプンツェル』の本質は多分、愛する人のために摑んだ物が間違っていて、結果大切な人を失うという話なんです」

　蒼衣は語ることしか、できなかった。

　痛々しく語る蒼衣に、笑美が言う。

「……寝た方がいいと思うわ。蒼衣君」

「いえ……寝たくないんです。悪夢を見るから」

「そう……」

「だから、話させて下さい。眠ねむらないように……」

　蒼衣の訴えに、笑美は痛ましそうに目を細めて、汗あせの浮いた蒼衣の額ひたいを、ハンカチで軽く押さえる。

　笑え美みは、リカがあちこちに手配した応援の一人だった。

　この町の問題に対応する人手が足りなくなったことと────それから勇ゆう路じがここに来ているということで、かなり早い段階で相談が行き、笑美も勇路の存在が大きく働いてその要よう請せいに応じたということだった。

　このことだけで、すでにリカは勇路を殺すことを躊躇ためらっていないことが窺うかがえる。

　まあそれはともかく、そうして笑美は駆かけつけて、まず始めに〈ロッジ〉へ顔を出したところ、あの光景に出くわしたということだった。

　訪問を知らせもせずにいきなり家の中に忍しのび込んだのは、寸前でリカから言われたため。

　リカは、蒼あお衣いが電話に出ないことに危機感を感じた雪ゆき乃のから連れん絡らくを受けて、そのまま笑美に電話をかけ、注意するように知らせたのだ。雪乃は勇路から神か狩がり屋やについて言われ、疑っていた。その疑いが、リカを通じて笑美に伝わっていなければ、笑美もすぐさま攻こう撃げきになど移らなかったし、ここまで迅じん速そくに蒼衣が助けられることもなかっただろう。

「神狩屋さんが、蒼衣君を、こんなにしたのよね」

　笑美が哀かなしげな表情で、言う。

「それから世話役さんも。この目で見たのに信じられないわ。でも〈悪夢〉をずっと耐えられる人はいないものね。神狩屋さんでも……」

「……」

　奥の間の襖ふすまを閉じたのは笑美だ。見るに堪たえない変わり果てた世話役の姿は隠かくされたが、その気配までは遮さえぎってくれない。

　それに、神狩屋が耐えられなくなった原因は、蒼衣だ。

　それらの事実が、心臓に錘おもりのようにぶら下がって、蒼衣の胸を苦しくする。

「……神狩屋さんは、王おう子じが黄泉よみの国に行ったんじゃないかという解釈に飛びついてました。もう楽になりたくなったんだと思います」

　息苦しい思いで、蒼衣は言った。

「王子も、イザナギも、それから神狩屋さんも、みんな子供ができたことがきっかけで奥さんを失いました。その符ふ号ごうで、自分も配役として死ねるんじゃないかと、神狩屋さんは思ったんだと思います。けど……残念ながら、それは結末であって、本質じゃないんです」

「……」

　神狩屋の悲劇を、笑美は無言で聞く。

「予言された『ラプンツェル』でずっと語られているのは、愛する人のために摑んだものが間違っていたという、たった一つです。

　ラプンツェルのお父とうさんは、奥さんのために魔ま法ほう使つかいの庭の野菜を摑つかみます。王子はラプンツェルを手に入れるためにラプンツェルの髪かみを摑みました。魔法使いの女はラプンツェルに騙だまされていたことを怒おこって、その髪を摑んで切断しました。でもどれも、結局摑む物を間違えていて、その結果として大事なものを失うんです。取り戻すには────冥めい府ふにまで行かなきゃいけない。取り戻せたのは、山中異い界かいを巡めぐり歩いた王おう子じだけです。愛する人の死を受け入れきれてない人だけが、塔とうから飛び降りて、冥府を彷徨さまよう資格があるんです。

　誰もが王子で、王子になれるんです。大切な人を摑つかみ損ねて、その死を受け入れ切れてない人は。そんな人は誰でもこの〈泡ほう禍か〉に取り込まれる可能性があって、病院でたくさん死んでいた人はそんな人です。みんな愛する人を探して飛び降りて、そしてそれでも立ち上がれた人は声をたどって森に行く。でも────取り戻せるなんてもう信じてない神か狩がり屋やさんは、残念ながらもうその資格がありません」

　話しながら、蒼衣の中で次々と符ふ号ごうが繫つながる。歌声に引き寄せられて塔に登った王子。そして携帯の音に導かれて、親友に会うために展望台に向かった玲れい。

　だがそうして、ようやく摑んだ親友の髪かみは切り落とされていた。

　飛び降りようとした玲。展望台の下、塔の下に。黄泉よみの国へ、親友の所に行くために。

　だとすると、病院から姿を消した玲は……？

　どこにいて、何が起こって、何を見るのか？　多くはない情報が、想像で埋うまってゆく。

　増えるのは想像ばかりだったが、しかしその想像が、それほど実態から遠いようには思えなかった。それを疑う理性的な思考は、もう今の蒼衣の中には疲ひ弊へいし尽つくして、ほとんど残っていなかった。

　今の蒼衣にあるのは、ただ直感にまかせて考えることだけ。

　もしも状況が、蒼衣の思っている通りのものだとしたら、この〈泡ほう禍か〉を潜せん有ゆうしていたのは、一体誰なのだろう？

　────玲以外にはあり得ないのだ。

　これほどの符号をなぞった本人以外にはあり得ない。それが結論だった。

　だがいつから潜有していた？　そしていつ、病院を巻き込むほどに狂った？　後者のきっかけは想像がつく。あの展望台からの、一連の〈泡禍〉だ。

　では、いつから？

　いや、いつから潜有していたのかは、実はそれほど問題ではない。

　ただ、〈泡あわ〉が浮かび上がったのは、おそらくそれほど昔のことではない。問題だったのはこの〈泡禍〉について、眞ま守もりか奥さんが〈断だん章しよう〉の持ち主で、それが〈葬そう儀ぎ屋や〉の死によって起こった娘むすめの消失が引き金になって暴ぼう発はつしたものなのではないかと、何となく思い込んでいたことの方なのだ。

　────違う。これは玲に浮かび上がった、独立した〈泡禍〉なのだ。

　多分、両親のどちらかが抱かかえていた〈断章〉によって妹が死に、それによって起こった一連の事件を直接のトラウマにした、玲自身の〈泡禍〉なのだ。

　両親の過去も、事件の根源になっているので、深く〈泡禍〉に影響している。

　だから余計に区別がつかなかったのだ。両親の過去、それによっておかしくなった母親、そして妹の死────そんなことが物心ついた頃から脈々と続いてきた結果の、自分は愛する人の手を摑んで助けることさえできないという絶望が、浮かび上がった〈泡あわ〉によって〈泡ほう禍か〉と化したのがこの事件なのだ。

　だとしたら、もうここまで〈泡禍〉が広がった以上、玲れいを救うのは難しい。

　蒼あお衣いは呆ぼう然ぜんと、しかし思考だけが回り続ける頭で、その推測を確信していた。

　皆に伝えるべきか？　特に解決に向かった雪ゆき乃のに。しかし本当に伝えていいのか？　ほとんど情報のない中で考えた無む根こん拠きよな確信などで、玲の生せい殺さつを決めて、本当にいいのか？

　家族を救おうと必死になっていた、眞ま守もりの思いを踏ふみにじっていいのか？

　眞守たちに償つぐないに来たはずの、蒼衣が？

　そんなことが許されるのか？

　蒼衣は、許されるのか？

「………………」

　鬱うつ々うつと言葉少なになってゆく、蒼衣。

　苦悩。そして頭の中を巡めぐり続けている想像に基づくその苦悩の他ほかに、もう一つ蒼衣には懸け念ねんがあった。

　────神か狩がり屋やに配役の資格がないのなら、残った予言の対象は？

　死から救えなかった愛する者に縛しばられて、冥めい府ふを彷徨さまよう者は？

　考えるまでもなかった。

　ずっと証しよう拠こは、ここにあった。

　横たわる蒼衣の、ひどく暗い視界の端はしに、ずっと見えるものがあったのだ。影が落ちたような視界に映る、さらに翳かげって沈しずんで見える廊ろう下かの端に、蒼衣がこうなってからずっと────白い靴下を履いた葉耶の足が立っていたのだった。

　笑え美みは気づいていない。見えていない。

　ただ蒼衣の視界の中だけに、蒼衣が視線を上げるのを待っているかのように、華きや奢しやな足が二本、ずっと立っている。

　話でもしていなければ、注意が引き寄せられていきそうだ。

　話をやめて、蒼衣の意識がそちらに向くにつれて、視界の影は少しずつ濃こくなり、足の気配もだんだんと濃のう密みつになってゆく気がする。

　まずい。

　まずい。

　だが、もう話をするための言葉が、見つからない。

　もしも蒼衣がこの気配に負けた時、蒼衣の〈断だん章しよう〉は引きずり出されるだろう。その確信がある。さらには蒼衣だけでなく、ここにいる笑美も────もしかしたら他ほかの人も────犠ぎ牲せいになるかもしれない。

　何があるか、見当もつかない。

　蒼あお衣いは必死で、もう祈いのることしかできない。




　────許して……




　願った。

　許しを請こうた。




　────来ないで……




　何も知らない笑え美みが気き遣づかわしげに見守る中、蒼衣は孤独に、ただ必死に視界の端はしに立つモノに、心の中で抗あらがい続ける。




　………………
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「……そう」




　短い返事をして、通話を切った雪ゆき乃の。

　そうした雪乃は、淡たん々たんとした声色の返事に反して、今にも携帯を地面に叩たたきつけるのではないかと思うほどの怒いかりに満ちた表情で、強く携帯を握にぎり締しめている。

　笑美からの、〈ロッジ〉で起こったことの、事情説明の電話。

　ただ怒いかりは電話の内容に対してではない。雪乃はやり場のない怒りと苛いら立だちを全身に纏まとって、背後の空を、睨にらむように振り仰あおぐ。

「………………」

　背後の、黒々と聳そびえる山を。

　今、雪乃は林にいなかった。降りてしまったのだ。

　雪乃の怒りは、今ここにいる自分、そのものが原因だった。雪乃は、今まさにこの林の中にいるはずの、救いに来た被害者を見捨てて、引き返そうとしていたのだ。

　自ら決断して、そうしようとしていた。

　そして、すでに雪ゆき乃のはそのことに苛いら立だっていたが、今の電話によって、その苛立ちが怒いかりとして頂点に達した。

　半はん信しん半はん疑ぎだった神か狩がり屋やへの疑念が、事実になったことへの怒りもある。だがそれ以上に、雪乃が苛立っていたのは、状況を全すべて吞のみ込んだ上で、自分が〈騎き士し〉としての役目よりも蒼あお衣いへの心配を取ったのだというその事実に対してだった。

「……」

『ふふ、〈騎士〉に見捨てられた被害者は悲ひ惨さんだわ。知ってるわよね？』

　無言の雪乃に、風かぜ乃のの亡ぼう霊れいが暗くら闇やみから囁ささやいた。

『助かったかも知れない人たちが、今まさにこの森の中で死んでるかもしれない。あなたは助けに行く必要のなかった〈アリス〉のために、助けられたかもしれない無む辜この人々を、何人も死なせたのよ』

「うるさい……！」

　嬲なぶるように言う風乃に雪乃は、沸ふつ騰とう寸前の押し殺した声で、耳元の亡ぼう霊れいに吠ほえる。

『うふふ、責めてないわ。大切なものって、そういうものよ』

　風乃は夜の中に身を引いて、楽しそうに笑う。

『誰もが持ってる大切なものは、そのために自覚的無自覚的に他ほかのものを犠ぎ牲せいにして、その屍しかばねの重さでどんどん重くなっていくのよ』

　そしてくすくすと笑いながら、雪乃の正面へ向けて、ゆっくりとした動作で歩いて、雪乃の顔を覗のぞき込む。

『それで気づいた時には……もう重くて、両手から下ろせなくなってるの』

「……」

『両手が塞ふさがって、そのせいで他のものに手を伸のばせずに、また犠牲にしてしまって……その屍でまた重くなるの。ずっとずっと続くのよ。結末が来るまでは。手が痺しびれて何も感じなくなるか、その苦痛が快感になるか、重さに耐えかねて放り棄すてるか、重さに潰つぶされて死に至るまでね』

「……」

『〈アリス〉は、それほど重くなったの？　あなたが両手に抱かかえるくらい』

　雪乃は何も言わずに口を引き結び、くすくす笑う風乃から顔を背そむけた。

　そして髪かみと衣装を翻ひるがえして身を返すと、たったいま出てきた林の入口がある元来た道へと、大おお股またに戻り始めた。

『どこへ行くの？』

「……足手まといの方は、もう大丈夫なんでしょ？」

　風乃の問いに、雪乃は押し殺した冷たい声で答える。

「だったら戻るわ。決まってる」

　そう言い放って振り切るように歩くが、そんな背中に、風かぜ乃のが言葉を投げかける。

『本当に、大丈夫だと思う？』

「……」

　どうせいつもの揺ゆさぶりだろう。

　そう思って無視しかかった雪ゆき乃のだったが、風乃の言葉の続きを聞いた途と端たん、立ち止まらざるを得なくなった。

『〈アリス〉の〈悪夢〉、危ないわよ。ここに来る前からずっと、小さな女の子がそばに立ってたもの』

「!?」

　振り返った。思わず目を見開いていた。

「どういうこと!?」

『そのままよ。神か狩がり屋やさんの〈断だん章しよう〉のせいで壊こわれかけてるんじゃないかしら』

　詰きつ問もんした雪乃に、風乃はこともなげに答える。怒いかりが湧わいた。今まで心の中に渦うず巻まいていたあの怒りとは、別の怒りが。

「……黙だまってたわね!?」

『あら、私は教えた方がいいか確認したわよ？』

　答える風乃の、悪意に満ちた笑み。

『私は言ったわよね？　気になる男の子の様子は聞きたいかって。聞かなくていいって言ったのはあなたよ？　雪乃』

「っ……！　この……!!」

『まあ、もう「神狩屋さんクロマク」は逃げたんでしょ？　雪乃に何ができるの？』

　戻りかけた雪乃に、うっすらと笑った顔の風乃が言う。

「……っ!!」

　雪乃は音がするほど奥歯を嚙かみ締しめ、血ち塗まみれの包ほう帯たいを巻いた左手を、傷口が痛むほど強く握にぎり締めて────怒りの炎ほのおで自分を焼きそうなほどの凄すさまじい表情をして下を向き、その場にただ立ち尽つくし────




　………………







　　　　２




　……そして〈騎き士し〉に見捨てられた、森の中。




「う……」




　何も知らないまま、眞ま守もり玲れいは真っ暗な藪やぶの中で、痛む身を起こした。

　地面に突ついた手のひらが、草とも枝とも知れないものを押し潰つぶして、葉や茎くきが刺ささる。そんな腕うでに体重を預けて、上半身を支えるまではしたが、しかし目が痛くてどうしても開けられず、自分の状態を確認することができなかった。

　目が痛い。血が入ったようで、開けていられない。

　元々傷のせいでほとんど開けられていなかったが、今は薄うす目めさえ、もう無理だった。

　ざらつく目の痛みに、あとからあとから涙なみだが出る。しかし目に入る血も止まらず、目を思わず拭ぬぐいかけたが、傷のある目ま蓋ぶたと地面に突いた手ではそれも叶かなわず、今はどうしようもないままに、目の開かない顔を上げて身を起こすことしかできなかった。

「うっ……く」

　起き上がるために力を入れた身体からだは、腕うでも足も胴どう体たいも痛かった。

　ぶつけた痛みと擦すり傷の痛み。藪やぶだらけの斜しや面めんを転がり落ちて、灌かん木ぼくに引っかかって止まったようで、身を横たえた地面は、斜ななめだった。

　薄うすいパジャマではあまり守りにならず、擦こすったらしい肘ひじや膝ひざが火傷やけどのように痛む。

　打ち身もあちこちにある。だがそんなものは、今は問題ではなかった。

「あっ……あの……！」

　呼びかけようとして、あの少年の名前さえ知らないことに気づいた。

　その事実に愕がく然ぜんとする。お母かあさんを追って、あの携帯の音を追って、あまりにも必死だったので、そんなことさえ頭から抜け落ちていたのだ。

　見えないまま、慌あわてて周りに手をやる。斜面に座ったまま宙を探った手は、ただ周りをぐるりと囲んだ藪と下した草くさに、延えん々えん触ふれ続けるばかりだった。

　周りに頼れるものは、何もなかった。

　誰もいない。耳を澄すましても、音も何も、聞こえない。

　少なくとも近くには、誰もいそうもない。どれくらい落ちたんだろうか。あの少年と、どれくらい離れてしまったんだろうか。

　見つけて、くれるだろうか？

　玲をここまで連れてきてくれた乱らん暴ぼうでぶっきらぼうな、だが親切な、あの少年は。

　いかにも成り行きで、いかにも迷めい惑わくそうだった、名前も知らないあの少年。そこまで期待するのは無理ではないか？　会ったばかりで、互いの名前も知らない相手を、危険な斜面を降りてまで助けに来てくれるのを期待するのは、虫が良すぎるんじゃないか？

　だとしたら……周りに頼れるものは、本当に何もなかった。

　どうしよう？　こんな普通に歩くのも難しそうな場所で目が開かないんて、お母さんを見つけるどころか、自分一人が帰ることも怪あやしい。

　もしもこのまま目が開かなかったら、間違いなくそうなる。ひょっとするとこの林の中から出ることができずに、誰にも見つけられないまま、死ぬまで藪やぶの中ということになるかもしれない。

　……急に、怖こわくなった。




「だっ……誰かっ!!」




　頭の中と心の中に冷たいものが広がって、見えもしない目で周りを見回して、人を呼んで声を上げた。

　しかし返事は、どこからもない。ただ自分の声が、藪の虚うつろの中に消えただけだ。

「あのっ、助け……!!」

　斜しや面めんの上に向けて、叫ぶ。

　しかし聴ちよう覚かくの先に続いている林の静けさは、答えを返さない。

　聞こえていないのだろうか？　どうしよう。ひょっとしたら、もう上からは助けられない所まで落ちてしまったのかも知れない。

　静せい寂じやく。

　孤独。

　動物も、人間も、そして植物自らも含めた全すべての有機物と命を食い尽つくして、土に還かえしてしまいそうな、強い草の臭においと、森の静寂。

　そんなものが漂ただよう藪の中に座り込んで、一人。

　目が見えないまま一人。心の中で、焦あせりが、静寂が、どうしようもなく加速を始めて、呼吸と鼓こ動どうが早くなる。




　────の……登らなきゃ。




　そんな思いが、頭の中に一杯になった。

　見つけてくれるところまで戻らなきゃ。せめて声が聞こえる場所まで。

　体を起こして膝ひざ立だちになり、手探りをして斜面の上へ。藪を探って下した草くさを摑つかみ、下草の下の土に爪つめを立てて、目が見えないままに、斜面を這はい上がり始めた。

　手に擦すり傷ができ、膝の擦さつ過か傷しように、下草だらけの地面がパジャマ越しに刺ささる。腕うでや胴どう体たいの打ち身が、体に力を入れるたびに、ずきずきと痛み、骨まで響ひびく。それでもここにはいられないという思いで、必死になって這い登る。手には草と地面の感かん触しよくばかり、耳には藪を搔かき分ける音ばかりで、目は涙なみだと血が流れ続け、口からは苦く悶もんと肺から絞しぼり出される激しい息いき遣づかいが、漏もれ続けるばかり。

　だが這はい登る斜しや面めんは、だんだんと勾こう配ばいを強くしてゆく。手の傷もだんだんとひどくなり、爪つめの間に、土とも削そぎ取った植物とも知れないものが入って、だんだんと手は限界に近づいてゆく。腕うでも、だんだんと力が入らなくなってゆく。目が見えないせいで何度も斜面を摑つかみそこね、滑すべり落ちないのが精一杯で、だんだんと前に進まなくなってゆく。

　駄だ目めだ。どうしよう。頭の中で思う。

　このままだと、お母かあさんがいなくなってしまう。

　追いつけない。どうしよう。

　私はどうなるんだろう。目から、血が入った痛みによるものではない別の涙なみだが、ぼろぼろと溢あふれ出す。

　急がないと。もっと急がないと。

　だがそんな焦しよう燥そうの中で摑んだ藪やぶが、体重を込めた途と端たんに、ぶちぶちと引きちぎれた。

「あっ！」

　途端に体が放り出され、音を立てて草だらけの斜面を滑すべり落ちた。手に、腕に、顔に、それから捲めくれ上がったパジャマから露ろ出しゆつした胴どう体たいに、がりがりと藪が傷をつけて、また再び斜面の下の藪の中に、砂袋のように転がってようやく止まった。

　草の臭においが、強くなった。

「う……」

　そんな中で、再び起き上がろうと手を動かし、救いを求めるように、上へと差し上げる。

　心の中では起き上がろうとしていたが、振り絞しぼる体力が、そして何よりも気力が底を突ついていた。起き上がらなければと心は焦あせるが、また振り出しに戻ったところから這い上がらなければならないという事実が、絶望として心身を侵おかしていた。

「うう……」

　差し上げた手は、ただ、救いを求めるだけ。

　起き上がる力は、体の中にも心の中にも、一片も湧わかなかった。

　涙が出る。目は痛み、なおも開かない。差し上げた手も傷だらけで痛みを発し、八はつ方ぽう塞ふさがりである事実が、痛みと共に身と心に刻まれる。

　もう駄目だ。

　誰か。誰か助けて。

　お母さん、どこにいるの？

　助けて…………お父とうさん……

　そして、差し上げた手からも力が抜けて、落ちかかった、その時だった。




　がし、




　と落ちかけた玲れいの手を、力の強い手が、しっかりと握にぎって支えたのだ。

「!!」

「大丈夫か!?」

　お父とうさんの、声。

　聞いた瞬しゆん間かん、心の中に、奈な落らくにも似た安あん堵どと、豪ごう雨うのような感情が巨きよ大だいな穴を開けた。

「……お父さん!!」

「ああ。お父さんだ」

　泣きじゃくって、その手を握り返した。傷の痛みなど無視できた。歓かん喜きとも悲ひ嘆たんともつかない入り交じりの感情が胸の中の空くう洞どうで濁だく流りゆうになり、決けつ壊かいした。

「お、お父さん、お母かあさんが！」

　途と切ぎれ途切れに言う玲れいの言葉に、お父さんが答える。

「ああ、分かってる。行こう。立てるか？」

　目が見えず、道もない、真まっ暗くら闇やみの中に見えた希望の光に、玲は縋すがり付く。縋り付いて立ち上がる。

「うっ……うん、大丈夫……がんばる」

「よし」

　苦労して立ち上がった玲に、お父さんは言った。

　希望が、力が湧わいた。もう少しなら頑がん張ばれる。きっと頑張れる。

　力強く、お父さんが、玲の手を引いた。

「行くぞ。お母さんの所へ」

「うん」

　相変わらず目は開かなかったが、その目を嬉うれしさと安堵の涙なみだで一杯にして、玲はまた森の中を進み始めた。




　お父さんに、手を引かれて。




　　　　†




「………………」




　眞ま守もり大だい輔すけは、森を見下ろしていた。

　長くこの町で営業をやっていた眞守は、この森の高台に建てられた廃はい墟きよが、まだとある企業が所有している生きた宿泊施設であった頃から知っていて、別の入口が迂う回かいした場所にあることも知っていた。

　徒歩で斜しや面めんを上がる『裏うら口ぐち』ではなく、高台へ上がる車道が伸のびた『正面口』をだ。そしてその正面口に向かう、舗ほ装そうはされているものの整備する者のいなくなった私道の途と中ちゆうに、廃はい墟きよと森を見下ろせる場所があり、眞ま守もりはそこまで歩いて来たのだ。

　この小さな森の中に、妻つまの携帯の音は入っていった。

　目の見えない妻が険しい裏うら道みちへ。本来ならそのまま裏道を駆かけ上がって止めるところだが、今は止めるどころか、追いつける気もしなかった。

　なぜなら自分もこの荒れた道に耐えられるほど、まともに目が開いていなかったからだ。そして山に入っていった妻は、異様な『手』に引かれているという、どう考えても明らかに、まともとは言えない状態だったからだ。

　すぐにでも駆かけつけたかったが、それでは駄だ目めだということを眞守は知っていた。

　頭や顔に張り付いたガーゼと痛み。すでに眞守はあの『手』に真正面から挑いどみ、為なす術すべもなく破れた覆くつがえしようのない記き憶おくがあった。

　だから必死で考えて、先回りすることにしたのだ。あの斜面の道は狭せまくて険しくて蛇だ行こうしているため、宿泊施設に行くとすれば、こちらに回った方が確実に早かった。

　そうして眞守は、ほとんど薄うす目めのような状態で、視界が完全に利かないまま、裸足はだしの足で頑がん張ばって走った。だがそうするうちに、夜の暗さにも、目ま蓋ぶたの腫はれにも目が慣れてきて、不完全ながらも目が開いて、チェーンが差し渡されただけの私道の入口に辿たどり着いた頃にはかなり視界はまともになっていた。

　だが。

「……くそ、無理か」

　坂になった私道を登って斜面を見下ろせる位置に来たが、林は真まっ暗くら闇やみで、ろくに視界が通らなかった。

　錆さびたガードレールの向こうに広がる、そう大きくもない林は完全に真っ暗で、見えるのは林の外側の町並にぽつりぽつりと見える、数少ない街灯や常じよう夜や灯とうの明かりばかりだった。

　小さな林はただ、視線を吸い込むように、広大に暗い。見つめ続けていると、ガードレールの向こうに体ごと吸われて、引っ張り込まれてしまうのではないかと、そう思えてくる、ただ延々と深い闇。

　意識が、感覚が、持って行かれそうだ。

　そしてそう感じた時、こうして暗闇を見つめている自分の周りが、この田舎いなかの夏の夜としてはあり得ないほどの静せい寂じやくに満ちていることにふと気がついて、不意に眞守の全身と意識の中に今までとは違う怖おそれがじわりと広がった。

　あまりにも、異常に静かなのだ。虫や蛙かえるといった、いつもなら喧やかましいほどに聞こえる生き物の声が、全く聞こえないのだ。

　死んだような、夜。

　死に絶えたような、静せい寂じやく。

　耳鳴りさえも起こらない、ただ五感を吸われるような。

　しん、と広がる静寂が、見渡す限りに重く沈しずんで広がっている。

「………………」

　心に、じわりと焦あせりがのしかかった。

　先回りは間違ったのでは？　自分の身の危険と、そしてそれ以上に妻つまを失うかも知れないという怖おそれと焦りにかられて、諦あきらめきれずに暗くら闇やみに目を凝こらす。

　だが林は塗ぬり潰つぶされたようにただ黒く、何も見えない。見えるのは、曇って星明かりさえ見えなくとも林よりは明るい、濃こい灰色をした夜空を背景に、黒々と木や廃はい墟きよの輪りん郭かくが鬱うつ蒼そうと見えるばかりだった。

　だが、その時だ。

「……ん？」

　暗闇を泳ぐ眞ま守もりの視線が、不意に、その森の輪郭の中に妙みようなものを見つけた。

　何かが動いていた。廃墟のシルエットの上で。

　それは最初、何かが風に揺ゆれているように見えたのだが、風もないこの空の下の停止した空気の中では、たなびくように動いているそれは、いかにも不自然だった。

「…………」

　不ふ審しんに思って、目を凝こらした。

　目を凝らすうちに、小さく見えるそれの細部が、だんだんと見え始めた。




　それはゆらゆらと揺れていた。

　廃墟の屋上にいる、人間の手に見えた。

　手を上げて振り、誰かを呼んでいるように見えた。

　手を────それは屋上一杯に無数の手を上げて、びっしりとカビのように揺ゆらしながら、誰かを招いているように見えたのだ。




「…………………………!!」

　見えた瞬しゆん間かん、ぞっ、と背せ筋すじに悪お寒かんが駆かけ上がった。

　長さも大きさもでたらめで不ふ揃ぞろいの、無数の腕うでが廃墟の屋上に密集して、指を一杯に広げて蠢うごめき、へらへらと揺れていた。

　それらは指のように菌きん糸しの枝を咲かせた黴かびにも見え、あるいは奇き怪かいな食虫植物の触しよく腕わんにも見えた。そしてゆらゆらと揺れるそれらの間には、黴の胞ほう子しの塊かたまりとも何かの実ともつかない鈴すず生なりの状態で、無数の人間の頭が、腕に合わせてざらんざらんと揺れていたのだった。

「な……なんだ……あれは……!?」

　あまりに異様な光景を目まの当たりにして、胸に動どう揺ようが広がった。

　心臓が溶とけそうな動揺を胸の中に感じつつ、その廃はい墟きよの上の異様なシルエットを見つめたまま、ガードレールに触ふれながら、焦あせった足取りで廃墟の方へ進んだ。

　どれだけ見つめても、見直しても、その光景は消えない。廃墟に近づくにつれて、その姿を大きくはっきりさせ、やがてはその無数の指の一本一本を、それから首の骨がないかのようにざらざらと揺れる無数の頭と、それらの間で糸を引いているかのように絡からまって伸のびる髪かみの毛の様子まで、見てとれるようになった。

　消えない。幻覚などではない。

　さらにはそんな屋上から幾いく本ほんもの腕うでと髪の毛が垂たれ下がり、足下の森へと長く伸びている様子さえ、黒い影として確かに見える有様だった。

　そんな森に再び目を向けたが、やはり森は、闇やみに沈しずんで静かなまま。ただその森の外側の、ぽつりぽつりと見えていた常じよう夜や灯とうの明かりに、うっっすらと照らされて、人が歩いているのが見えた。

　寝間着の老人が、何者とも知れぬ長い手に手を引かれているのが。

　森へと向けて、闇の中へ、とぼとぼと、歩いているのが。

　それは病院を抜け出した、妻つまの姿と明らかに重なった。ぎょっとして町の様子を見ると、あちこちの明かりの中に、一人、また一人と、同じような人間の影が歩いて森に向かう姿を闇を見るのに慣れた目が、ぽつりぽつりと捉とらえ始めた。

「なんだ……？　なんなんだ……おい……」

　口が、正気を保つために、呟つぶやく。

　引き攣つった顔で呟き、見つめながら、ガードレール沿いに、次々と移動する。

　ガードレールに手を突つきながら、半ば走っている眞ま守もりの頭の中に激しい混乱が回る。

　一体何が起こっているんだ？　闇に沈んだ町を見て、ただ分かるのは、町の人間が次々と、何かに手を引かれて森に向かっているという事実。

　何だ？　どうなってる？

　走りながら、混乱しながら、森を、廃墟を、何度も見る。

　蠢うごめく手が生はえた廃墟を。みんなあれに向かっているのか？　あれは何だ？　あんな不ぶ気き味みなものがある場所にみんな向かっているのか？　何のために？　それともみんな、あの異常なものが見えていないのか？

　見えて……ない？

　そこまで考えた時、眞守は気がついた。

　目が見えていない自分の妻も、今まさにここに向かっているのだ。

　いま起こっていることは、ただ一つ、それだけだったのだ。これが何なのかはとてもまともに理解できなかったが、眞ま守もりはただ一つだけ、必要なことだけは完全に理解した。

　妻はきっと、あの廃墟に向かっている。

　だとしたら眞守の思うことは、ただ一つだ。

「……！」

　混乱も恐きよう怖ふも吞のみ下し、眞守は廃はい墟きよに続く道の先へ、きっ、と顔を上げた。顔はまだ、引き攣つったままだったが、戸と惑まどいだけはもうなくなり、今度は完全にガードレールから手を離し、道の先を見み据すえて走り出した。

　やや勾こう配ばいは強いものの、道みち幅はばも十分な、舗ほ装そうされた山道を。

　片側が森で、片側がガードレールの、明かりもない荒れた道を、走って廃墟へと向かう。

　走る足の衝しよう撃げきが伝わり、顔や頭の傷が痛んだ。辛かろうじて塞ふさがっていた傷が開いて、血がこめかみを伝い始めたのを感じたが、眞守は荒い息を吐はいて、歯を食いしばってただ先へと進んでいった。

　眞守の中にある思いは、ただ一つだった。

　廃墟に妻つまが向かっているのなら、行かなければ。助けなければ。

　自分が助けられるのかは、もう関係がなかった。自分しかここにはいないのだから、間に合うのは自分しかいない。それ以外になかった。

　妻も目が見えていれば、あんな場所に行くはずがない。

　しかしこうなったからには、目が見えている自分が助けるしかない。

　だが、眞守は知るよしもなかった。

　ここで目が見えて、また他ほかの要因もなく廃墟の〈異い形ぎよう〉を認識できている時点で、眞守は己の〈断だん章しよう〉の存在によって、すでに〈泡ほう禍か〉の害が不完全になっているという事実に気がついていなかった。

　今や〈騎き士し〉に見捨てられたこの森で、眞守は。

　何も知らないまま、『家族の長』という名の〈騎士〉として、孤独な、そして絶望的な戦いに身を投じることを決定したのだ。

　眞守は息を切らせて、私道を駆かけ上がる。向かう先には、今まさに何かが飛び出して来そうな闇やみが延えん々えんと現れるばかりだったが、やがて道が急激に拓ひらけ、林に囲まれて荒れ果てた駐ちゆう車しや場じようと、ビジネスホテル風の宿泊施設が閉へい鎖さされた後の、八階建ての廃墟が姿を現した。

「………………！」

　閉鎖されてから、初めてここに来た。

　しかしどうなっているのか判別できるほどの明かりはなく、ただ真っ暗な空の下に、真っ暗な廃墟が巨きよ大だいな墓ぼ石せきのように四角く聳そびえ立っているだけだった。

　そして────




　ずる、




　と林に面した裏うら手ての壁面に、細長く伸のびた無数の『腕うで』が、蔓つる植物の棚たなのようにびっしりと屋上から垂たれ下がっている影。

　まるで屋上から溢あふれかえった腑はらわたのようにも見える、生なま々なましくおぞましいその無数の紐ひも状じようの影は、毛糸からほつれた糸のように無数の髪かみの毛を絡からみつかせ、そして藤ふじ棚だなから下がる藤の実のようにあちこちから髪の毛を絡ませた人間の頭を、ぶらぶらと実らせていた。

　一面の壁を、長く引き伸ばした人間の腕うでと、髪の毛と、人間の頭の混合物が覆おおっていた。それは眞ま守もりの目には、やって来た人間を引きずり込んでこの中に取り込んでしまう、おぞましい肉食性の罠わなにしか見えなかったが、蒼あお衣いならば、また別の感想を抱いだいただろう。

　まるで────ここにやって来る人が求めている、どんな顔と手と髪の毛でも用意しているみたいだ、と。

　ただ、どんな表現をしようとも、目の前に聳そびえ、広がっている、この気の狂いそうな巨きよ大だいな光景は、同じだ。

　それを見上げ、怖おそれとおぞましさに押し潰つぶされそうになりながら、眞守は廃はい墟きよに近づいてゆく。裸足はだしの足が、ざらついたアスファルトを踏ふみ、全身の肌はだに、走って来たことによるものとは別の汗あせが流れ始める。

　だが眞守の足は止まらない。

　眞守は家族を守らなければならないのだ。

　もう二度と、愛するものが失われることがないように。

　眞守にとってそれが全すべてだった。普段身を粉こにして働いているのも、〈ロッジ〉の連中と付き合っているのも、下の娘むすめが死んだ時にそれがまともでないと知りながら〈葬そう儀ぎ屋や〉を頼ったのも、全てそのためなのだ。

　眞守はそのために、自分にできることならどんなことでもするつもりだった。

　例え、目の前に気が狂いそうな光景が広がっていても。

　ここに妻が来るのならば、眞守は行く。

　そして眞守は、大きな合板で塞ふさがれた正面玄げん関かんを横目に、廃墟の側面を抜けて、あのおぞましい影が広がる裏手へと足を踏ふみ入れた。




「!!」




　だがそこで眞守は、想像していなかった光景を見た。

　廃墟の裏には、人間がいたのだ。

　一人や二人ではない、たくさんの人間。そのほぼ全てが寝ね間ま着きを着て、ろくな履はき物も履いていない老人を中心とした人たちが、どう少なく見ても十人以上、今まさに森を踏ふみ分けてここまでやって来た風ふ情ぜいといったぼろぼろの姿で、廃はい墟きよ裏うらの庭とも呼べない荒れ果てた空間にてんでに座り込んでいたのだった。

「あ……」

　そしてそこは、ある種の地じ獄ごく絵図だった。

　廃墟の裏には、屋上から壁を垂たれ下がってきている、あの『引き伸のばした人間の手と髪かみの毛と頭で作った天糸瓜へちま棚だな』のような、吐はき気を催もよおすおぞましいカーテンが地面に到達して、拡ひろがっていたのだ。

　それらは気の狂った西瓜すいか畑のように地面に拡がり、熟じゆくし崩くずれた果実を思わせる胸の悪くなる甘あまい腐ふ敗はい臭しゆうを発していた。そしてその中から無数の紐ひもを張り巡めぐらせたかのように、たくさんのあの『手』が長く細く引き伸ばされて、森の闇やみの中へと伸びて消えていたのだ。

　そして、その光景の中で────人々が、座り込んでいた。

　彼らはこの場所へと、それぞれ釣つり上げられた獲え物もののように連れてこられた人間に間違いなかったが、しかしその誰もが一人の例外もなく歓かん喜きや安あん堵どの表情を浮かべて、あの天糸瓜棚から伸びた黴かびの菌きん糸しのような手や胞ほう子し囊のうのような頭に縋すがり付き、抱だきしめ、あるいは抱きしめられて、座り込んでいたのだ。

　中には嬉うれし涙なみだを流している者もいる。口づけする者も。

　ただ、その誰もが例外なく、目に怪け我がをしているか、さもなくば現実を見ていないような虚うつろな目で、おぞましい『手』や『頭部』と抱ほう擁ようし合っていたのだった。

　もしも見えていたら、あんなおぞましいモノに触ふれることも、語りかけることもできはしないだろう。明らかに人間のものではない腕うではもちろん、そこに鈴すず生なりになっている頭も、まるで用を為なせばいいとばかりにいい加減な造ぞう作さくをしていて、どれもが皮を剝はいだ死体の頭のようにぽっかりと目と口の空くう洞どうを開けているだけの物体だったのだ。

　だが皆、それに呼びかけ、あるいは口づけして、歓喜している。

　まるで何十年も生き別れになって、諦あきらめていた人間と、再会したかのようだ。

　それはまさに、ある種の地獄絵図としか言えなかった。

　その中でも最も痛ましいのは、まだ十歳さいにもなっていないであろう両目の潰つぶれた男の子が、母親を呼びながら、白い『手』を摑つかんで壁を這はい登ろうとしている光景だった。

「………………これは……！」

　眞ま守もりは、その光景を前に、吐はき気さえ覚えて立ち尽つくした。

　あまりにも痛ましい光景。そして同時に妻の身に起こっていたあの異常な現象の全すべてを、このときようやく理解した。

　妻は、この偽にせ物ものの集積体から現れた偽物の娘むすめの『手』に引かれて、ここに連れ去られようとしていたのだと。

　妻の病室で見て、この怪け我がを負わされたあの『手』は、まさにこれだったのだと。




「………………！」




　だとしたら────これこそが、『敵』だ。

　今の眞ま守もりの家庭が陥おちいった不幸の、これこそが元げん凶きようだ。

　殺意が湧わいた。せめて車があればガソリンでも持ち出せたのだが。

　眞守は周りを見回して、入口や窓を塞ふさいでいた資材の余りと思われる古い角材を見つけて拾い上げると、据すわった目をして進み出て、手近にあった『頭』に向けて思い切り角材を叩たたきつけた。




　ぼしゃっ、




　と鈍にぶい音を立てて頭が潰つぶれ、目と口を模もした丸い穴から、どっ、と果か汁じゆうのように薄うすまった色の血が噴ふき出した。びしゃびしゃと音を立てて地面に血が滴したたり落ち、『頭』は潰れた葡萄ぶどうの実のように、ぐんにゃりと力なく変形して髪かみの毛の先にぶら下がった。

「くそ……！」

　その光景はただ汚きたならしく、一いつ矢し報いてやったという爽そう快かい感かんもなかった。その有様に、眞守は不快と共に怒いかりを感じて、他ほかの『頭』に打ちよう擲ちやくを加えようと、角材を構えて、周りの狂きよう的てきな光景を見回した。

　そして、見回した先に。




　がさ、




　と今まさに森の中から、『手』に引かれた人影が一人、この空間に現れた。

「!!」

　そしてその人影を見た瞬しゆん間かん、眞守はその場に凍こおりついた。目を怪我して手を引かれ、ここに姿を現したのは、他でもない、眞守の上の娘むすめ、玲れいだったのだ。




「玲!?　お前……」




　思わず呼びかけたが、玲には聞こえていないようだった。

　玲はふらふらと手を引かれてこの空間の真ん中に進み出て、そうするうちにも次々と玲へ向けて新たな『手』が伸のばされて、玲はその手を嬉うれしげに取った。

　そしてこぼれた納なつ豆とうの粒つぶが糸を引くように、髪かみの毛でぶら下がっている『頭』の塊かたまりの前へ案内されてゆく。そして玲れいは、眞ま守もりの目の前でそれら不ぶ気き味みな『頭』に手を伸のばして────嬉うれしそうな声で、ぽつりと呼びかけたのだ。




「────湖乃美……！」




「！」

　娘むすめが何を見ているのか、その瞬しゆん間かんに、理解した。

　よせ。目を覚ませ。だが言葉が出ない。心の中で訴える。




「────お母さん……！」




「…………！」

　顔を血だらけにした玲は、目を閉じたまま、もう一つの『頭』に呼びかける。幸福そうに手を伸ばす。その手に、『手』が指を絡からめる。

　やめろ……！　目を閉じられないまま、眞守はその光景に心の中で叫さけぶ。

　冒ぼう瀆とくだ。これは冒瀆だ。

　家族への冒瀆だ。幸福への冒瀆だ。

　冒瀆的光景の中で、玲はもう一つの頭に、見えない目を向ける。

　やめろ、よせ！　しかし玲は、その閉じられた目から。

　血の混じった、涙なみだを流して。

　よせ……！

　ぽつりと、呼びかけた。




「────お父さん」




　それを聞いた瞬間、眞守はその冒瀆に、

「やめろ!!」

　と耐え難い絶ぜつ叫きようを上げて、玲が手を伸ばしていた『頭』に駆かけ寄って、手にしていた角材を力の限りに振り下ろした。

「!!」

　角材がめり込む一いつ瞬しゆん、その『頭』の横顔が見えた。

　その一瞬、その顔は、あの空くう洞どうの目と口をした塊かたまりではなく、たったいま角材を振り下ろした自分の顔────眞守自身の顔、そのものに見えた。




　ぼしゃっ、







　　　　３




　──────────




　お父とうさんが、手を引っ張りながら声をかけてくる。

　うん、大丈夫だよ、とぜいぜい息をしながら答えるが、でも噓うそではない。

　玲れいの心は、心強さで一杯だった。だから平気だ。例え目が開かなくても、険しい山道でも、平気だった。希望があった。




　──────────




　お父さんが、力強く言う。

　本当に？　もう少しで着く？　でも根こん拠きよがなさそうだ。励はげましているだけだろうか。

　でもいい。乗ってあげる。玲は、無理に笑顔を作るが、苦ではなかった。こんな気持ちは久しぶりだった。

　目が開かないまま、藪やぶの中を進む。

　斜しや面めんを力強く引っ張り上げられて、頑がん張ばって、這はい上がる。

　延えん々えんと、目が見えないまま森の中を行く。今どこにいるのかも、いつまで続くのかも何も分からなかったが、お父さんの声に導かれて歩いている限り、何の不安もなかった。

　ただ、お母かあさんの元へ。

　それだけだ。どこに向かっているのかという、具体的なところは全く分からなかったが、平気だった。確信があった。

　確信のままに、導かれて、進む。

　恐おそろしいまでの静せい寂じやくの中に、藪やぶをかきわけ、斜面を踏ふみしめる音と、自分の呼吸の音ばかりが延々と聞こえる。

　それから、お父さんの声が。




　──────




　うん、ありがとう。大丈夫。頑張るから。

　そして、そうしているうちに、険しい斜しや面めんは再び獣けもの道みちになった。どうやら、道に戻れたらしい。そのことにも力づけられて、玲れいはまた活力を得て、黙もく々もくと疲労や痛みに耐えて、黙々と森の中の獣道を登っていった。

　そして、やがて、その果てに。

　不意に、玲の手を引く歩みが、止まった。

　足下の草が、低くなっていた。そして周りを覆おおっていた森と、深い藪やぶの気配がなくなって、自分がいま拓ひらけた場所に立ったのだということを、玲は感じ取っていた。




　──────────




　え？　本当？

　お父とうさんの言葉に、玲は呆ぼう然ぜんと、その場から前に進み出た。

　実感もないまま。しかしお父さんに手を引かれて前に出していた自分の手に、次々と二人の手が重ねられて、玲の胸の中に、歓かん喜きが湧わき上がった。

「────湖こ乃の美み……！」

　涙なみだが溢あふれ出した。湖乃美の手が、玲の手をしっかりと握にぎり返す。湖乃美は生きていた。やっぱりあの出来事は、悪い夢だったのだ。

　きっと、そんな〈悪夢〉だったのだ。

　喜びに胸を詰つまらせて、玲は泣きながら、さらに重なった、皆の手を握り返す。

「────お母かあさん……！」

　そして、玲は涙なみだ声ごえで、か細く呼びかける。

　どうなるかと思った。本当に、無事で良かった。

　必死だったが、頭の端はしでは最悪の事態も考えていた。そんなことにならなかった、ただそのことが、本当に嬉うれしかった。

　そして……

「────お父さん」

　玲は、呼びかけた。

　安あん堵どと、感謝と、頼もしさを、ただその一言に込めて。

　言いたかった。感謝を。

　そして万ばん感かんの思いを込めて、口を開きかけた、その時────突とつ然ぜん目の前で何かが破は裂れつする音がして、顔一面に大量の水を浴びせかけられた。




「うわ!!」




　何もかもが洗い流されて、目が開いた。

　猛もう烈れつに甘あまったるい腐ふ臭しゆうがする水を、ぼたぼたと前まえ髪がみや顎あごから滴したたらせて、血も何もかもが流されて目が開いた時、まるで夢から覚めたように世界が変わっていた。

　今までは何も見えない暗くら闇やみだったが、そこには夢の中にも似た暖かさがあった。しかし目が開いた途と端たんに広がった、目に見える闇は、魂たましいを脅おびやかすような生なま温ぬるさと虚うつろに満ちていて、その無む慈じ悲ひな暗闇の中に異常な植物が異常に繁はん茂もして、悪夢としか思えない異常な光景を作り上げていた。

「…………………………!!」

　気の狂くるいそうな、悪夢じみた光景が広がっていた。

　その中に、いま自分がそうしているように、何人もの人間が立ち尽つくしたり、あるいは座り込んだりしていた。

　そして彼らが握にぎっている『手』が、抱だきしめている『頭』が、何であるかに気がついて。不意に、自分がそうしているものが同じであることにも気がついて────同時に玲れいは自分の顔のすぐ近くにぶら下がった、皮を剝はいで叩たたき潰つぶしたような『頭』と目が合って────心臓と息が同時に止まるような衝しよう撃げきを受けて、喉のどの奥から悲鳴を上げた。




「ひっ────!!」




　自分の握っていた、何本もの『手』を、鳥とり肌はだと共にはね除のけた。

　はね除けて後ずさった。周りには植物の蔓つるのように細長く引き伸のばされた『手』が繁茂していて、植物の髭ひげのように『髪の毛』がそれに絡からみつき、植物の実のように『頭』がぶら下がっていた。

　夢から覚めたような現実に、悪夢のような光景が広がっている。半ば恐きよう慌こう状態で、周りを見回し、さらに後ずさった時、目の前の地面に人が倒れていることに気がついた。

　倒れているのは、父だった。

「……お父とうさん!?」

　悲鳴を上げて駆かけ寄った。眞ま守もりの頭は骨を徹底的に叩き潰したように不定形に変形し、目と口から大量の血を流して、痙けい攣れんしていた。

　まるで、たったいまぶら下がっているのを見た、潰れた『頭』そっくりに。

　頭を潰された眞守が、角材を握り締めて、悪夢の森の中に、うつ伏せに横たわっている。

「お父さん!!」

　パニックのように叫さけんで手を出そうとしたが、あまりの状態に触さわることもできなかった。

　揺ゆらせばこのまま頭が崩くずれそうだった。そんな状態の、血ち泡あわを吐はいている口元が微かすかに動いて、溺おぼれたようにくぐもった声が、玲の耳に聞こえてきた。




　────にげ……ろ……




「嫌いや!!」

　玲れいは叫さけぶ。




　────にげて……たすけ……を……




「嫌!!　お父とうさん!!　お父さん!?」

　置いて行けるわけがない。ただその一心で叫さけんだが、もう眞ま守もりの口からは血の泡あわが静かに流れ出すばかりで、声も呼吸も、聞こえなかった。

　ただ静かに、沈ちん黙もくを、静せい寂じやくが吞のみ込んでゆく。

　ただ全すべてが、森の中で静かに冷たく、虚うつろになってゆく。

「嫌……」

　その光景を前に、助けを求めて、周りを見回した。

　だが周りには、何も見ることができずに、ただこのおぞましい死者の国に、頰ほおずりする哀あわれな人間がいるばかり。

　そして、玲は、見た。

　根を張るその死者のカーテンに、哀れな犠ぎ牲せい者しやたちが、混じり合ってゆくのを。

　その『手』に、『頭』に、口づけ頰ずりするうちに。

　だんだんと手と『手』が絡からみ合い、梳すき撫なで合う髪かみと『髪』が指に絡み、混じり合って引き伸のばされて────やがてごろりと頭が落ちて、同じ『モノ』へと溶とけてゆくのを。

「……い……嫌……」

　もはや口からは、それしか出ない。

　よく見ると、この『死者』が繁はん茂もした地面のあちこちに、埋うもれるようにして、人間の衣服の残ざん骸がいのようなものが垣かい間ま見みえていた。

　そこら中に。自分の足下にも。そして足下の衣服が、母親の入院着と、湖こ乃の美みが死んだ時に着ていた服だと気がついた時に、玲の正気は、完全に吹き飛んだ。




「──────────────────────────────────!!」




　食いしばった歯の間から、声にならない悲鳴が上がった。

　悲鳴を上げながら、顔に爪つめを突つき立て、目を見開いてしゃがみ込んだ時、目の前の父親の遺い体たいに、何本もの『手』が伸ばされたのを見た。

　悲鳴とも息ともつかないものを吐はきながら、必死でお父とうさんに這はい寄って、その『手』を払はらい除のけた。顔を涙なみだでぐしゃぐしゃにしながら、払っても払っても伸のばされる『手』を何度も搔かき分けるが、そのうちどうにもならなくなって、お父さんの体に覆おおい被かぶさった。

　たくさんの『手』が伸びてきて、足を、髪かみの毛を、摑つかまれた。

　お父さんの体を庇かばって、ぼろぼろと泣きながら、自分が、そしてお父さんが、『死者』に覆われてゆくのを感じる。

　泣いた。理り不ふ尽じんと恐きよう怖ふに。

　理不尽と恐怖────『死』、そのものに。




　────お父さん……




　思う。

　たくさんの『手』に、髪を梳すかれながら。




　────お母かあさん……ゆかり……




　思う。

　母のことを。妹のことを。




　────湖こ乃の美み……




　親友のことを。

　それと死に絶えた全すべてのことを。思って、滂ぼう沱だの涙を流しながら、玲れいは〈騎き士し〉に見捨てられた森の中で『死者』に溶とけつつあるお父さんの体を抱だきしめて────そしてやがて、自分の頭がずるりと胴どう体たいから引き抜かれて、この『森』の一部となる瞬しゆん間かんを────




　…………………………




　　　　†




　目を覚ました勇ゆう路じは、藪やぶの中で、悪態をつきながら痛む体を起こした。

「痛つ……」

　傷がひどく痛かった。勇路は左ひだり腕うでと顔半分にひどい火傷やけどをしていたが、左腕を見下ろすと、皮が剝むけるほどの熱傷が藪と地面に削けずられて血と泥どろに塗まみれていた。

　見るだけで痛んで、神経が削けずれそうだ。

　何が何だか分からない間にこの有様。痛みに顔を歪ゆがめながら、勇ゆう路じは〈雪の女王〉がとどめを刺さしに来るのではないかと斜しや面めんの上を睨にらみつけたが、誰かが追いかけてくる様子は見て取れなかった。

「くそっ……！」

　吐はき捨てる。どれくらい気を失っていたのだろうか？

　頭でもぶつけたのか、それとも火傷やけどを削けずられた痛みで失神したのかは分からないが、とにかく悔くやしかった。見逃されたのだと思った。

「……」

　歯は嚙がみしながら、そして痛みに荒い息を吐はきながら、勇路は周りを見回す。

　背後から伸のびた謎なぞの『手』に引きずり落とされて、勇路は今この場所にいたが、ここは林の中にある樹木の欠けた小さな空間で、陽光を遮さえぎるものがないため下した草くさがびっしりと繁はん茂もしていて、これに絡からめ取られるようにして滑かつ落らくが止まったらしかった。

　ここからは、空が見えた。

　濃こい灰色の、雲に厚く覆おおわれた空が。

　そしてそんな空を背景にした、廃はい墟きよのシルエットが。

　そして────その廃墟の屋上と、壁の一面を覆い尽つくして蠢うごめいている、得体の知れない、黴かびじみた群れの姿が。




「何だ……ありゃ……」




　呆ぼう然ぜんと、呟つぶやいた。

　しかしその独り言に、突とつ然ぜん答える者があった。

「あれはね、『死者の国』の死者だよ」

「!!」

　ぎょっとして身構え、振り向いた。

　振り向いた先には、たったいま林から出てきた神か狩がり屋やが、丸眼鏡めがねの奥の目を細めて、勇路が見ていたのと同じモノをどこか羨うらやましげな表情で眺ながめていた。

「お前……っ！」

「ああ、何もしないから安心して。僕ぼくは少なくとも、君の敵じゃない」

　神狩屋は、両手を挙げて見せた。

「僕の他ほかに誰もいないよ。君に白しら野の君のことを教えたのは裏うら切ぎり行為だから、僕はもう〈ロッジ〉には帰れないんだ」

「は？」

　不信感を剝むき出しに、勇ゆう路じ。

「ここに来たのも偶ぐう然ぜんだよ」

　だが神か狩がり屋やはその敵意を前にして、飄ひよう々ひようと言いながら近づいて来る。

「自殺に失敗してしまってね。せめて死者の国に行けないかなあと思ってここまで足を伸のばしたんだけど、招かれなくてね。やはり僕ぼくには、死者に導かれる資格はないみたいだ」

　溜ため息いきをつく神狩屋。勇路はわけのわからないまま、それでも袖そで口ぐちの安全ピンを毟むしり取った右手は下ろして、しかし油断ない目つきで、神狩屋を見み据すえる。

「……招き？　『手』のことか？」

「そうだよ。君は見えたのか。羨うらやましいな」

　とぼけた神狩屋の物言いは無視し、勇路は背後の廃はい墟きよを指差す。

「……『あれ』は何だ？　全部『手』じゃないのか？」

「ああ、そうだね、その通り」

　神狩屋は頷うなずく。

「あれは『全すべての人にとっての死に別れた死者』……みたいなモノかな。君も招きを受けたのなら、それに応じれば、瑞みず姫き君に会うことができるだろうね」

「ふざけんな」

　吐はき捨てる勇路。

「ここに来た時からおかしいと思ってたけど……全部あの〈泡ほう禍か〉のせいか」

　得とく心しんがいった。

　この町に来てから、時々瑞姫の声を聞いたり姿を見たりしたのは、全てあの〈泡禍〉のせいなのだ。本気で悩んでいた自分が、馬鹿に思えた。そしてそれだけ視野狭きよう窄さくしていた自分が、今の自分から見てさえ、どれだけ扱いやすかったかも。

「ふざけやがって。オレをこんなとこに来させて、何を企たくらんでた？」

　狂きよう犬けんが唸うなるように、勇路は言う。

　それに対しても神狩屋は、とぼけた調子のまま、答える。

「別に騙だましたわけじゃないよ。巻き込まれる可能性はあるかなあ、とは思ってたけど」

「……てめえ」

「それに僕は、君にこの町に来て欲しかったわけでも〈泡禍〉に巻き込まれて欲しかったわけでもないよ。白しら野の君を怪け我がさせて欲しかっただけなんだ。僕は白野君を利用して、自殺しよう思っただけの、自殺志願者だよ」

「……」

　勇路は、汚きたない大人おとなを睨にらみつける。

　利用されたのは腹立たしいが、これ以上話すこともない。黙だまって神狩屋に背を向ける。背を向けて、ひどい傷の痛みに顔を歪ゆがめながら、藪やぶの中に向かって歩き始める。

「おや、どこに？」

　神か狩がり屋やが訊たずねた。勇ゆう路じは振り返りもせずに、答える。

「決まってんだろ。あんなもの、放っとけるかよ」

　勇路は説明も指差しもしなかったが、そうしなくとも通じた。それだけの存在感があるものなど、ここには一つしかなかった。

　木々の合間に見える、黒い巨きよ大だいなシルエット。

　黴かびのように廃はい墟きよを覆おおって、死者を模もして人を誘さそう、悪夢の食虫植物。

　巨大な〈泡ほう禍か〉にして〈異い形ぎよう〉。この〈騎き士し〉に見捨てられてた森の中で、〈騎士〉になれなかった少年が、一人立ち上がり、聳そびえ立つ死者の塔とうに歩みを進める。

「……ははあ」

　神狩屋が、感心した声を出す。

　そして勇路の背中に向けて、問いを投げかけた。

「じゃあ、もう白しら野の君を追いかけるのはやめるのかい？」

「うるせえ！　やめねえよ」

　苛いら立だたしさに顔だけ振り返って、勇路は神狩屋を睨にらみつける。だが神狩屋は、それを聞くとうっすら笑って、不ぶ気き味みなまでに友好的に取引を持ちかけた。

「そうかい。じゃあ……僕ぼくも協力してあげるよ。僕らの利害は一致してる。少なくともその傷はつらいだろう？」

「……！」

　勇路は、立ち止まる。

　そして、




「〈自由を奪うモノは檻おりに〉!!」




　振り返り、叫さけんだ。そして安全ピンを腕うでに突つき立てた瞬しゆん間かん、べりっ、と生なま肉にくを引き裂さく音がして、神狩屋の足が、ずたずたに膨ふくれ上がる。

「!!」

「……失うせろ」

　勇路は怒いかりを込めて神狩屋を睨にらみつけて、言った。

　そしてもう振り返りもせずに、肩かたで息をしながら藪やぶを搔かき分けて、林の中に消える。

　取り残された神狩屋は、膝ひざを突ついた。そして、それでも痛みなど感じていな様子で「仕方ない」と平静に呟つぶやくと、皮肉げに口元を歪ゆがめて、一人笑った。
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　　　終章　　ナツカシイ声ガ







　未明、〈泡ほう禍か〉は突とつ然ぜんに死し滅めつした。

　終結というよりも死滅と言った方が近い。廃はい墟きよを覆おおって森に菌きん糸しを広げていた死の国の影は突然に悶もだえ苦しみ、蠟ろうが崩くずれるように溶とけ落ちた末に、ドライアイスが蒸発するように消えてなくなったのだ。

　病院から、あのやたらと体格の言い中年男が────『〈ネットロッジ〉の使えない死体処理係』こと大おお隅すみ大たい洋ようが様子を見に行くと、獣けもの道みちで勇ゆう路じとすれ違った。じゃら、とシルバーアクセサリの音を鳴らして立ち止まった大隅の横を、火傷やけどと傷でぼろぼろの勇路は、引きずるような足取りで無言で通り過ぎようとする。

「……おい、あれ、お前がやったのか？」

　大隅が手を伸のばして道を塞ふさぎ、廃墟の方を顎あごで示して訊きいた。

　勇路は一回り以上年長者の大隅の腕うでを、思い切り邪じや険けんにはね除のけた。

「うるせえ、だったらどうした！」

「うっ……」

「オレに構うな。殺すぞ、どけよ！」

「……」

　大隅は道を空あける。大隅が見守る中、勇路は重い足取りで歩み去り、それから後は姿をくらまして、杳ようとして行方ゆくえは知れない。




　………………




　　　　†




　……こうして、あの町の〈泡禍〉の、全すべては終わった。

　町の被害は甚じん大だいだった。〈ロッジ〉も、世話役が〈異い形ぎよう〉になったことによって完全に機能を停止し、後はリカと笑え美み二人の手配によって、辛かろうじて人をかき集めることによって事態の収拾が図られた。

　あちこちから人が集められ、とうとう〈名無し〉まで招しよう集しゆうされたと聞いたが、蒼あお衣いたちはその詳しよう細さいを知らない。何故なぜなら蒼衣はあれからすぐに帰されてしまい、そしてその後は蒼衣たち自身のことに忙ぼう殺さつされ、かかりきりになってしまったからだ。




　────『神か狩がり屋や』に、その主あるじは、とうとう帰らなかった。




　ただカウンターには遺い書しよとも取れる、神狩屋がいなくなった後の手配について指示が書かれた長文の封書が置いてあって、内容の多くは、三み木き目め医師に宛あてられていた。

　リカや笑え美みによって強制送そう還かんされた蒼あお衣いは、しばらく旅行先で体調不良になったということにして自宅療りよう養ようしていた。しかし完全に気分が良くなることはなく、未いまだに眠ねむれば葉は耶やの夢を見て、あの町で暴ぼう発はつを起こさずに帰れたことが奇き跡せきだったのだと確信するほど、むしろ事態は悪化していた。




「……雪ゆき乃のさん……」




　あの夜、〈ロッジ〉の廊ろう下かで必死に祈いのり続けながら、ひたすら自分の内から溢あふれ出そうとしているものを押さえつけていた蒼衣の元に、雪乃が戻って来た。

　雪乃の目は据すわっていた。真新しい血を吸った包ほう帯たいを巻いた腕うでをだらりと下げて、苦痛や怒いかりや不ふ機き嫌げんといった多分そんな感情で、強く強く寄せられた眉まゆ。

　蒼衣は目を見開く。雪乃は病院方面へ、戦いに向かった。

　一いつ瞬しゆん、もう全部が終わったのだと思ったが、雪乃の様子を見ているうちに、何かが違うということに気がついた。

　そして状況を、思い返して。

　ここで起こったことが、雪乃にも連れん絡らくされたのだということを思い出して、まさかと思って、雪乃に訊たずねた。

「え……もしかして、戻って来た？」

　僕ぼくのために。

　その言葉は、蒼衣は口に出さなかったが、しかし雪乃は感づいたらしく────直後に眉まゆを吊つり上げた雪乃の爪つま先さきが、脇わき腹ばらに突つき刺ささった。




「…………!!」




　そして蒼衣は、気づいた時には帰路だった。

　大型のＳＵＶ車の後部に寝かされた蒼衣は、リカの〈ロッジ〉の構成員だという大おお柄がらな茶ちや髪ぱつの中年男の運転で、自宅まで運ばれた。

　何だか分からないが、辛かろうじて〈断だん章しよう〉の暴ぼう発はつする最大の危機を脱だつしたらしかった。しかし懸け念ねんは山ほどあり、夜が明けてからすぐに蒼衣は状況を知るために動こうとしたのだが、朝から珍めずらしいことに雪ゆき乃のが家まで来て、おそらくは蒼あお衣いに釘くぎを刺さすために来たのだろうが────お見舞いだと言って家に上がり、それから神か狩がり屋やの遺い書しよのことなど蒼衣の知りたかったことの多くについて伝えて、帰っていった。

　ただ、あの〈ロッジ〉で雪乃が戻って来たことの状況や真意については、聞けなかった。

　雪乃にはしばらく動くなと言われたが、それでも家でじっとしていると苦痛なので、その翌日にはもう外出して、『神狩屋』に足を向けた。

　店には雪乃がいて、呆あきれと怒いかりの表情で嫌いや味みを言われたが、追い出されはしなかった。

　蒼衣はそれから、かつてのように日参したが、店はあれから一度も開店せず、ただ残されたものの世話をするためにずっと泊まり込んでいる三み木き目め医師が、休業状態のまま鍵かぎだけ開けているといった状態だった。

　いつも迷めい惑わくそうな表情の白髪しらがの三木目医師は、あれから神狩屋のことについて、ほとんど話題にしなかった。

　怒おこっているようだった。それが必要な要件なら話すがその言葉にも険が出て、ただの雑談ならば、神か狩がりに関する話題には応じることもしなかった。

　蒼衣と雪乃は、それからパトロールに出ることもなく、『神狩屋』でほとんど話もせずに二人で留る守す番ばんをする日々を続けた。三木目医師は、世話や手配や自分の仕事で忙せわしく立ち働き、店にいることも顔を合わせることもあまりなかったので、どのみち留守番はいた方が都合が良かった。

　電話はよくかかって来たし、来客も多かった。

　店の件で電話が来ることもあるが、来客は皆、〈騎士団オーダー〉の知り合いだった。

　見舞いや、世話役不在になったこの〈ロッジ〉についての打ち合わせ。あるいはそうでなくとも、蒼衣たちや颯さつ姫きたちのことを気にかけて、リカや笑え美み、それから蒼衣は初対面のどこかの〈ロッジ〉の人が、それなりに頻ひん繁ぱんに、『神狩屋』を訊たずねてきた。

　かつての〈群むら草くさ工こう房ぼうロッジ〉の、一かず真まと千ち恵えも、忙いそがしいなか様子を見に来た。

　あの町は、今は一真が何足もの草鞋わらじを履はいて忙しく立ち働いて、ほぼ世話役として、地区の互ご助じよを復活させつつあるそうだ。

　久しぶりに〈騎き士し団〉がらみで良い話を聞いた気がして、蒼衣は素直に喜んだ。そして今まではあまり分からなかった〈ロッジ〉同士の互助について、その本質の一いつ端たんが見えて、心の中で認識を改めた。

　そうして、蒼衣は、夏休みの日々を過ごした。

　来客があった時と用件がある時以外、あまり話はしなかったが、不思議と特に険悪になることなく、蒼衣と雪乃の二人は『神狩屋』にいた。

　時に、颯姫や、夢ゆ見み子この世話もしながら。

　この二人の世話をする時だけは、この〈ロッジ〉は一体どうなってしまうのだろうと、心配が頭をよぎったが、それ以外は概おおむね穏おだやかだった。

　あと蒼あお衣いが見る、悪夢以外は。

　あと蒼衣が時々見る、視界を掠かすめるような、葉は耶やの幻まぼろし以外は……




「………………」




　そうして数日の、時が過ぎた。

　蒼衣と雪ゆき乃のは、この日も本日休業の札がかかった『神か狩がり屋や』の中、あのカウンター横の丸テーブルに座って、無言の時間を過ごしていた。

　何かが変わるか終わるかするまでの、執しつ行こう猶ゆう予よの日々。

　この日も、それと同じ日がまた一日、続くはずだった。

　だが────




　ぎい、




　と昼下がりの時間、『神狩屋』の入口が突とつ然ぜん開かれた。

　そして、ぎ、と古い床ゆか板いたを体重で軋きしませて、眩まぶしい外の光を背に、瘦やせた男の人影が、開いた入口に一人立った。

「あ……」

　蒼衣は、顔を上げる。

　しかし今日きようは誰かが訊たずねて来るような前もっての約束はなかったし、さりとて知った人影にも見えなかったので、蒼衣はそんな時のために頭の中に用意していた台詞せりふを半ば反射で口に出した。

「……すいません、今は閉店してるんですが……何かご用ですか？」

　男は答えなかった。

　細身の、しかし崩くずれたスーツ姿に見えるシルエットの男は、俳はい優ゆうか何かのように髪かみを伸のばしていて、その脱だつ色しよくした髪の色を外の太陽光に透すかせ、アウトローじみた雰ふん囲い気きを放って立っていた。

「あの……」

　無反応に耐えかねて、もう一度言いかけたその時に、蒼衣はふと急に気づいた。

　こちらを見る男の────恐おそろしいまでに荒すさんだ眼光に。そして隣となりの雪乃がいつの間にか顔を上げて、驚いたような顔で、その男を見つめていることにだ。




「────入いり谷やさん……」




　雪ゆき乃のの唇くちびるが、呟つぶやいた。

「え」

　聞き覚えがある気がして一いつ瞬しゆん蒼あお衣いは呆ぼう然ぜんとし、そして数秒後にその名前を思い出して、蒼衣も目を見開いた。

「え……え……？　この〈ロッジ〉の？」

「……」

　話に聞いたことがあるだけで、一度も会ったことがない〈騎き士し〉。

　前に二度か三度だけ聞いたことがある、応援先を渡り歩いて、かなり長いあいだ一度も帰って来ていなかったという〈騎士〉。

　説明を求めて、蒼衣は男と、雪乃を見た。

　しかしどちらも何も言わず、男は無言で、店に入って来た。

　この夏のさなかに、細身のダークスーツを引っかけるように着た、モデルかホストのような風ふう貌ぼうの男。しかしその目は荒すさみきっていて、人間とのまともな話し方など、とうの昔に忘れてしまったかのような、人間性を失った兵士のような目をしていた。

　少しだけ────雪乃に似た目。

　そして全身に纏まとっている、少しだけ────〈葬そう儀ぎ屋や〉に似た空気。

「………………！」

　あまりに手遅れな雰ふん囲い気きが漂ただよう気配に気け圧おされた蒼衣に、男は────入いり谷やは真まっ直すぐに近づいて来た。そして思わず引き攣つる蒼衣の顔を、値踏みする殺さつ人じん鬼きじみた目でしばし眺ながめると、恐おそろしく無表情に、一言だけ訊たずねた。




「見えるか？」




　入谷の背後に無数の目が。

　蒼衣は目を見開いたまま、脂あぶら汗あせを浮かべて、何も言わずに、ただひとつだけ、頷うなずいた。
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　あとがき




　クリック？

　クラック！




　まずは、今回もこの本を手に取って下さった皆様に、御おん礼れい申し上げます。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。お待ちいただきました皆様、お待たせいたしました。ようやく下巻をお届けします。




　さて……

　他ほかの作家の皆様も話題にしているかと思いますが、この巻の執しつ筆ぴつ中に東とう北ほくで大変な地じ震しんが起こりました。

　私は現在関かん東とう住まいですが、外出中に路上で揺ゆれに遭あい、足下を揺らされながら木造アパートがメリメリ音を立てるのを聞き、自宅では引き出しも戸と棚だなも全部開いて、本とボードゲームと万年筆の箱が滅め茶ちや苦く茶ちやに崩くずれたり落下したりしておりました。

　帰って見たニュースでは東北の凄すさまじい有様が連日放送され、私の関係者にも、命は助かったものの現地で被ひ災さいされた人もありました。しばらく音信不通が続き、非常に心配した日々でした。

　この本の読者にも、被災された方がいるでしょうか？

　お見舞い申し上げます。本当に心から、心配しております。

　私の作は娯ご楽らくの中ではやや特殊な位置にあるもので、果たして傷を負った人々に求められているものなのか、自信はありません。

　ただ、いつか私の作が、本当に完全に娯楽として楽しめる生活が、戻って来ることを願ってやみません。




　……それでは、この本の製作に関わった全すべての方々、特に直接お世話になった編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさんに、心からの感謝を贈おくりつつ。




　はつかねずみがやってきた。

　はなしは、おしまい。





二○一一年六月　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。『断章のグリム』シリーズもいよいよクライマックス直前です。今回も新たな事実が明らかになってきましたが、今後どうなって行くのか、既に著者の中では決まっているそうですよ？
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。クライマックスに向けて事件が進む度に、キャラへの想いが強くなって悲しくなるみたいです。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム
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※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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